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要約

　　　　　　国際関係史における漁業移民の社会的関係性

1930年代後半米国・メキシコ国境海域における日系漁業移民，水産
　　　　　　資本およびメキシコ・米国・日本の三国関係

杉山茂

し

　本研究は，国際関係史研究を踏まえて，1930年代後半のカリフォルニア

湾を含む米国・メキシコ西岸国境海域で漁業に参加したり関与したりした日

本人移民が，移民先で築いた現地社会との社会的関係性を明らかにした．社

会的関係性を明らかにするため移民が従事した生業にかかわる史料と外交関

係史料に焦点を当てるとともに，現地でフィールド調査を行った．その結果，

以下の4点が明らかになった．まず，漁業に参入した日系移民は，本国で資

本主義的で高度化していく水産漁業技術を導入あるいはそれとシンクロさせ

ながら自ら漁業技術を高めていき，その技術をバックに米国大水産資本のみ

ならず日本の財閥系の資本を動員しながら，移民先で優位な社会的立場を築

いた．直接漁業に従事せずとも，漁場進出した日本の水産資本に協力するこ

とによっても，優位な立場を獲得した．このため，移住先では，他の漁業集

団に対して対等な競争者あるいは指導者としての自己確定を行うことができ

た．第2に，このような優位さは，移民先が高度な漁業技術を受け入れる準

備のあったことも大きな要因であった．米国においては大缶詰会社が，メキ

シコにおいては近代的な水産業を構築しようとしていた政府が存在していた．

　第3に，日本の水産技術の優位性がメキシコ政府による水産技術導入政策

をもたらしたが，これは同時に進行しつつあったアジア・太平洋戦争のアジ

ア戦線の悪化にともなう日米関係の悪化の中で，米国政府によるメキシコへ

の水産技術援助政策を公法63の実施という形で生み出した．第4点として，

フランスの降伏ど日米戦争の勃発に至る国際関係の悪化の中で，メキシコ政

府は日本の水産資本の技術援助を断念して米国に依存し，日本水産資本の存

在をバックに維持されていたメキシコの水産業に参入していた日系移民の技



術的社会的に優位性が失われていった．そして，

地化の動きも見せていたその息の根をとめた．

日米戦争勃発が，漁業の現
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序論

　第二次世界大戦に向かって国際関係が悪化しつつあった1930年代後半，

カリフォルニア湾を含むアメリカ合衆国およびメキシコ合衆国の国境海域に

おいて，米国・日本・メキシコ資本による資本集約的な漁業が活発に行われ

た．日米両国の水産技術援助競争をともなった日本水産をはじめとした日本

の水産大資本，－tカリフォルニア州南部の地方的水産会社，そしてメキシコ資

本の間の競争の中で，漁業従事者の多くはヨーロッパ諸海域および日本各地

からの移民であった1．その漁獲物は，缶詰用および一本釣り撒き餌用のイ

ワシ，缶詰用サバ，カツオおよびマグロ（ビンナガマグロalbacore），そし

てクルマエビであった2．本論は，3つの国民国家の利害関係に規定されな

がら，移民漁業者の出身地域／国家の資本や技術，市場へのアクセスが，漁

1移民漁業者の活動については，サンディエゴ地域史研究が優れた成果を出している．代
　表的なものとして中国系漁民についてMurray　Lee，“The　Chinese　Fishing　lndustry　of　San

　　　　＿35，2・and・3（Summer　1999）6－13；日系漁民
　の活動は，Donald　Estes，“Silver　Petals　Falling：Japanese　Pioneers　in　San　Diego’sFishery，”

　ibid・，28・46および“Before　the　War：The　Japanese　in　San　Diego，”工h－9Ω

　1t1IStgryt　24，4（Fall　l　978）425・56がある．このほかにエステスはエh一
　旦幽日系漁民に関する重要な論文を寄稿しているが，これらは
　http：〃www．sandiegohistQry．orgtjoumal／joumal．htmにおいて閲覧可能である．日系のみなら

　ずイタリアやポルトガル系移民の漁業活動の通史として，August　Felando，“California’s

　　　　　　　　　　　　　＿32，4（Fall　1996）6－
17；33，1（Winter　1997）16・27；33，3（S㎜er　1997）28－39がある．

2本論が対象とする日本漁船団や漁業専門家の活動に関する文献として最も重要なものは，

　松井佳一『メキシコ風土誌』　（育生社，昭和40年）であろう．松井は，日本水産のエー

　ビ漁業事業の一環として，1937年3月から1938年2月までの一年間，当時のメキシコ
　大統領カルデナスとともにメキシコ各地を視察するほか，後述するようにさまざまな
　水産技術援助をメキシコに与えた．そのほかに，大洋漁業八〇年史編纂委員会『大洋
　漁業八〇年史』　（大洋漁業，1960年），日本水産『日本水産50年史』　（日本水産，

　1961年），岡本信夫『近代漁業発達史』　（水産社，1965年），石田雄『メヒコと日本
　人』　（東京大学出版会，1973年），酒向昇「日本のエビ漁業の沿革史」東京水産大学
　第9回公開講座編集委員会『日本のエビ・世界のエビ』　（成山堂書店，1984年）236－

　257頁などがある．酒向によれば，戦前のメキシコ産エビは，「湊エビ」と命名され寿
　司種として人気を博していた．また，1960年代半ばまで，メキシコは日本向けのエビ
　の最大の供給国であった（村井吉敬『日本人とエビ』　（岩波書店，1988年）．近年の
　研究成果としては財閥・商社史研究の側面から，三島康雄「水産会社と総合商社の協
　調と反発一カリフォルニア湾のエビ資源をめぐって」　『経営史学』第38巻2号（2003
　年），1－26頁がある．また，マグロ漁業については，Don　Estes，“Kondo　Masaharu　and

　the　Best　of　Al1　Fishermen，”－23，3（Summer　1977）：1・19とJos6
　Adan　Chairez　A．　Historia　de　la　esca　del　atan　en　M6xice（Ensenada，　B．C．，　M6xico：Editorial

　Chairez，1996）を日系移民及びメキシコに焦点をあてたものとして示しておきたい．
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場における社会的な関係を規定していたことを明らかにする．また，カリフ

ォルニア湾における移民を介在させた日本漁業資本の進出は，日本の水産技

術援助をともなっていた．第二次世界大戦後にアメリカ合衆国が発展途上国

に対して展開する政府活溌援助の萌芽が，日米間の技術援助競争の中から生

まれてくる過程も明らかにする．

以上の米国・メキシコ国境海域における漁業活動と漁業移民の役割と第二

次世界大戦後の政府開発援助政策の誕生を明らかにしながら，本論は，メキ

シコと米国，日本の3つの国民国家間の国際関係史研究の欠落を埋めつつ，

移民史研究における陸地への偏重（農業および商業）にも修正を加えたい．

国際関係史研究において，とりわけ1930年代の米国・メキシコ関係史には

多くの研究が集積されており，本論が議論を展開するメキシコ政府ラサロ・

カルデナス（Lazaro　cardenas）政権に対する米国の外交政策は，その主要な

研究テーマであった．1930年代の米国の対メキシコ政策は，ナチス・ドイ

ツなどの差し迫るファシズムの脅威に中でラテンアメリカ諸国のナショナリ

ズムに譲歩する「善隣外交」を象徴するものとされてきた．「善隣外交」の

解釈をめぐる議論は，ラテンアメリカ諸国のナショナリズムに基づく政治に

干渉しないという不干渉を評価するものと，ラテンアメリカを経済的に支配

しようとするアメリカ合衆国の政策であったという二つの対立しあう解釈が

あった3．しかし，いずれの解釈もカルデナス政権を行為主体として十分と

3代表的な研究として次のものがある．Bryce　Wood，　The　Makin　of　the　Good　Nei　bor　Polic

　（New　York：Columbia　University　Press，1961）；Lloyd　C．　Gardner，　ptt－As　ects　of　New

　－（Madison：University　of　Wisconsin　Press，1964）；Miguel　WionczelらEl
　nacionalismo　mexicano　la　inversi6n　extrai　era（M6xico，　D．F．：Siglo　Veintimo，1967）；David

　Green，　The　Containment　of　Latin　America：AHisto　of　the　M　hs　and　R．ealities　of　the　Good

Nei　bor　Polic（Chicago：Quadrangle　Books，1971）；Lorenzo　Meyer，　Mexico　and　the　United

States　in　the　Oil　Controvers　1917－1942，　trans．　Muriel　Vasconcellos（Austin：University　of

Texas　Press，1972）；Abraham　F．　Lowenthal，‘‘United　States　Policy　toward　Latin　America：

’Liberal，⑪Radical，，　and　Bureaucratic，　Perspectives．”Latin　American　Research　Review　8，　no．3　　，

（1973）：3－25；Luis　Medin駕Del　cardenismo　al　avilacamachismo（M6xico，　D．F．：Colegio　de

M6xico，1978）；Irwin　F．　Gelllnan，　Good　Nei　bor　Di　lomac：United　States　Policies　in　Latin

－（Baltimore：Johns　Hopkms　University　Press，1979）；George　Philip，　Oil　and
Politics　in　Latin　AmeriCa：Nationalist　Movements　aand　State　Com　anies（Cambridge：Cambridge

University　Press，1982）；Clayton　R．　Koppes，‘‘The　Good　Neighbor　Policy　and　the　Nationalization

of　Mexican　Oil：A　Reinteny）retation”．American　Historical　Review　69（1982）：62－81；Adolfo　Gilly，

El　cardenismo　una　uto｛a　mexicana（M6xico，　D．F．：Cal　y　Aren隅1994）；Alan　Knight，

“Cardenismo：Juggemaut　of　Jalopy？’うJournal　of　Latin　Arnerican　StUdies　26（1994）：73－107．
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らえきれていなかった4．同時代の「善隣外交」推進者やラサロ・カルデナ

スのようなラテンアメリカの政治家にとって，　「善隣外交」とは，工業労働

者や農民の「生活水準の向上」のために農工業支援など経済発展援助も視野

に入れたものであった5．本論が展開する日本水産資本の技術援助は，「善

隣外交」の経済援助政策の形成において，日本水産資本の漁業技術援助が決

定的な役割を果たしたことを明らかにする．

技術援助に対するメキシコ側の期待は，カルデナス政権の経済政策につい

てナショナリズムに基づくという従来の研究に見直しを迫る．たとえば最終

的には1938年に国有化してしまった英米石油資本に対する政策についても，

盲目的なナショナリズムよりも，農地改革をともなう政治経済的な改革のた

めの実際的な対外国資本政策が，石油資本の傲慢さによって頓挫した結果で

あったことが明らかになっている6．日米両国の水産技術援助競争に目を配

ることは，カルデナス政権の主体的な水産政策の一部を明らかにし，その実

際性に関する議論を進展させることになる．

　「善隣外交」解釈の見直しとカルデナス政権の外国資本に対する実際性を

明らかにする一方で，1930年代の米メキシコ関係への日本の関与に関する

4米国に対する「行為主体」としてラテンアメリカ諸国の対応に焦点を当てた論文として，

Max　Paul　Friedman，“Retiring　the　Puppets，　B血ging　Latin　America　Back　l　i：Recent

　Scholarship　on　United　States－Latin　American　Relations．s’Di　lomatic　Histo　27，5（November

　2003）：621－36がある．

5経済援助政策を「善隣政策」の一環としてみる外交政策決定者の一人として，米国の対
　ラテンアメリカ政策の中心人物であった著作にLaurence　Duggan，　The　Americas：The
　Search　fbr　Hemis　here　Securi（New　York：Henry　Holち1949）がある．「メキシコ大衆の生

　活水準の向上」は，また，米国にとって輸出市場の拡大にもなる（John　J．　Dwyer，“The

　End　of　U　S．　Intervention　in　Mexico：Fran】dih　Roosevelt　and　the　Expropriation　of　American－

owned　Aghcultural　Property，”　Presidential　StUdies　uarterlv　28，3（Summer　1998）：495－509）．

6カルデナス政権の経済政策をナショナリズムと前提とする研究には枚挙にいとまないが，

　カルデナス政権の実際的な改革政治の性格を明らかにした研究として，次の3つの研
　究が代表的である．Alan　Knight，“The　Politics　of　the　Expropriation，”in　The　Mexican

　Petroleum　Indus　in　the　Twentieth　Cen　　，　ed．　Jonathan　Brown　and　Alan　Knight（Austin：

　University　of　Texas　Press，1992）：90－128；David　Cotter，‘‘The　Origins　of　the　Green　Revolution　in

　Mexico：Conti皿ity　or　Change？”in　David　Rock　ed．，　Latin　America　in　the　1940s：War　and

　PostWar　Transitions（Berkeley：University　of　California　Press，1994）：224・41；Shigeru　Sugiyam叫

　“Reluctant　Neighbors：U．S．－Mexican　Relations　and　the　Failure　of　Cardenista　Refbms，1934・

　1948”（Ph．D．　diss．，　University　ofC創ifbrnia，　Santa　Barbar41996）．
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研究業績は少なく7，それらはたとえ1まレーヨン輸出と石油利権をめぐる経

済進出活動や後述する日本側の漁業活動について，米陸軍情報部の史料に完

全に依存しながら，在メキシコ米国大使館や国務省が否定しているスパイ活

動を「事実」として扱うような欠陥がある8．日本外務省資料館所蔵の日本

語史料一第二次世界大戦敗戦後にアメリカ合衆国に接収され，米国議会図

書館においてマイクロフィルムで閲覧できるのだが一を本格的に用いるこ

の研究は，このような史料利用の欠落を埋めて，日米メキシコ三国関係の新

しい姿を示す．

本論は，日米メキシコ三国関係の再解釈を，日本語史料を用いるほかに，

現地で生活していた日系移民，とりわけ漁業に関連した移民の活動に焦点を

当てて行う9．その際，先行する移民研究における三つの問題点を指摘して

＼

71930年代および40年代前半の米国・メキシコ関係に対する日本の関与を論じる研究に
　は，以下のものがある．Stephen　Niblo　War　Di　lomac　and　Develo　ment：the　United　States

and　Mexico　l　938－1954（Wilmington，　Del．：Scholarly　Resources，1995）；do．，“Allied　Policy

Toward　Axis　Interests　in　Mexico　During　World　War　II”Mexican　Studies／EstUdios　Mexicanos　17，

2（Summer・2001）：351・373カミ日系資本による石油採掘事業に，　Friedrich・E．　Schuler，　Mexico

BetWeen　Hitler　and　Roosevelt：Mexican　Forei　Relations　in　the　A　e　of　Lazaro　Cardenas　1934一

迎（Albuquerque，　University　of　New　Mexico　Press，1998）が1940年のメキシコ経済使節団

に，そしてMaria　Mmilia　Pax，　Strate　Securi　and　S　ies：Mexico　and　the　United　States　as
　Allies　in　World　War　II（Philadelphia：Pennsylvania　State　University　Press，　1997）が日本側のス’

　パイ活動に言及している．

8対比される研究として，第一次世界大戦中に低カリフォルニア州マグダレナ湾に日本海

軍が基地を建設するという噂について，英語のみならず日本語およびドイツ語史料を駆
使したlyo　Kunitomo，”Japan　and　Mexico，1888－1917”　Ph．D．　dissertation（University　of　Texas，

Austin，1975；Friedrich　Katz，　The　Secret　War　in　Mexico：Europe，　the　United　States，　and　the

MeXican　Revolution（Chicago：University　of　Chicago　Press，1981）．

9メキシコ移民の先行研究として，Maria　Elena　Ota　Mishim亀一、
　M6Xico　1890・1978（M6xico，　D．F．：El　Colegio　de　M6Xico，1982）；石田『メヒコと日本人』，

　日墨協会日墨交流史編集委員会編『日墨交流史』　（PMC，1990年），井沢実『ラテンア

　メリカの日本人』　（国際問題研究所，1972年）．同時代のものとしては，吉山基徳

　『我等の発展地メキシコ』　（日本植民通信社，昭和5年），鈴木玉之助『メキシコに
　於ける海陸共存の殖民』　（日墨兄弟社，1931年），海野実『墨西吾・中米大観』　（メ

　キシコ時報社，1941年）などがある．また，エンセナダ在住の日系移民研究者Kiyoko
　Nishikawa　Aveces氏は，エンセナダ在住の日系漁民をはじめとした一世への聞き取り調
　査を行っている．この研究成果の一端である論文Antonieta　Kiyoko　Nishikawa　Aceves，

　‘‘La　inmigraci6n　japonesa　a　Ensenada　durante　la　primera　mitad　del　siglo　XX”Joumal　ofthe

　InstitUto　de　I　lvesti　aciones　Hist6ricas　ofthe　Univesidad　Aut6noma　de　Baia　Calif（）mia　and　edited

by　Cala五a　1，1・8（2004），24－34は，　　http：／／www．uabc．mx伍istoHcasZRevista／Vol．

IINumero％201・8／index－numero　l・8．htmで閲覧できる
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おく10．まず日本語史料との関連では，日本外務省の史料を用いる場合に

「移民関連」の史料にのみ焦点が当てられ，日本移民が関与し移民先の社会

集団との関係を明らかにしうる経済活動に関する史料に目を配ってこなかっ

た．日系移民は，人種差別の一方的な被害者ではなく，本国との紐帯や漁業

技術などの社会的資本を資源に，移民先のホスト社会においてより優位な立

場を獲得しえた．

　さらに，移民研究は農民や商工業者など「陸地」に居住する移民を主に研

究対象としてきたといわざるをえない．近年，日本史研究や民俗学研究にお

いて「海民」の研究が進展しきたことを踏まえてなければならないだろう，

網野善彦が指摘するように，海民の活動は，近代以前においてはオーストラ

リアのアラフラ海フィリピン諸島をはじめとする東南アジア，そして漂流

という形ではあっても北米大陸にも及び，20世紀初頭まで愛媛県八幡浜や

和歌山県太地の出漁漁民に見られるように，国境にとらわれない活動があっ

た11，．しかし，網野の「海民思想」と戦前期の帝国主義的な「海国思想」と

の近接性を批判的に検討する小川徹太郎は，研究上の必要性として（1）植

民される側と漁業移民との関係性に注目すること，　（2）混住地的状況の中

で知と権力の付置や文化的・社会的交渉を通じた技術の衝突や混渚の過程，

公共性概念の構築など，多様な次元での二重帰属の様態を明らかにすべきこ

とを指摘した．さらに1900年以降の漁業移民は，決して「伝統的」漁業を

行っていたのではなく，出漁・移住の形態をとりながら労使関係をはじめと

する資本主義的な漁業活動の中で活動を行い，帝国主義的な「海国思想」に

　　　ノ

10 氓ﾉ展開するふたつの問題は，近年刊行された移民研究会編『日本の移民研究一動向と
　文献目録1明治初期一1992年9月』および『日本の移民研究一動向と文献目録II　1992
　年10月一2005年9月』　（明石書店，2008年）からも明らかである．

11 纒¥的なものとして網野善彦『海民と日本社会』　（新人物往来社，1998年），同右

　『「日本」とは何か』　（講談社，2000年）などがある．また，1912年7月19日にサン

　ディエゴ市近くの海岸に到着した漁民たちについて，愛媛県八幡浜市に紹介されてい
　る（http：〃www．city．yawatahama．ehime．jp／02shoukaUO6Lpaionia／02＿dasebune／dasebune．htm）．

　また，すぐれた実証研究として村川庸子『アメリカの風が吹いた村一打瀬船物語』

　（愛媛県文化振興財団，1987年）がある．
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強い影響を受けていたことを指摘する12．漁業移民は，けっして無垢な庶民

なのではなく，日清戦争後の帝国的な「海洋国家」イデォロギーの積極的な

受容者でもありえたのではないか13．このような視点から，‘たとえば新保満

のようなカナダ漁業移民研究も見直されなければならない14．

戦前期帝国日本という枠組みを設定するとき，　「日系移民」概念が再検討

の対象となる．　「日系」は，第二次世界大戦後の国民国家の領域を過去に投

影した日本人なのか，言い換えれば駒込武が論じる「文化統合」の対象とな

ることのなかった日本人，法的には渡航制限を受けなかった日本人なのか，

それとも帝国日本の臣民全体を「日系」と呼ぶべきなのか，という問いであ

る15．彼らにとって（あるいは研究者にとって）　「日本」とは，戦後日本で

表象される列島社会なのか，それとも植民地朝鮮や台湾，南洋諸島さらには

満洲国や上海日本租界，そして帝国的拡張の対象であった東南アジァ（たと

えばフィリピンのダバオ）を含む領域であったのか．国境を問わないという

12 ｬ川徹太郎『越境と抵抗一海のフィールドワーク再考』　（新評論，2006年）183－189，

　297－305頁．漁民研究の先駆者であった桜井勝徳は，　「我々が漂いたる東海の帝国に生

　を享け乍ら，其の多くが海に背を向けて生活を続げて来たことは思えば不思議である．

　我々の大部分が如何に海に退嬰的であり，ほんの一部の国民が如何に漁業や海に進取
　的であって，海上を潤歩して来たかと云う事を，先ず充分に私共は知って置くべきだ
　…古来より特に漁業に積極的な気風を持った漁村は之を全国的に見るならば寧ろ異色
　ある少数者であった」と，「海洋民族」イデオロギーに批判的である（「漁人」桜田

　勝徳著作集第二巻漁民の生活と社会』名著出版，昭和55年，3，15頁）．

13「海洋民族」思想の展開については，冨山一郎『暴力の予感一伊波普猷における危機の
　問題』　（岩波書店，2002年）227－39頁で展開されている．また，1942年の強制収容
　後も帝国日本との紐帯を重視していた日系移民が多く存在したことを示す研究として，
　ブライアン・マサオ・ハヤシ「レンズの視野を拡大する一日系アメリカ人の強制収容
　に対する理解を国際化するために」　『立命館言語文化研究』17，1（2005年）7－28頁が

　ある．

14 V保満『石をもて追われるごとく』　（御茶の水書房，1973年）および『カナダ移民排
　斥史』　（未來社，1996年）．カナダへの漁業移民の「社会的資源」に注目して，現地

　漁民との社会経済関係を明らかにした研究として，河原典史「第二次世界大戦以前の

　カナダ西岸における日系造船業の展開一和歌山県出身の船大工のライフヒストリーか
　ら」　『立命館言語文化研究』17，1（2005年）59－74頁がある．

15 諸桾吹w植民地帝国日本の文化統合』　（岩波書店，1996年）．本論で扱う時期の米メ

　キシコ国境地域に居住した朝鮮半島出身者は，ソノラ州の場合12名であった（外務省
　亜米利加局『「メキシコ」國「ソノラ」，　「シナロア」両州視察報告書』外務省亜米

　利加局，1934年，25頁）．史料不足から本格的に扱うことができないので，本論では
　取り上げない．
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意識は，帝国意識と重なる可能性があることを指摘しておかなければならな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い16．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ，

さらに，米メキシコ国境地域の漁業移民を分析すると，出身の国民国家の

枠組みが不十分であることが明らかになるばかりではなく，「太平洋」ある

いは「環太平洋」という枠組みが，地理的なあるいは国民国家に囲まれた

「地域」という概念にもとついていては不十分であることもわかる．米メキ

シコ国境海域は，国際商品であるマグロやエビに引き寄せられるように，多

様な海域からの移住者が交錯する場であった．日本海域からは岩手，千葉，

三重，和歌山，長崎や静岡，地中海およびアドリア海からはクロアチア系，

イタリア系，シシリア系，ギリシャ系が，アゾレス諸島海域からはボルトガ

ル系が，北海海域のノルウェー系，さらにスペイン内戦に伴ってスペイン亡
　　　／
命者も漁業活動に参加していた17．人（資本，技術なども伴う）の移動を通

じて，諸海域が重層的に重なりあう空間としても考察する必要があろう．

最後に，米国メキシコ国境海域における日本水産業の活動は，近代日本の

水産業発展を示すひとつのエピソードとして語られてきた問題に触れなけれ

ばならない．本論で展開するように，1930年代後半の米メキシコ国境海域

16 ｽとえば南カリフォルニアの業界誌は，　「…紅ロ（ホンキュー）即ち西部上海は純然た

　る日本勢力範囲に属して居り，一度此地を訪れる日本人にして誰か母国の有難さを感
　じない者があろうか．是も皆陛下の御威徳の然らしむ処と自ずと頭が下がる気分にな
　る…」という手紙を紹介したのち，編集者が「何と組合員諸君夫婦共稼ぎの貧乏商売
　などアッサリ捨てて，資本協同てな処で上海の町でアット眼をむく様な商売でもオッ
　始めてはどんなものだ．どうせ将来は東洋の舞台ですよ…」とコメントを加えている
　（古谷夢介「楽苦書貼一上海通信」Nanka　Merchant’s　Bulletin　16，　no．9（September　30，

　1941）11・12）Japanese　Amedcan　Research　Proj　ect　Collection　Box　279，　Special．　Collection，

　Young　Research　Library，　University　of　Califbrnia，　Los　Angeles所蔵．このような帝国を範囲

　とする移民研究を告げる論文として，坂ロ満宏「新しい移民史研究にむけて」米山
　裕・河原典史編『日系人の経験と国際移動』（人文書院，2007年）239－61頁がある．

17 Aドリア海域でも旧ユーゴスラヴィアの移民に関する研究は少ないが，Frances　Kraljic，
　Croatian・Mi　ation　to　and　from　the　United　States　l　900－1914（Palo　Alto：Raguan　Press，1978）を

　はじめとして，研究が集積されつつある．しかし，現在，クロアチアとなっているア
　ドリア海域からの漁業移民は，1930年代以降南カリフオルニアでマグロ漁業に従事し
　た他，オーストラリアに移住したグループは，1950年代に一本釣りのマグロ漁業に従

　事していた．現在日本向けのマグロ蓄養業に従事している（NHK衛星第一放送『ウィ
　ークエンドスペシャル「トロはこうしてつくられる～南オーストラリア・マグロ戦略

　～」』2002年7月7日放映）．ダルマチア地方が1815年から1918年までオーストリ
　ア領であったため，オーストリア系漁民もいた．太平洋を海域として考察した論考と
して，Matt　K．　Matsud＆　‘‘AHR　Forum：The　Pacific，”The　American　Historical　Review　111，3

　（June　2003）：758－80がある．
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の資本集約的漁業は，技術援助を通じた日本のメキシコにおける影響力の拡

大を恐れる米国国務省や軍事的なスパイ活動に注目する陸海軍情報部が逐次r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
その経過を追うばかりか，第二次世界大戦後世界の発展途上国援助の支柱と

なる政策の起点の一つになった．その同時代的文脈は，日本による1931年

の「満洲事変」と1937年の日中戦争，1938年のメキシコ政府による外国石

油資本の接収，ヨーロッパにおけるスペイン内戦（1936年一1939年）と第

二次世界大戦の勃発，とりわけ1940年5月のフランス陥落が重要である．

日本水産資本の米メキシコ国境海域における活動は，この文脈のなかに位置

づけて論じなおされる必要がある．撤退に至る経過は，「対米関係の悪化」

や「メキシコのナショナリズム」という一般論に回収されてはならない．

　以上，本論は，カリフォルニア湾を含む米メキシコ国境海域の資本集約的

漁業の焦点を当て，国際関係史において日本語史料を用いて日本メキシコ米
　　　　ノ

国関係の書き直し，水産技術援助競争が1930年代米国対ラテンアメリカ外

交を特徴づける「善隣外交」の重要な側面であったことを明らかにする．同

時に，漁業活動で中心的な役割を果たした日系漁民の活動を分析することに

よって，悪化しつつある国際関係の文脈の中で彼らが現地メキシコで築いた

社会関係を明らかにする．

　本論の構成は，第1章であまり知られていない日本メキシコ関係を水産関

係にも目を配りながら1930年代前半まで概観したのち，第2章で南カリフ

ォルニアおよびメキシコでの日系漁業移民の活動を明らかにする．第3章で

は日系水産企業の発展とそのメキシコにおける展開と米国政府およびメキシ

コ政府の対応を明らかにするとともに，日本側の水産技術援助とこの漁業活

動に関与した日系移民の活動を分析する．第4章では，1930年代末の国際関

係の激変の中で，メキシコに対する日米の水産技術援助競争を明らかにし，

日系水産資本の撤退の過程および日系移民が米国政府の監視の対象となって，

1942年の集団的強制収容の前提が作られていったことを明らかにする．

　本論が利用する一次史料は，マイクロフィルムされている米国国務省文書

のうちメキシコ漁業問題関連文書（decimal　number　821．628，　Record　Group

8



59）およびラテンアメリカにおける日本の軍事活動にかかわる文書

（894．20210，　RG59），在メキシコ米国大使館文書（Record　Grou早84）のほか，

日本外務省外交資料館が所蔵する「本邦移民関係雑件　墨国の部」

（J／1／2／0／J2－8）および「本邦漁業関係雑件　中南北米沿岸漁業関係」

（E／4／9／0／7－6），米国国立公文書館所蔵の米国内務省森林野生動物管理局文

書（Record　Group　22），米国議会図書館在メキシコ米国大使ジョセフス・ダ

二エルズ文書のほか，フランクリン・D．ローズヴェルト大統領文書館メ

キシコ大統領文書館，メキシコ外務省資料館，カリフォルニア大学ロサンゼ

ルス校ヤング研究図書館スペシャルコレクション，全米日系人博物館に所蔵

される文献である．さらに，サンペドロ歴史協会やサンディエゴ歴史協会図

書館も利用した18．

　　　　　　　　　　　　　　　↓
18マイクロフィルム化されている史料は，国務省関係のDepartment　of　States，　Records　of　the

De　artment　of　State　Relatin　to　Int竺rnal　A飽irs　of　Mexico　1930－1939（Washington，　D。C．：The

Nationa1　Archives，　National　Archives　and　Record　Adrpinistration，1985）；do．，　Confidential　U．S．・

State　De　artment　Central　Files　Mexico：Internal　Affairs　1941－1944（Wilmington，　Del．：Scholarly

Resources，1987），　Records　of　the　De　artment　of　state　Relatin　to　Internal　Aff垣rs　of　Ja　an

1930－1939　（Wilmington，　Del．：Scholarly　Resources，1984）；－
Relatin　to　lnterna1　Affairs　of　Ja　an　1930－1939（Wilmington，　Del．：Scholarly　Resources，1985）で

ある．日本外務省文書は，米国議会図書館がマイクロフィルム化されたものを所蔵し
ている．そのほかの史料所在を示す原文表記は次の通り．National　Archives，　Foreign
Service　Post　Files，　RG　84；Records　of．　th．　e　Office　of　International　Relations，　Technical　Assistance

Files，1911－1962，　US　Fish　and　Wild　Service，　RG22；Josephus　Daniels　Papers，　Library　of

Congress；Harold　Ickes　Papers，　Library　of　Congress；Franl（lin　D．　Roosevelt　Library，　Hyde　ParK

NY；Archivo　General　de　la　Naci6n；Archivo　Hist6rico　de　la　Secretaria　de　Relaciones　EXteriores，

Mexico　City；Japanese　American　Research　Project　Collection　of　material　about　Japanese　in　the

United　States，1893－1977，　the　Charles　E．　Young　Research　Library　Department　of　Special

Collections，　University　of　Californi＆Los　Angeles；Hirasaki　National　Resource　Center，　the

Japanese　American　National　Museumである．また，　Records　of　the　Bureau　of　Foreign　and

Domestic　Commerce　RG151，　Records　of　the　National　Security　Agency，　Intercepted　Messages

between　Japan　and　Its　Diplomatic　Agents，　RG　457も参照した．　San　Pedro　Historical　Society，は，

週2日しか開放されていないが，Sam　Diego　Historical　Societyはオーラル・ヒストリーを

多く所蔵するなど利用しやすくなっている。日本水産の史料は，1998年にこのプロジ
ェクトを始めたときに日本水産総務部に問い合わせをしたが，戦前の史料である上，
戦災で大手町の本社ビルが全焼したこともあって史料は存在しないだろうという返事
であった．しかし，エビ漁業関係の史料は，現在，三島康雄氏が日本水産総務部から
寄贈され，同氏が所蔵している．
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第一章　1930年代のまでの日本・メキシコ関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　第一章の目的は，近代日本とメキシコとの関係を水産関係に注意を払いな

がら概観し，第二章以降の議論に歴史的な文脈を与えることである．近代日

墨関係は，近代日本国家にとって最初の対等条約である1888年の日墨修好

航海条約に始まる．1910年に始まるメキシコ革命にともなう在メキシコ日

本人が受けた損害賠償については，メキシコ革命政府が欧米諸政府に要求し

ていたカルボ条項を1924年に日本側が受け入れ，解決を見ていた19．

　この間の移民関係史を見ると，1892年に著名な「榎本開拓団」がチアパ

スに入植しメキシコ移民の足がかりを築いた20．太平岸においては，1910年

代にエンセナダや低カリフォルニア州に漁業および農業移民として入植し始

めていた21．1917年，日墨両政府は，医者など専門職の移民に移民先での営

業資格を与える日墨医師自由営業協定を結んだ．このため，イワモト・ショ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
ウタロウや都留競，家田耕三など指導的な日系人は薬品医療関係の仕事を行

いながらその地位を築いていった22．しかし，1920年代以降エンセナダな

ど低カリフォルニア州への漁業労働者の流入を除いて，日本からの移民の流

入は少数にとどまった．1937年に在メキシコ日本公使館がアメリカ大使館

に提出した報告によれば，5，314名の日系移民が把握されており，その多く

はメキシコ国籍を取得していた23．　　　　　　　，

　メキシコから日本への人的な交流は少なかったが，水産関係で特筆すべき

ものが1920年代にあった．1926年にホセ・ガルシア・マリチネス（Jos6

19 ﾉ藤敬一編『墨国を語る』　（非売品，昭和31年）41－42頁，井沢『ラテンアメリカの
　日本人』132－136頁．

20 p山幸洋『榎本武揚とメキシコ殖民移住』　（同文館出版，1986年）．

21 mishikawa　Aceves，‘‘La　inmigraci6n　j　aponesa　a　Ensenada”　PP．24－34．

22 坙{人メキシコ移住史編纂委員会『日本人メキシコ移住史』　（1971年）212－30に詳し

　しい．これら指導的在メキシコ日系人のキャリアは，滝叙太郎『親日の新興国メキシ
　コの国情大観一植民七十年史』　（メキシコ新報社，1968年）に見られる．

23　Stewart　to　secretary　of　state，20　July　l　937，　and　Under　Secretary　of　State　Sumner　Welles　to

　President　Franklin　D．　Roosevelt，17April　1937，　894．20210／387．
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Gatcia　Martinez），アルフオンソ・ロマンディア・フェレイラ（Alfbnso

Romandia　Ferreira）が，王子製紙社長も勤めた実業家鈴木梅四郎の後援によ

って東京水産講習所に2年間留学した．彼らは，1930年代に漁業専門官と

して森林狩猟水産局（elDe　a由mentoForestal　deCaza　Pesca）で活躍する24．

さらに，1934年には元大統領アベラルド・ロドリゲス（Abelardo“　Rodriguez）25

が来日して，墨日間の経済関係の強化を図っている26．太平洋を隔てて日本

とメキシコは，漁業技術協力という形で人脈的つながりを1920年代以後に

作り上げていた．

o

メキシコ・米国関係において，日本は第一次世界大戦期に注目された．日

本海軍が低カリフォルニア州マグダレナ湾に基地を設ける協定をメキシコ政

府と結んだという噂が，米国社会に大きな反響を生んだのである．これは，

ヨーロッパにおける大戦から米国の関心をそらすためにドイツ側がしかけた

プロパガンダであった27．しかし，1930年代に入ると，メキシコー日本関係

には，潜在的には常に米国の影が存在するようになる．その理由は，日本帝

国陸軍の引き起こした「満洲事変」とその後の「満洲国」建国であった．

1930年代の初期にメキシコー米国間の対日防衛協力が両国の間で議論され

た．駐メキシコ米国大使であったルーベン・クラーク（Reuben　Clark）は，

メキシコ外相やメキシコ政治に隠然たる影響力持っていたプルタルコ・カジ

エス（Plutarco　Elias　Calles）元大統領と1931年から1932年にかけて，防衛協

24Josephus　Daniels，　U．S．　Anlbassador　to　Mexico，　to　secretary　of　state，6March　1939812．628／486；

　伊藤『墨国を語る』46－47頁．Romandia・Ferreiraの夫人は日本女性であった（工Reuben
　ClarK　Jr．　to　secretary　of　state，22　April　1932，812．628／133）．ガルシア・マリチネスは，

　1930年代後半には漁業局局長になっていた．

25 刹ﾆが盛んになりつつあったソノラ州グアイマス出身のロドリゲスは，メキシコ革命政
　府の権力を握った北部勢力の一翼を担う重要な政治家であり，繊維産業や水産加工業
　を展開する資本家でもあった．1920年代にメキシコ政治を支配していたプルタルコ・
　カジェス元大統領が，オルチス・ルビオ大統領を辞任に追い込んだときに臨時大統領
　として政界の中央に躍り出た人物であった．

26　U．S．　Department　ofNaVy，9January　1936，812．628／301．

27Kun㎞oto，99－126；KatZ，76・80．とりわけカッツは，ドイツ語史料を用いてこの事情を

　詳らかにしている．しかし，現在の歴史家もこれを鵜呑みにしている歴史研究がある．
　たとえばEmilia　Pax，36頁．また当時の研究としてThomas　A．　Bailey，“The　Lodge

　Corollary　to　the　Monroe　Doct血e，”Political　Science　uarterl　48（1933）：220－39；Eugene　Keith

　Cahamberlin，”The　Japanese　Scare　at　Magdalena　Bay”Pacific　Historical　Review（n．d．）：345－59が

　ある．
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力協議を密かに進めていた28．米国連邦捜査局（FBI）や移民局，そして在

メキシコ大使館領事館は，カメラや測量機器を持ってメキシコ北西部を訪

問する日本人を厳しく監視していた．クラ」ク米国大使は，管轄権はメキシ

コ政府にあるとは認めていたものの，測量技術などを持つ大量の日本人技術

者がメキシコ北西部に存在することが，米国の安全保障上の懸念を生んでい

ると指摘した29．1933年米国民主党のローズヴェルトが大統領に就任し，第

一次世界大戦中に海軍次官であった新大統領の上司海軍長官であったジョセ

フス・ダ＝エルズ（Josephus　Daniels）が駐メキシコ大使としてメキシコ市に

派遣された後，この交渉は沙汰止みになった．しかし，米国領事や大使館付

武官らは，この「事実」を思い出し，とりわけメキシコ太平洋岸の漁業活動

に疑いの目を向け続けた．グアイマス駐在米国領事A．F．イェピスは，

「メキシコ西岸に散在している日本人は例外なく故国に忠誠を誓うスパイ以

外の何者でもない」と国務省に報告していた30．

〈

　米国の安全保障にとって重要であったメキシコ北西部とは，低カリフォル

ニア，チワワ，ソノラ及びシナロアの諸州であり，1930年代においてメキ

シコの「フロンティア」と位置づけられていた地域である31．この時期，メ

キシコ沿岸における日本水産資本の参入の可能性は，このメキシコ西岸に限

られていた．1930年代前半，メキシコ市の海産物の日消費量は5トンであり，

この市場に海産物を供給していたメキシコ湾岸ではすでにスペイン移民が近

代的漁業を行い，この水産市場を支配していた．数百のメキシコ漁民がメキ

シコ湾岸のこの産業に依存していた32．これにたいして，メキシコ西岸の漁

28 喆ﾄ戦勃発の場合，米国に対して「友好的な中立」を維持するというのが，カジェスの
　考えであった（Reuben　Clark　to　secretary　of　state，6　February　1932，894．202・12．／3・1・7）．；

29From　Justice　DepartmenちAttomey　Genera1，　William　D．　Mitchell，4December　1931，

894．20212／311；Clark　to　secretary　of　state，6　February　1932，894．20212／317；Robert　E．　Cummings，

　Acting　Military　Attach6　to　the　War　DepartmenL　23　February　1932，894．20212／324．

30A．F．　Yepis，　American　Vice　Consul　at　Guaymas，　to　secretary　of　state，8January　l　936，

　812．628／302．．またある副領事は，メキシコ軍の備蓄を日本海軍のものと誤解している
　（Guy　Ray　to　secreta【y　of　state，7March　l　935，894．20212／336）．

3i　Car1　OrtWin　Sauer，”Portrait　of　Mexico，”　in　John　Leighly　ed．，　Land　and　Life：A　Selection　from　the

　－（Berkeley：University　of　California　Press，1963）．
32 ｬ林直太郎（拓務省嘱託）　「タンピコに於ける日本人漁業，カリフォルニア湾に於ける

　漁業」昭和6年1月24日（E／4／9／0／7・6）．
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　業資源は，利用されているすべてが米国消費市場に向けられていた．このた

　め，拓務省嘱託小林直太郎はメキシコ人漁民との競争もなく，日本進出は彼
∫

　らに漁労技術の習得の機会を与えることが可能であるとした33．メキシコ西

　岸の漁獲物はイワシ，マグロ，エビ，そしてアワビであった．漁獲物のうち

　イワシは，缶詰原料に加えマグロ・カツオー本釣りの撒きえさとして漁獲さ

　れた34，マグロ・カツオは米・墨・日本資本が参加していた．ヴァン・キャ

　ンプ社などの米国資本はカリフォルニア州南部のサンペドロとサンディエゴ

に大規模な缶詰工場を経営していた．また，メキシコ側には3つ水産企業が

存在していた．まず，ベルンステイン兄弟（Luis　Bemstein　Riveroll，　Luis　Q

Fernando　Bernstein）による缶詰工場があった．これにチフアナのカジノ経営

で富を蓄積し，臨時大統領となったときにその地位を利用して参入し，乗っ

取ったというアベラルド・ロドリゲス元大統領の工場があった．

最後のものは，1912年にMK漁業会社を設立して，サンディエゴにおけ

る遠洋マグロ漁業の基礎をつくりあげていた近藤政治によるものであった．

1919年近藤は，日本棉花社長喜多又蔵ら大阪商船，大阪鉄工所，東洋燐寸

などの経営者や株主を出資者として墨国興業組合を組織した．この企業は，

1920年代に順調に経営が進んでいたが，1929年の世界恐慌と缶詰工場の焼

失により撤退を余儀なくされた35．1930年代の半ば，メキシコ資本による近

代的缶詰工業は，元大統領アベラルド・ロドリゲスによるもののみとなり，

33 ｯ上．

34 ｻれまで網漁業が中心であった南カリフォルニアのマグロ・カツオ漁に一本釣り漁法を
　伝えたのはツイダ・モトサケであり，1916年であった（Feland，“California’s　Tuna
　Clipper　Fleeち”5）．また，福野久松はカリフォルニア州政府に招かれてカツオ・マグロ

　漁業の発展に寄与したといわれている（松井『メキシコ風土記』402頁）．

35Estes，“Kondo　Masaharu，”7および『日系移民人名辞典く北米編〉第一巻』，317頁．墨

　国興業組合結成に参加した人物は，Estesによると，　Kondo　Masaharu，　Kita　Matazo，　Taro

　Genzaburo，　Hanta　Riutaro，　Yamada　Bo㎞，　Nango　Saburo，　Nakayama　Setsutaro，　Takeo　Jiemon，

　Hori　Kinj　iro，　Yamaoka　Jutaro，　Yano　Kitaro，　Takikawa　Gisakuであった（Estes，“Kondo

　Masaharu，”19　f　18．南郷三郎，多羅尾源三郎，範多竜太郎，中山節太郎，堀啓次郎，山

　岡順太郎，瀧川儀作は，いずれも大阪商船や大阪鉄工所，日本棉花，東洋燐寸という
　阪神地区の大企業の経営者あるいは大株主であった（麻島昭一「戦前期財閥系損保の
　財閥内取引一三井・三菱・住友の場合」　『専修大学社会科学年報』第38巻（2004
　年）126－127頁h　：／／Nvvtnyv．seng．　hu－u．ac．i／・－offl　009／PDF／asaiima　df）。日本外務省文書では

　近藤篤弘と記されているが，これは1926年に名前を変えたため．
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　　　　　　　　　　　　　　　　t

低カリフォルニア州のサウザルおよびサン・ルカスに缶詰工場を経営し，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　／
産5000缶の生産力を誇っていた36．

●

　　　　　　　　　　　　　　　　1
図1アベラルド・ロドリゲス資本の事業展
　開

〈

L酬這eC：6tetiitl窃1・6加㎡“otod“d騨鋤・dl聯tl頭節d㊨碑ro書oは槌6段葦i

，俗”。砲‘翻・譲涼均｛t“’ng・a’riti－abal㈱）・働B嘉y禽』de’γ耐ぬ端艇醐

；●顕惨llo5恒壊殆”呑artnerleij楠m　thb／’・Un托od　8撤●8’c霧押y脚弱滅鯵細

習：漂認蒜㌶川。eatぬt働鰍ymM6｝vぬ良椥綱mT．
　　　　　　　　　　po｛加篇納po・

出典：”Mexican　lnterests　Expand　Lower　California　Operations”　Pacific

　Fishermen（January，1941），　p．24．

　エビ漁業については，やや詳しく検討したい．漁獲されるエビは2種類あ

った．まず，’一般的にブラウンとよばれる（Panaeus　californensis）は，やや

36 ｼ井『メキシコ風土誌』410頁．ロドリ．ゲスが設立した缶詰工場は，La　lndusrial　de
　Ensenada　S．A．とCia．　peSquera　del　Pacifico，S．A．である。サウザルには，1920年代に建設さ

　れた缶詰労働者が暮らした住宅が残っている．（http：〃www．mapasmexico．netigooglemaps－

　puerto－el－sauzal．html）　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
市場価値が低く，沖合トロール漁業で漁獲された．より市場価値の高いもの

が，一般にブルーとよばれるPanaeus　stylirostrisで，現地漁民によって投網や

鰍を用いて，ヤキ川の河ロや入江で漁獲された37．カリフォルニア州におけ

るエビ水揚げ量は，1920年代に入ると増加に転じ，1926年の150万パウン

ドが1929年には300万パウンドに達し，増減はあるものの1935年には350

万パウンドに達した．ロサンゼルスとサンフランシスコのレストランで極め

て人気があったという38．エビ漁業活動に従事していたのは，メキシコ人漁

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
業組合とパン・アメリカン水産会社（Pan・American・Fisheries・Co．）であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　1

　メキシコ人漁業組合の活動に関する歴史学的研究は少ないために詳細を明

らかにすることはできない．彼らは1930年から漁業組合を組織してメキシ

コ領内で漁業活動を行っていた．1934年には，ロドリゲス大統領からメキ

シコ領内における排他的なエビ漁業権を獲得し，禁輸的な輸出税が設けられ

たときも，1キロあたり50センタボの連邦漁業税相当の補助金を得て，漁業

活動を続けた39．組合の総数はエビ漁業関係が29組合漁民総数2，121名（全　　、

国で67組合，漁民総数は4，188名）であった．漁獲量は，現地で水産技術援

助を一年間行った松井佳一によれば1936年のそれは1，058トン強であった

（日本漁船団の漁獲量は31万1，836トン）40．その漁法は，漁業活動を直接

検分した松井によれば，入り江や潟において丸木舟でエリ網や投網等を使用

するものであった41．　　　　　　　　　　　　　　’

　米国側のエビ漁業者は，サンペドロに根拠を置くパン・アメリカン漁業会

社（Pan・American・Fisheries・Co．）であった．社長は，ダルマチア系のジョン・

37　George　StUar　Leddy，“Catches，　Commerce　and　Crisis：Fisheries，　Government　and　Trade　in　the

　Mexican　port　of　Guaymas，　Sonora”（Ph．D．　diss．：University　of　Californi叫　Berkeley，1995），97．

38　Bureau　of　Marine　Fisheries，“The　Commercial　Fish　Catch　of　Califomia　for　the　Year　1947　With　an

　Historical　Review　1916－1947，”Fish　Bulletin　no．74（State　of　Califomiぴ　Department　of　Natural

　Resources，　Division　of　Fish　and　Game　Bureau　ofMadne　Fisheries，1949），158－162．

39　Powell　to　secretaiy　of　state，17　August　1939，812．628／538．1920年代から30年代のメキシコ

政府のカリフォルニア湾における漁業政策1ま，Leddy，“Catches，　Commerce・and・Crisis，”56－

　61に簡潔にまとめられている．

40 ｼ井佳一「メキシコ国の水産事情」『水産界』671（1938年10月）19・一一・24．松井『メ

　キシコ風土誌』388頁には，1937年の統計が載せられている．

41 ｼ井『」キシコ風土誌』400頁．
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1

ラドス（Jo㎞Rados）で，共同経営者はロ」レンス・ベルグ（Laurence

Berg）であった42．1929年，パン・アメリカン漁業会社は，メキシコ北西部

における漁業活動に関する漁業契約をメキシコ政府と結んだ．この契約は，

次の四点を含んでいた．　（1）メキシコ沖でエビ漁業に従事するアメリカ漁

船乗員の過半数をメキシコ人漁民にしなければならない，　（2）マサトラン

に冷凍施設を設けること，　（3）さらにメキシコ国内市場および米国市場向

けの水産加工品を製造するために缶詰工場も設立すること，　（4）漁獲され

たエビのうちメキシコ国内向けおよび加工用以外のエビを米国市場に輸出し

てもよい，というのがその条件であった．この契約に従って，パン・アメリ

カン漁業会社は，グアイマスに拠点を置く子会社Compafiia　Pescadora

Panamerican＆SA．を設立し，現地漁民にロドルフォ・エリアス・カジェス漁

業組合を組織させ，1930年に低カリフォルニア沖およびカリフォルニア湾

でのエビ漁業を開始した43．10トンクラスの漁船を用いて，1935年3月には

引き網を用いて外洋のエビを漁獲し始めていた44．

　しかし，パン・アメリカン水産会社の操業には二つの問題点があった．ま

ず，メキシコ政府との契約を履行することができなかった．グアイマスの冷

凍倉庫は使用しないまま放置され，缶詰工場も数週間稼動しただけで閉鎖さ

れた45．そのため，1935年秋，メキシコ政府はパン・アメリカン水産会社の

操業を停止させた46．さらに，メキシコ政府との契約に反して漁獲したエビ

や魚類を米国及び日本市場向けにロサンゼルスに送っていた（このうち約

400トンが日本へ再輸出されていた）が，品質上の問題を抱えていた．まず，

パン・アメリカン水産会社は急速冷凍設備を持つ母船を持たず，氷蔵したエ

42 走ｱ省文書では，Pan　American　Fisheries　Co．と記述されているが，　Pacific・Fishermanでは，

　American　Prawn　Co．と記述されている（”New　Marketing　Arrangement　FeatUring　Mexican　l

　pra㎜s，・pacific・Fisherrrian　38，1（January　1940），71）．Jolm・Radosは，1935年サンペドロに

　創立されたJugoslav　Clubのメンバーであった．現在，　Dalmatian－American　Club　of　San

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
43James　C．　Powell，　Jr．，　American　Vice　Consul　at　Guaymas，10　Apri11939，812．628Lowellyn　F／2．

44　An　official　report　prepared　by　the　loca1　Fishing　lnspector　for　the　season　ended　March－Apri1，1935，

　in　Yepis　to　secretary　of　state，14　May　1935，812．628／248．

45James　C．　Powell，　Jr．，　American　Vice　Consul　at　Guaymas，10April　1939，812．628Lowellyn　F／2．

46　A．F．　Yepis，‘‘Japanese　Fishing　Operations，”to　secretary　of　state，23　December　l　935，812．628／295．
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＼

ビをライセンス契約によって鉄道でエビを米国に送らなければならなかった．

これは，エビの鮮度を保ち黒色化を防ぐための絶対条件であうた漁獲直後の

急速冷凍ができなかったことを示唆する47，事実，1935年ll月，ロイド商

会の神戸駐在員は，検査のために開封した12箱のうち11箱の冷凍エビが黒

色化していたのみならず腐敗・発臭していたと報告し，3分の1のエビが新

鮮なうちに「適切に処理され」冷凍されなかったと指摘していた48．つまり，

干しエビはともかく冷凍エビの生産および水産加工業において，アメリカ資

本は市場およびメキシコ政府の要求に応えることができなかつたのである．

　メキシコ革命を経ても良好であった日本・メキシコ関係は，満洲事変以降，

米国の関与が大きくなっていたこそして，メキシコにおける資本集約的な水

産資本の活動ヵミ，カリフォルニア湾および米国・メキシコ国境海域において

急速に発展しつつあったが，カリフォルニア湾におけるエビ漁業が一時的に

頓挫していたことを明らかにした．次章では，このような歴史的な文脈の中

で活動を活発化し始める日系漁民の活動の一端を明らかにする．

47g永武市によると，品質保持のために漁獲直後の処理は，　「大正エビの場合は，極寒の

　船上にて一尾ずつ洗浄し，鉄製容器に水氷して収納する作業が操業時間中，続行され
　るという苛酷なものであったらしい．このような漁獲物管理の徹底化によって，たと
　えばエビの黒変による品質・価値低下を防止することができた」と述べている（『以

　西底曵漁業経営史論』九州大学出版会，1980年，135，138頁）．津田初二・中谷三男
　『船尾トロール入門』　（新生社，昭和56年），199，200，215頁も参照．

48Marine＆General　Surveyor，　F．　H．　Fegen，　Kobe，　Japan，21　November　l　935（Survey　Report＃

　Q16104）in　A．　F．　Yepis，　to　secretary　of　state，8January　1936，812．628／303．パン・アメリカン

　水産会社側も，品質に問題があることを認め，現地マネージャーに厳しい品質検査を
　求めていた（Fred　Lewellyn　of　Los　Angeles　to　Lawrence　Berg，　the　local　American　manager　of

　the　Pan　American　Fisheries，110ctober　1935，　in　Yepis　to　secretary　of　state，160ctober　l　935，

　812．628／283）　．
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第二章　1930年代カリフオルニア沖における日

　　　　　　　　　　　系漁業活動の展開

　本章では，1930年代から1941年かけてロサンゼルス近郊の港町サンペド

ロからメキシコ北西部およびカリフォルニア湾を中心に資本主義的な漁業に

従事していた日系漁民を中心に，漁民の活動の広がりを取り上げる．1930

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
年代後半は，序論で述べた国際関係の緊張，とりわけ，日中全面戦争の始ま

りがもたらす日米関係の緊張と日本・メキシコ関係の変化が重要である．メ

キシコ政府は，漁業技術援助国からファシスト国家のひとつとして日本への

認識を変化させてゆく．他方，日本は中国との全面戦争に踏み込むことによ

って，漁船不足や海外での漁業活動に必要な外貨持ち出しが非常に厳しくな

る．環境史においては，マグロなどを原料とする缶詰や肥料・飼料として魚

の需要が非常に高まった時期であった．同時に，イワシの三大漁場のひとつ

南カリフオルニアにおいてレジーム・チェンジとよばれるほぼ50年周期で

訪れるマイワシの漁獲量がピークとなった時期でもあった49．さらに，ビン

ナガマグロおよびサバの漁獲量もそれぞれ1910年代および1920年代に飛躍

的に伸びた50．

49　Arthur　F．　McEvoY，　The　Fisherman，s　Problem：Ecolo　and　Law　in　the　Calif（）mia　Fisheries　1850一

　ユ2旦Ω（New　York：Cambridge　University　Press，1990）．

50Richard　S．　Croker，“The　California　Mackerel　Fishery，”Fish　Bulletin　no．40（Division　of　Fish　and

Game　of　Califomia　Bureau　of　Commercial　Fisheries，1931），　p．25，61．
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図2　マイワシのレジーム・チェンジ

「台所から地球が見える（2）消えたマイワシの謎」『素敵な

宇宙船地球号』第358回（テレビ朝日2004年ll月14日放

映）から

　本章で取り上げる漁業活動の概略を紹介しておく．まず活動領域は，実際

の漁業活動として，イワシ三大漁場のひとつサンペドロ沖からサンディエゴ，

メキシコ北西部の太平洋岸および良質のエビを産出することで有名なカリフ

オルニア湾である．また，漁船建造や借り入れなどでアメリカ北西部のタコ

マやその対岸のギグ・ハーバーとの経済的関係を持っていた51．

　漁法においては，南カリフォルニアとメキシコ北西部は，さまざまな漁業

技術が交ざり合う場所であった．漁船のサイズは，ターミナル・アイランド

の日系漁民にケンケンと呼ばれていた半トンから数トン程度のジグ・ボート

（Jig　Boat）から80トンから100トンクラスの遠洋漁船．そして600トン以

上のトロール漁船や1　，OOOトンクラスの冷凍運搬船まで存在していた．漁法

においてもメキシコ人の行う小規模な地引網漁，カツオ漁業でよく知られて

いる一本釣り，地中海式の引き網，漁船二隻を用いて行う以西底曳網，1艘

で底曳網を引くもの，そして音響測探装置や氷点下20度の急速冷凍設備

51 剔D賃貸に関する交渉文書は，次の史料に見られる．Akahori　Family　Papers，　Box　18，

　Young　Research　Library，　UCLA．
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太平洋を越えて東京や下関，戸畑と直接通信できる短波無線などを備えた大

型トロール漁船よる底曳網漁が同時に行われていた．さらに，明治期に日本

が導入し，富士宮にある静岡県立水産試験場で開発されたニジマス養殖技術

も，メキシコ政府への水産技術援助に関連していた．次にあげる図表は，そ

の多様性の一端を示すものである．

図3Jig　Boat

熊’串：

　　　　　　　　　　　　　　　　託・蕊
　　　ヤー・・．．．…

　　　　　　灘　　　籟難璽鐘蓮麹

FIO．20．　人　typlcnl　SlLn　Pcdro　mackerel　」tg　bont，33　tect　lonに，
　　　1｝hotograP！）　1》》’工亀uthor・Junuury捨　1931，

出典：Croker，　‘’Thc　California　Mackcrel　Fisher＞，，”p．45．

　　図4湊丸

、

時
　　㍉ビ

，

搭輪皇⊇i，

出典：不詳　模型が東京海洋大学海洋科学部附属水産資料館に

　所蔵されている．

20



’

図5　以西底曳網漁法

戟後の以西手■0θのぬ貝・浪法図

出典：小林茂夫『「海のバタ屋」の記録一自分史からの下関根

　拠・以西手繰船の戦後歴史の一断面』（自由工房，1994年）

　45頁

　　図6　メキシコ人漁民の投網漁業

　　　　　　　　　　　　・t：tsr．　t’t’・・：：”一’叩　・”；・

　　　　　　メキシコの漁師たちは投網（とあみ）を使って

　　　　　t一ぽをとるそのヰも餓買いとった

出典：日本水産『日本水産50年史』312頁
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　南カリフォルニアおよびメキシコ北西部における日系漁業活動は，当初か

ら市場での販売を目指す資本主義的な性格を持ち，漁業技術革新を積極的に

受け入れていった．1900年までにカリフォルニアでは，水深12フィートよ

り浅い場所でのアワビ漁が禁止されたため中国系漁民はアワビ漁ができなく

なった．かわって，日系漁民が，圧搾空気を用いた潜水具を使った漁法を初

めてアメリカに導入してアワビ漁を始めた．場所は，サンペドロ半島南端の

ホワイト・ポイントと呼ばれる地域で，タツミ・コベイをはじめとするこの

ような漁民たちが，サンペドロ地域の日系漁民コミュニティの基礎を作った

といえる．その後，動力船の導入や第一次世界大戦にともなう需要の増加も

あってカリフオルニアの漁業は急速に発展してゆく52．

　メキシコ北西部の漁業活動は，メキシコ人による漁業の場合，エビ漁業の

場合，丸木舟と小規模な網を用いたものであり，市場へのアクセスがないた“

めに自給用であった．しかし，日系移民による潜水具を用いた近海のアワビ

採取漁が20世紀初頭に始まる．その先駆者として，茨城県日立会瀬出身の

潜水夫関菊松と富田伊勢松がいた53．さらに，サンディエゴに拠点を置く近

藤政治のメキシコ水産会社に参加した鈴木玉之助が，エンセナダに半農半漁

のコミュニティを建設し，農業部門として墨国兄弟社を結成した．漁業部門

として同郷者450名を集めて在墨国茨城海外協会をサンディエゴで結成する

と，マグロ遠洋漁業が飛躍的に発展し始めた．この背景には，サンディエゴ

に根拠地を置き，ここの缶詰会社からの資本提供を受けたことがある．100

トンクラスの漁船を三隻（大洋丸・飛雲丸・進取丸）を建造するが，これら

は表1で示すサンディエゴ港における日本人所有の三隻の遠洋漁船に該当す

るとおもわれる54．1929年2月に在ロスアンゼルス領事がおこなった報告で

は，邦人漁業者数は，エンセナダ50名，タートル湾及びサン・ルカスに約

52 ^ツミ・コベイらの活動は，TThe　Los　Angeles　Maritime　Museumに展示されている．

53
坙{人メキシコ移民史編纂委員会『日本人メキシコ移民史』184－185頁．

54 髢ﾘ『メキシコに於ける海陸共存の殖民』6，21－30，52－53頁．また，1920年代後半

　から米国との戦争勃発にともなう強制移住までの低カリフォルニア州の日系移民の活
　動を手際よくまとめたものとして，渡部登「メキシコ太平洋岸における海陸共存の日
　本人移住者」日本人メキシコ移民史編纂委員会『日本人メキシコ移民史』183－199頁
　がある．
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120名，合計170名であり，期間により30～40名の増減があった55．また，

1931年に，濱ロ加次郎をはじめとする和歌山県漁民の35名が一人1000円を

　　　　　　　　　　　）
出資して「和歌山県海外出漁組合」を作り，メキシコ北西部太平洋岸での漁

業活動を試みるなど，日本漁民とカリフォルニア沖との深い関係を示唆する

ような活動が見られる56．　　　　　　　　　　　　　1

　エンセナダを拠点とする在墨国茨城海外協会の成功の背景には，この地域

が資本集約的な漁業活動の場所として注目を集めていたことがある一n早くは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71910年代に高碕辰之助がカリフォルニア湾の視察を行って，漁業資源の豊

富なことを日本で喧伝された57．1920年代後半にはいるとメキシコ人資本家

アベラルド・ロドリゲスやベルステイン兄弟による水産会社が設立された．

また，ほぼ同じころ近藤政治がサンディエゴを拠点として行った遠洋マグロ

漁業を興した58．そして，1930年代前半なると，共同漁業（後の日本水産，一・

ニッスイ）と林兼商店（後の大洋漁業，マルハ）による大型冷凍運搬船を中

心とする母船形式の漁業活動が始まる．

　次に，漁場について簡単に触れる．イワシやカツオ，マグロが漁獲される

この地域の太平洋側は，栄養分に富んだ海洋深層水が湧き上がる地域として

著名である・またエビが漁獲されるカリフォルニア湾には，ヤキ川や大河コ

ロラド川が流入し，ソノラ・シナロア・ナヤリット3州の入り江がエビの繁

殖地となっている．

55「墨国低加州に於ける邦人漁業状況調査」在ロサンゼルス領事水澤考策発外相田中義一

　宛，昭和4年2月18日（E／4／9／0／7－6）．この数字は，漁業従事者総数において，渡部

　「メキシコ太平洋岸における海陸共存の日本人移住者」が提示する数字とほぼ一致す
　る．

56ｬ林直太郎「和歌山県海外出漁組合の墨国漁業に関する件」堀公使発幣原外相宛，昭和
　6年11月23日　（E／4／9／0／7－6）．彼らは，グアイマスで漁業に従事するも，極度の不況

　と資金不足，新労働法との齪齪で解散を余儀なくされ，マンサニージョやエンセナダ
　で分散就労した（南洋水産協會，海洋漁業振興協會，水政會［編］『海外漁業事情』南洋水

　産協会，1937年，513頁）．

57ｺ啓助『明治大正水産回顧録』　（東京水産新聞社，昭和7年）326頁．メキシコからの

　帰国後，高碕は，東洋製缶株式会社の支配人となる（岡本『近代漁業発達史』305頁）．

58　Jos6　Addn　Chairez，　Historia　de　la　Pesca　del　AtUn　en　Mexico，42－43；Estes，“Kondo　Masaharu．”
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図7　カリフすルニア湾のエビ漁場
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　　　　　　出典：Leddy，“Catches，　Commerce　and　Crisis，”91．

　最後に，この地域で活動した人間集団を検討する．対象とする人間集団は，

4つある．まず，（1）サンペドロや対岸のロングビーチ近くにあるターミ

ナル・アイランドの日系漁民，次に，　（2）やや大型の漁船で遠洋漁業を行

う南カリフォルニアおよびメキシコ在住の漁民　（3）少数ながらメキシコ

において漁業関連の仕事にメキシコ現地と日本漁業資本の間のリエゾンとし

て関係した日系人，そして（4）冷凍船と大型トロール船を中心として船団

を組んで資本集約的漁業を行う日本資本である．

　まず，サンペドロやその近郊のターミナル・アイランド、そしてサンディ

エゴを拠点ζして日系漁民についてである．カワサキの先駆的な研究による

と，サンペドロ地域における日系漁民の活動は，1901年から1903年まで続

いたアワビ漁に始まり，1906年にハマシタ等日本で漁業経験のある漁民た

ちが漁業をこの地域で初めて開始した．翌1907年の春には数名のイタリア
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系漁民が網漁業で参加し，5～10馬力のガソリン・エンジンを使用する小

型船（Ken・Ken・boats）でイワシを獲るために漁網を使用し，ロサンゼルスのサ

ンタモニカ市場で販売したり、鉄道（the・Union・Salt・Lake・Line）を使って他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？’L’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
都市に販売したりし始めた．さらに対岸の無人のラトルスネーク島（のちに

ターミナル・アイランドに改称）に移住し，同年夏には，漁民の数が600名

にまで増加した．その四分の一は和歌山県太地出身の漁民150名だったとい

う59．

　1900年代は，資本集約的な大缶詰会社が成立する時期であった．サンペー

ドロ地域では，サザン・フィッシュ・キャナリー社（the　Southem　Fish

Ca皿ery　Company），ヴァン・キャンプ社（the　Van　Camp　Fish　Camery

Company），ジャパニーズ・フィッシュ・キャナリー社（The　Japanese　Fish

Cannery　Company）が相次いで設立され，漁民たちはビンナガマグロをこれ

らの缶詰会社におさめた．漁船の規模もやや大型化し，15馬力のガソリ

ン・エンジンを搭載するものが支配的となった．1910年代に入ると漁船の

エンジンは35馬力から45馬力まで強化され，漁業域もサンペドロ湾の近海

から北はサンタバーバラ，南はサンディエゴまで拡大した60．

　1920年代に入ると，ターミナル・アイランドの人ロはさらに増加する．

漁業者集団としては，イースト・ロサンゼルスの大火で焼け出された漁民と

北カリフォルニアのモンテレイから移住してきた漁民がいた．彼らは，「来

国式」の漁法を身につけていたという．もう一つのグループは，農民であっ

た．1913年に制定された「カリフォルニア州外国人土地法」は，1920年に

より厳しく修正されて，帰化権のない移民は借地もできなくなるばかりか，

子供名義の土地購入も不可能になった．このため農業に見切りをつけた移民

たちが，漁業に参入したのであった．1924年にはいると，漁獲物には，ビ

ンナガに加えてサバ，カツオ，クロマグロが加わり，ガソリン・エンジンに

代わって重油を用いるディーゼル・エンジンが使用され始めると漁船の大型

5g　K紐i、hi　K。w、、aki，・・Th，　J卿，、e　C。mmunity。f　East　S釦P繊T、rmi。。I　I、城C。lif。r、i、，”

　（M．A．　Thesis，　University　of　Southern　Calif（）mia，1931），　p．31・43．

601bid．，　p．44－46．
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「

化が一挙に進み（500馬力の出力を持つものも現れた），漁場はメキシコ沖

まで拡大し，事業規模も20名程度が資金を出し合って大型船を建造すると

いうシステムに大きく変貌した．そのため，1920年代後半に入ると，新た

な移入家族数が年間10程度までに一挙に減少した61．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cr

　ターミナル・アイランダーの老人たちからの聞き取りに基づけば，3つの

グループが存在しでいた．出身地別に見れば三重県や和歌山県のグループと

静岡県のグループ，そして1930年代の不況の中で最後のよりどころとして

ターミナル・アイランドに転がり込んできた失業者たちであった．和歌山・

三重グループは，二人乗りのJig　Boatを用いてロサンゼルス市を含むローカ

ルな市場向けの漁業を行っていた．このような漁業活動には第三グループで

ある元失業者も参加していた．　　　　　　　、　／

　これに対して静岡グループは，大きな漁船でメキシコ沖までマグロ類を漁

獲する漁業を行っていた62．赤堀最によると1920年代のマグロ漁業は小型船

によるものであったが，27年ころから極端な不漁に陥り，1928年末から大

型漁船が建造され始めた．そのありようは，　「恰も自動車や川蒸気が人力車

の職を奪ったと同じよう」であった，日本人漁民が所有する大型漁船は，ヴ

ァン・キャンプ社などの大缶詰会社からの融資を受けて建造された63．

6i　lbid．，　p．52－57．　「下院議員ドックワイラーの言説に関連し当地方邦人漁夫概況報告の

　件」在ロスアンゼルス領事堀公一発在米特命全権大使齋藤博宛，昭和10・年2月15日も，
　「邦人漁夫の多くは本来よりの漁夫は甚少数にして当地方漁業興隆時代に他の労働よ
　り転業せるか或は農業其の他の事業又は労働に失敗して同郷知人の漁夫を頼りて其儘．
　漁夫となりたる者多し」と報告している．

622003年1月12日Terminal　lslanders’　New　Year　Partyにおける，元島民からの聞き取り．

　清水および焼津を根拠に，静岡県の漁民は，カツオー本釣り漁業を，明治41年には八
　丈島付近，大正初期にはスミス島や鳥島，太平洋戦争前夜には小笠原諸島やサイパン
　島まで拡大していた（山口和雄『日本漁業史』東京大学出版会，1957年，151－152
　頁）．ターミナル島民への聞き取り調査の記録（Terminal　Island　Life　History　Proj　ect）は，

　次のサイトで閲覧することができる．
　http：／／content．cdlib．org／xtfifview？docld＝kt367n993t＆query・＝O＆brand＝calisphere

63
ﾔ堀最「日米鮪会商決裂の真因を検討して日本水産貿易業者に訴ふ（二）」Akahori
　Family　Papers，　Box　26　f（）1der　12，　the　Japanese　American　Research　Pr（）j　ect　Collection　of　Material

　about　Japanese　in　the　United　States，1893・1985，　Special　Collections，　Young　Research　Library，

　UCLA　（この論文は同タイトルで，『水産界』622（1934年9月）34－40頁で出版され
　ている）．
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　漁業規模と出身地域との重なり具合は，漁船所有者tその出身地の重なり

具合を詳しく見なければならないが，現在わかっている1940年当時の漁船

保有のあり方から，ターミナル・アイランドの日系漁民は二つのグループ，

つまりメキシコ沖までマグ白を追って遠洋漁業を行うもφと近海において缶

詰工場のためにイワシを取ったり，釣竿でローカルな市場向けに漁業を行っ

たりするグループに分けられるのではないか．1940年10月から41年10月

までの日系漁民が操業に従事する漁船保有の状態は次の通りであった64．

　漁船数は86隻総トン数1588トン，一世336名，二世143名，　「白人」11

名であった．このうち，21トンから69トンの底引き漁船は，36隻で総トン

数が1448トン，乗組員は一世が227名，二世が128名，　「白人」が11名で

ある．6トンから13トンの一本釣り漁船は10隻で総トン数は77トン，乗組

員は一世が17名，二世が9名で，白人はいない．0．5トンから4トン半のジ

グ・ボート（Jig　Boat）は，40隻で総トン数は60トン，一世の乗員は42名，

二世は6名，白人はいなかったが，フィリピン系が一人いた．

　地先漁業に従事していたと見られる漁船群のうち，漁船所有者に注目して

みると，21－69トンクラスの漁船の所有者のなかで日系が所有するものは5

隻のみで，他はターミナル・アイランドのヴァン・キャンプ社などの南カリ

フオルニアにある缶詰会社やシアトルやギグ・ハーバー，エヴェレットなど

ワシントン州の企業や個人が所有者となっていた．漁網の所有者や船長，漁

労長は日系がほとんどを占めていた．これらの漁船には船長・漁労長のほか

に11名程度が乗り組む．これに対して4から5名が乗り組む6トンから13

トンクラスの漁船では，所有者・船長・漁労長とも日系が占めていた．そし

て2名程度が乗り組むジグ・ボートの所有者はすべて日系であった．サンペ

ドロ近辺では，このジグ・ボートの数の多さが，サンディエゴと対比して特

徴的である．漁船数の約50パーセントを占めるジグ・ボートは，地先漁業

に従事する漁船であった．

〈

64　Japanese　Fishing　Boats　and　Fishermen（0句ect　Name：Records；ID　Number：94．141．1；Location：

　22．C．1　Box　8）National　Museum　of　Japanese　American，　Los　A血geles．
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　14名程度が乗り組む100トンクラスの遠洋マグロ漁船がざ隻あったが，こ

のうち1隻が日系漁民の所有で他はすべて缶詰会社の所有であった．乗組員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Jのうち一世は32名，・二世は9名，残りは「白人」という構成になっていた．

また別の資料（1937年3月の在サンフランシスコ領事の報告）によれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N－）「邦人」所有の漁船1ま次のようなっている65．

表1　1937年の日系漁民所有漁船

サンペードロ港 船名 機関馬力 噸約 構造 長さ尺 速力 乗組員数

遠洋漁業船 500～200
〔

サンルカス 150 木造 120 9浬内外 約12名

アサマ　　　　　　ノ 120 木造 105

コロムブス 120 木造 107

シパンゴ 100 木造 9し

ウェスタンエンタープライズ 100 木造 86

近海漁業船

約20隻 70～250 30～60トン 木造 80呪以下 9浬 10名内外

約10隻 40～50 12，3トン 木造 80呪以下 内外 4，5名

外に一人乗りサンパン40隻

サンディエゴ港
⊇

遠洋漁業船 大洋 300 100 木造 113 8浬 15

〔 フライングクラウド 360 100 木造 108 8浬 13

エンタープライズ 200 50 木造 96 10浬 11

アラート 270 92 木造 96 10浬 12

にの他米国缶詰会社より傭船

ヘストン 250 100 木造 120 8～10浬 14

バスコダガマ　　’ 200 50 木造 85 8～10浬 13名

近海漁業船

約5隻 60～40 不明 5，6名

65「外国二於ケル排日関係雑件米国ノ部漁業法関係」在桑港総領事盛崎観三発外務大臣佐
　藤尚武，昭和12年3月19日（Collection　of　a　ers　from　the　Ja　anese　Minis　of　Forei

Affairs　dealin　with　Ja　anese　emi　ation　into　the　United　States　and　other　countries，　reel　9，　Young

Research　Library，　UCLA）
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　二つの資料において船名が重ならないものがあるなど不整合な点があるが，

遠洋漁業船は，缶詰会社かワシントン州の個人所有の漁船を借り受けていた

ように思われる．このクラスでは，漁業労働者としてあるものは船長や漁労

長などの専門的な労働者として∵そして一般漁船員として漁業に従事してい

たと思われる．その他の近海漁業船およびジグ・ボー＼トを所有し，漁業活動

を行っていた．　　　／

　サンディエゴでは，近海漁業向けの漁船が少なく，日系漁民の活動が遠洋

漁業に特化していたことがうかがわれる．それに対し，サンペドロ近郊のタ

ーミナル・アイランドでは，40隻のジグ・ボートが登録されており，ロサ

ンゼルスの消費市場を背景に零細漁民の活動が活発であったようである．さ

らに，カワサキの研究が示すように，1920年代の前半には多くの農民が移

住して漁業に参入し，1930年代の不況期には失業者も漁業に参入したよう

に思われる．1920年代後半に始まる漁船の大型化によって多数の漁業未経

験者が漁業に参入することが困難になり，漁民の階層化が進んだ一方，漁業

未経験者が地先漁業を続ける余地は，開かれていたといえよう．かれらは，

桜井勝徳が明治中期から1940年代末までの日本における漁業移住のパター

ンとどれほど一致するのであろうか．桜井は，北海道や長崎岩手県の漁業

根拠地を調査して，移住以前に地先漁業が発達していた地域では，沖合釣縄

漁業の熟練者か底曳網漁業のような漂泊的漁業をおこなう漁業者か，潜水採

貝従事者に限られていたとする．他方，北海道のように沿岸資源が豊富で地

先漁業が存在していない場所では，漁業に必ずしも熟練した移住者ではなく

とも漁業に参加できとしている66．農業従事者や失業者の参入が多くみられ

たサンペドロ周辺は，「北海道型」と言えるだろう．

　メキシコにおいて漁業に携わっている人々も，1920年代後半から遠洋漁

業に特化する第2グループへと変化していった．漁民の数は，在メキシコ日

系人5000余名のうち合計170名であった．そのうちエンセナダに50名，タ

ートル湾及びサン・ルカスに約120名がいた．また，期間により30～40名

66 �苡沒ｿ「出漁と漁業移民」柳田國男編『海村の研究』

　－113頁．

（国書刊行会，昭和24年）104
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の増減があったという67．さらに，近藤政治のメキシコ水産会社の日本人漁

夫200名がエンセナダに居住していたという．米国の移民制限のためで，出

漁時にサンディエゴからきた漁船にエンセナダから乗船し，帰港の際には米

国移民局の取り計らいで次回出漁まで船内または会社倉庫の宿泊室での居住

と市内での買い物が許されていた68．エンセナダのマニアデロ入植地の漁業

活動を遠洋漁業に特化していった．入植地の中心的な人物であった鈴木玉之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
助は南カリフォルニアの米国水産資本の漁業者として活動した理由を説明す

る．

強大な合衆国の資本で多年築き上げてきた太平洋岸の水産業は如何

に優秀な漁携的技術を有するとは云へこれを一朝に我等の手中に収

むると云ふ事は到底出来得ぬことであり，只我等は米国の大資本家

によって築き上げられたこの有利事業を利用して最も優秀な漁携者

としての日本人の手腕を発揮することが最も賢明な策である……69

低カリフォルニア州在住者は，メキシコ系資本の缶詰・魚粉工場で熟練労

働者として働いたり，アワビの潜水漁法に従事したりして，この地域の水産

業に不可欠な労働力を構成していた．このことは，太平洋戦争勃発時に日系

移民がメキシコ太平洋岸から内陸部へ強制移住させられたとき，メキシコ系

缶詰工場が操業危機に陥り，南カリフォルニアからポルトガル系，ノルウェ

ー系およびデンマーク系の移民労働者を導入にして急場をしのこうとしたこ

67「墨国低加州に於ける邦人漁業状況調査」在ロサンゼルス領事水澤考策発外相田中義一
　宛，昭和4年2月18日（E／4／9／0／7－6）．

68 坙{人メキシコ移住史編纂委員会『日本人メキシコ移住史』196頁．

69髢ﾘ『『メキシコに於ける海陸共存の殖民』5頁．漁業に従事した移民者の中には，第
　一グループにとどまって者もいるようである．『日本人メキシコ移住史』の座談会に

　　　「メキシコ太平洋岸の奥地のメキシカリ方面では綿花栽培その他の関連事業で　は，

　仲々成功している日本人が多かったと思うが，エンセナダ方面ではマニアデロ植民地
　入植者以外海の方は前述の通り未だ定住する者が少ないこと，漁場を点々としている
　者が多かったので所謂漁師気質といえようか，儲かればその気分で使うというメキシ

　コ人と略々同じようなところもあったため白系米国人のような睡力な地盤は持てなか
　った…」という指摘がある（198頁）．
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と，また戦後すぐに潜水アワビ漁ができる収容者の西部への帰還を認めるよ

うメキシコ政府がアメリカ国務省に要請していたことから分かる70．

　第3のグループとして，直接漁業に従事するのではなく，ブローカーとし

てメキシコ資本と共同したり，後に述べるような日本資本に協力したりする

日系移民も存在していた．その代表的な人物は，日本水産の「参謀」と在マ

サトラン駐在大谷彌七領事が呼んだ家田耕三である71．彼はナボホア在住の

医者であるとともに日墨合同絹織物株式会社を設立したり，経済的・政治的

指導者として活動したりした典型的人物であった．米国側にもロングビーチ

在住φ柴田信という日系アメリカ人が三井物産と組んでカリフオルニア湾に

おけるエビ漁業への参入を図るが，これは成功を見ることはなかった72．

　第4のグループとして，日本漁業資本が存在する．彼らは決してディアス

ポラではないが，家田耕三のような移民の活動を考えるときには欠くことの

できない存在である．後述するように，日系メキシコ人から見れば，日本漁

業資本はまずもって金儲けの機会であった．それと同時に，自分たちの師弟

に近代的な漁法を学ばせ，着実な生活を歩ませる手段としても構想された．

このような期待を抱かせる日系漁業資本の進出には，二つの契機があった．

　ひとつは，日本水産市場における冷凍エビ需要の急増である．とりわけメ
　　　　　　　　　ご
キシコのカリフォルニア産のエビは，大阪方面で，湊丸にちなんで「湊エ

ビ」と呼ばれ，寿司種用の高級品として珍重された．そして，第二次世界大

戦後，メキシコ産エビは1960年代半ばまで輸入エビの筆頭であった．しか

し，需要増の原因と具体的な価格変動については，具体的な資料がまだ見つ

からず，日本外務省文書で「近年我国に於ける冷凍蝦の需要旺盛なる為」と

7°G・・ald・A・　M・kma　Am・ri・an・C・n・・1・t・Tij・an・，　L・w・・C・lif・r・ia・t・・ec・et・ry。f、t。t，，10

　December　1941，812．628／744　and　14　May　1942，812．628／768；George　Messersmith，　American

　Ambassador　to　Mexico　City，　to　secretary　of　state，5April　1946，812．504／4－546．

71「蝦競売入札の経過に関し報告の件」大谷彌七（マサトラン領事）発広田外相宛昭和9

　年9月18日．

72 ﾄ田信の事業が1933年に破産したという記録は，次の史料を参照に見られる．Akahori
　Family　Papkers，　Box　18　folder　1，　Young　Research　Library．
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記述されるのみある73．冷凍エビが非常に大きな収益をもたらす可能性を持

っていたことは，共同漁業（のちに日本産業に吸収されて日本水産となる）

が当時の最新鋭大型．トロール漁船湊丸や最大級の冷凍運搬船駿河丸を投入し

たことからもうかがえる．＼ iこれらの漁船の装備表を大洋漁業の元漁船員に

見せたところ，1960年代前半の漁船の間違いと述べていた74．）さらに，日

本水産市場において共同漁業と競っていた林兼商店が，外務省や海軍の反対

を無視して，朝鮮総督府から出漁許可を獲得してまで，カリフォルニア湾に

出漁したことからもうかがえる．

　第二の契機は，メキシコのラサロ・カルデナス大統領がメキシコ民衆の栄

養状態を改善する方策として漁業資源に注目し，漁獲の拡大やニジマスの養

殖，そしてメキシコ市における大規模冷凍施設の建設に関心を持っていたこ

とである．既述レたように，メキシコ政府は1920年代に東京水産講習所に

留学生を送って日本水産界との関係を持っていたが，1934年カルデナスが

大統領になると森林狩猟漁業局を大統領直属の機関とし，その長官（t「メキ

シコ環境保全運動の父」と呼ばれるミグエル・ケベド（Miguel　A．　Quevedo）

を任命した．ケベドは日本の水産技術を信頼して日本からの漁業専門家を招

鴫することを求め，その一環としてカリフォルニア湾エビ漁業に関心を持っ

ていた共同漁業が，近代的なトロール漁法のデモンストレーションを行うた

めにメキシコに招かれた．このような契機が，日系メキシコ人に，従来のア

ワビ漁業とは異なる形での漁業活動への参加の道を開いたと言える．しかし，

この空間は，次章以降に展開するように，日中全面戦争の勃発で徐々に狭め

られてゆくだろう．

　これら4つのグループの相互関係は，まだこれから明らかにされる必要が

ある．少なくとも第3グループのカリフォルニア湾沿いの指導的日系メキシ

コ人と第4グループの日本資本とのつながりは深いものがあった．また，日

系メキシコ人がトラックなどでカリフォルニア湾やエンセナダの水産物をト

73「墨西嵜国及中米各国水産事業報告」昭和11年10月24日有田外相より井沢代理公使
　宛（E／4／9／0／7・6）．

74マルハ下関支社における大洋漁業トロール漁船元乗務員からの聞き取り（1999年7月
　19日）．
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！ラックで運んで米国領内で販売していたことは，カリフォルニア湾で活動し

　　　　　　　　　　　　　　　へ
ていた米国系漁業会社パン・アメリカン漁業会社が在ヤバロス米国公使に送

っていた調査資料からうかがわれる．近藤政治の事業や市場および漁場の近

接性からして，サンディエゴと低カリフォルニア州の第2グループ内部で密

接な交流があったと想像される．また，第1グループと第2グループは，サ

ンペドロ地域の場合，居住地が同じで，緊密なコミュニティを形成していた．

しかしながら，第1・第2グループとメキシコ在住の第3グループとの関係

は・現在の研究段階では・その在り方を示す史料は見つかっていない．ロン

グビーチに居住し，三井物産などの日本資本と関係を持ちながらカリフォル

ニア湾のエビ漁業に参入しようとした柴田信と，家田耕三や犬飼徳十郎との

関係はあるのだろうか．第1・第2グループと第4グループとの関係は，お

そらく深い関係がなかったように思われる，例えば年配の元ターミナル・ア

イランド島民は，海軍練習艦「八雲」の寄港はよく覚えているが，共同漁業

（日本水産）や林兼商店などの漁船については記憶していない．加えて，第

1・第2グループは，米国資本とのつながりが強かったこと，中規模・小規

模の漁業者はロサンゼルスという巨大な都市市場へのアクセスを持っており，

市場を日本資本に依存する必要がなかったからだろうと，筆者は推測してい

る．

　次に漁業技術論的な問題を取り上げる．この問題は，移民たちの持つ社会

資本の問題と関連する．小農経営には，都市市場の需要に対応しながら多様

な商品作物を栽培する能力が必要であったことが，日本における農地改革の

成功を語るときに強調される75．水産業においても，漁船員であっても独立

した漁業者であっても漁業は，大型化すればするほど資本と熟練が必要とさ

れるリスクの大きな産業である．また，寿司種用のエビの冷凍作業に顕著で

あるが，収穫後の保存も重要な作業である．このようなことを考えるとき，

カリフォルニア近辺に移住した漁業移民の出身地において彼らがどのような

社会資本を蓄積していたのか，　（出身地は和歌山・三重・静岡・長崎・千

75 ｽとえば，岩本純明・暉峻衆三「農地改革一地主制の終焉と自作農体制」袖井林二郎・
　竹前栄治編『戦後日本の原点一占領史の現在下』　（悠思社，1992年）61－126頁が代表
　的である．
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葉・茨城・石川・岩手県に及んでいる），米国においてそれぞれの社会資本

をどのように日系移民同士のみならずクロアチア系・ギリシャ系・イタリア

系・ポルトガル系，ノルウェー系，デンマーク系移民と共有したのか，研究

課題は多く残されている76．さらに出身地域での移住過程に遡れば，漁業技

術が，例えば日本のような国民国家においても，きわめて限定的な場所で蓄

積されたものが，江戸時代および明治期以降に伝播していったことを，桜井

は指摘している77．このような技術が，人の移動（労働力としての，資本と

しての）どのようにして，米国メキシコ国境海域に蓄積されていったのかを

明らかにする必要があろう．たとえば，日本からの漁民が伝えた生き餌を撒

き竹竿を用いるカツオ・マグロの一本釣りは，従来のシチリアなどの地中海

で行われていた網漁業とともに幅広く採用された78．図8に見られるように，

ヨーロッパ系漁業移民もこの漁法を積極的に取り入れ，大型マグロを漁獲す

るために，竹竿を二本または三本使用する方法も採用していた79．網を使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
する漁獲では，密集したマグロがぶつかり合うために魚体内部に傷が入って，

缶詰用として価値が下がるためであった．そして，僥りに強い北日本で産出

される特殊な竹が，好まれていたという80．

76Croker，“The斑ifbmia　Mackerel　Industly”が，日系およびイタリア系漁民によるサバ延縄

　漁および巻き網漁業の分析を行っている．　　　　　　／

77 �艨u出漁と漁業移民」346－47頁．

78
Vチリアでもマッタンツァ（ma伽nzza）という伝統的定置網漁業も変容を遂げている
　（N田（衛星第二放送「地球に好奇心　海の闘牛一マッタンツァ　～シチリア・マグロ
　漁師の誇り～」2003年7月26日放映）．

79この方法は，静岡県の漁民たちが昭和4年ころから，二本竿によるビンナガマグロ漁業

　を行っていた（山ロ『日本漁業史』190頁）．また，房総半島の布良・白浜で発達し，

　大正3年に日本農商務省が特別奨励金を設けて，まず千葉県で奨励し始めた延縄漁業
　も導入されたカ㌔これはサメによる食害が大きすぎるために失敗した（同上書，183，
　187頁およびEstes，“Kondo　Masaharu，”p．10）．さらに，宮城県および岩手県で発達した

　大謀網漁業も導入されたが，地元漁民の反対で禁止された（山ロ『日本漁業史』191頁
　およびEstes，“Kondo　Masaharu，”10）．

8°“A・Trib・t・t・Tun・and・th・M・n　wh・O・・9・Fi・h・d・Th・m・fr・m也・RackS・（Mi、h。，I　F。wlk，，

　Production，　n．d．）；Estes，“Kondo　Masaharu，”10）．
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図8南カリフォルニァおけるマグロー本
　釣り
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　　　　　　出典：H．C．　Godsil，’‘The　High　Scas　Tuna　Fisher｝・of　Califo　rnia，”E辿

　　　　　　　Bulletin　No，51，（Division　of　Fish　and　Game　of　Califbrnia　Bureau　of

　　　　　　　Marine　Fisheries，】938），32

　これらの漁法が，決していわゆる伝統的なものではなく，竹竿を用いた一

本釣りも近藤政治らが導入を試みたマグロ延縄・大謀網漁業も，そして漁船

そのものも，近代日本列島の水産業で革新されていく最新の技術が次々と導

入されていった，水産事業を推進した指導者たちは，日本およびアメリカ合

衆国で最先端の水産教育などを受けていたという人的資源の豊かさも忘れる

ことはできない81．市場面では，米国および日本の水産市場にアクセスでき

たこと，資本面で米国大水産資本および日本の財閥系資本との関係が深かっ

たこと，そして技術面では出身国に進んだ漁業技術が存在してそれらを導入

Bl 髢ﾘ玉之助は，大津水産講習所に在学したのち，東京水産講習所では同製造所で技師と

　して働きt大北水産会社で働いていた．渡米後は，新たに設置されたワシントン大学
　の水産学のコースにも在学していた（日本人メキシコ移住史編纂委員会『日本人メキ
　シコ移住史』187－188頁）．家田耕三は，金沢医科専門学校に在学していた．
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できt｛こと，これらの条件が，第2グループが米国メキシコ海域で比較優位

少なくとも同等の立場を他の漁業移民集団に対して確保できた理由であった．

　また，メキシコの移民指導者からなる第3グループは，後述するように技

術面・資本面において優位に立つ日本水産資本と結びつくことによって，メ

キシコ現地漁民はもとより，メキシコ水産資本，さらには米国水産資本にた

いして優越した立場にあった．日本政府は，水産業においては米国政府より

も大きな影響力をメキシコ政府にたいして与えていた．そして，日本資本と

米国資本の競合関係においては，メキシコ政府やメキシコ現地漁民への働き

かけや連絡役という役割を通じて，日本水産資本のメキシコ沖進出にとって

不可欠な働きを果たした．これら日本側の活動は，松井ら水産顧問の受け入

れや留学生派遣などに示されるように，生活水準の向上と漁業近代化を志向

するメキシコ政府に好意的に受け入れられた．このような条件が，日系移民

が漁業活動に参加する活動の空間を広げていたといえよう．

　国民意識の面では，「帰化不能」とされた日系漁民と対比して，イタリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ系，スラブ系，ポルトガル系漁民は帰化可能な「白人＝アメリカ人」とされ

ているが，実際の帰化率はかなり低く，カリフォルニア州で商業漁業を許可

された漁民のうちイタリア系は1268名中557名（米国生まれ6名），スラ

ブ系は690名中118名（米国生まれ6名），ポルトガル系は236名中151名

（米国生まれ2名）が「外国人」の身分であった（日系漁民は，750名中米

国生まれが100名を占める）82．「アメリカ人になること」は，ヨーロッパ

系漁業移民者の間でも希薄であったのであろうか．

　日系移民にとって，人種差別を行うアメリカに対する批判と「祖国日本」

の優れた水産技術とがアイデンティティの基礎となっていた．第2グループ

のうち米国側に活動の拠点を持つ漁業者は，帰化不能とするアメリカ社会に

批判的であり，　「白人」漁業者を対等のあるいは本国日本の漁業技術を自ら

82S・m・・1　J・H・m・，・’Calif・mia’C・un・il・n・Ori・nt・I　R・1・ti・n，・A　B・i・f　P・e・enti・g　C，rt、i。・Fact，

　Offered　in　Opposition　to　Assembly　Bills　754　and　2653　Entitled‘An　act　to　amend　section　9900f

the　Fish　and　Game　Code，　relation　to　commercial　fishing　licenses’”in在サンフランシスコ総領

　事塩崎観三発外務大臣佐藤尚武，昭和12年3月19日（本邦移民関係雑件　墨国の部
　J／1／2／0／J2・・8）　．
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身につけたことを根拠に劣等な競争者として見ていた．それに対し，メキシ

コ側にいた移民漁業者は，人種差別を行うアメリカ合衆国と対比してメキシ

コが「親日」であることを強調しつつ，やはり本国の漁業技術の水準を根拠

に，メキシコ人一般に対して指導者としての意識を持っていた．

）

　このような国家をめぐるアイデンティティ形成の一方で，「海を越える」

という意識については不明のまま残されている．1930年に「組合員は平等

の権利と義務とを有する理想に燃え意気天を突」いてメキシコに渡った濱ロ

加次郎たち「和歌山県海外出漁組合」の出発の経緯が手がかりになるかもし

れない．’ �qしたように愛媛県八幡浜市の打瀬舟が太平洋を横断してカリフ

ォルニアに到達していた話は有名になっているが，1930年代にはいって，

このように大資本や国家権力の後ろ盾を持たずに太平洋を越えた漁民たちの

海に対する意識はいまだに十分解明されていない．現在，日本史研究におい

て稲作農業中心主義が見直され，山村における多様な生業のありようが明ら

かにされてきた83．漁民という呼称をやめて漁労のみならず回船問屋など海

に関連した多様な生業に従事していた「海民」という概念を用いることで，

この地域の移民の姿がより見えてくるのだろうか．あるいは，「海洋民族思

想」の影響のもとでの帝国的な越境なのだろうか84．これらの点は今後の課

題として，第三章で，第3グループの存在が大きな役割を果たす1930年代

後半のカリフォルニア湾における日本漁業資本の活動を詳しく見ていく．

83このような成果として，山村の生業に焦点をあてた白水智『知られざる日本一山村の語

　る歴史世界』　（NHKブックス，2005年）が特筆される．

84 C洋民族思想や南進論に関する研究を踏まえる移民研究一移民先が米国・カナダのみな
　らず「純然たる日本拡大に資すべき」地とされたメキシコのいずれであろうが一が必

　要であろう（広瀬玲子「国粋主義者の移民論・植民論覚え書き」『歴史評論特集近代
　日本の「移民」を問いなおす』513（1993年1月）39頁．
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lth－　弟二早 日本水産資本のメキシコ進出

d

　移民漁業者の活動が展開していたメキシコ北西岸に参入する日本水産資本

について，まず，その成長過程を簡単に触れておきたい．参入企業は，山ロ

県下関に拠点を置く林兼商会（のちの大洋漁業，現在はマルハ）と福岡県戸

畑に拠点を置く共同漁業（後の日本水産株式会社）であった．両社は，20

世紀初頭の日本水産業の資本主義的発展を代表する会社であった．両社の歴

史にそくして水産業の発展を，技術と資本の蓄積を概観しておく．

　1930年代の前半に，母船形式で漁業活動を行なう日本水産業の技術レベ

ルは，世界最高水準に達していた．まず，1928年に共同漁業が氷点下20度

の船内凍結設備を持った世界最新鋭の大型ディーゼル・トロール漁船釧路丸

（991ヘトン）を就航させた．同社は，大阪鉄工所で建造された湊丸（664ト

ン）を1934年に就航させた85．これら最新鋭のディーゼル・トロール漁船が，

1，000トンクラスの冷凍運搬船とともに80トンクラスの小型漁船を従えてメ

キシコ沖に1935年12月に登場するのである．また，林兼商店も，急速冷凍

設備を備えた播州丸を就航させて，同じくメキシコ沖に1936年に登場する．

共同漁業は，すでに，1920年代後半に南シナ海に進出し台湾やシンガポー

ルに拠点を置いた沖合トロール漁業の経験をつんでいた．林兼商店も1935

年に南シナ海トロール漁業に参入していた86．

85
ｩ丸の仕様は次の通り．第三種漁船、昭和9年12月進水、大阪鉄工所製造、664トン、
　排水量空荷（769トン）満載（1，133トン）、冷凍室容量総容量62立方メートル、純容

　量39立方メートル、乗員収容力40名、航続距離20，160浬（80日）、冷却機アンモニ
　ア式弐台、冷凍能力60トン、冷凍装置タンク式2台、冷凍能カー日12トン，無線電信

　2台、真空管式、長波1kw短波1kw、通達能力長波400キロ以上短波不定、方向探
　知器テレフンケン式、音響測探機ヘンリe・一一ヒューズ自記式一台（共同漁業「墨西寄国

　及中米各国水産事業報告」有田外務大臣発井沢実公使宛，昭和11年10月24日
　E／4／9／0／7已6）　．

86
ｪ本『日本漁業通史』180・181頁および日本水産『日本水産50年史』313頁．このよう
　な遠洋漁業への進出の背景には，まず，トロール漁業が乱獲と二隻曳手繰船の出現で
　以西漁場から追われたこと，そして二隻曳の以西手繰船も東シナ海における過当競争

　で南シナ海に進出を余議なくされたことがあった（小林『「海のバタ屋」』16－18
　頁）．
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L

　　　　表2　1938年日本水産のメキシコ派遣漁船

瓢鞭6。鷺謙一一一t・’邦人乗㌶
湊丸　　i　66421’汽船トロール　　　　　　　　　　　　　　　35

曇藍一…1；1：；幾㌫：二莞tt－　・　一一・11　・ll

能肥痴　1　80．44一艘曳機船曳網及び二艘曳機船底曳網！　　　11
久美丸　　　　80．44一艘曳機船曳網及び二艘曳機船底曳網’　　　　11
芳寿丸…i’” @tt　8δ講’二蝋曵機船箆網笈び三艘曳機船底曳網t’”　　t”t　11

慶祥丸　　’　　80．44一艘曳機船曳網及び二艘曳機船底曳網．　　　　11

富士丸　i　80・37一艘曳機船曳網及び三艘曳機船底曳網・　　　13

高貴丸　i　80．37一艘曳機船曳網及び二艘曳機船底曳網t　　＼　11

累竃｝認：1；：灘船塁鑑：纏塁灘塁魏i　：

大安丸　　　　86．93一艘曳機船底曳網　　　　　　　　　、　　　　12

合計　　；　3319．92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　237

　　出典：墨国太平洋岸に於ける邦人蝦漁業に関する件」越田公

’　使発有田八郎外相宛，昭和14年3月21日（E／4／9／0／7・6）’

図9　日水「遠洋」トロール漁業の活動海
　域（東シナ海および南シナ海）

x＝壊卿トロー』鹸嚢θ頚繁

…㌢

n

～

出典：桑田『国司浩助氏論叢』300頁

　日本水産資本によるメキシコ進出は，1930年代の前半にいくつかの失敗

を経験した後に本格化した．まず，1931年から32年にかけて，カリフォル
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ニアのロングビーチ在住の柴田信が，三井物産と提携して，メキシコ人漁夫

を雇用して資本集約的なエビ漁業を行おうとした．しかし，メキシコ人漁夫

が安定した漁獲を確保できなかったために失敗に終わった87．1934年には，

三つの利権がメキシコ北西部における漁業活動に参加した．まず，柴田がア

メーリカ人銀行家グリフィンとメキシコ人資本家ベルンステイン兄弟，および

シナロア州議員タリバとともに，メキシコ人漁民による漁業協同組合をシナ

ロア州に組織して，沿岸で漁獲されるエビのすべてを支配する事業を行おう

とした．二番目のグループは，日本の共同漁業であった．その代表者高橋千

里は，1933年12月，メキシコ政府に対して，家田耕三およびアウレリア

ノ・アナヤ（Aurelliano　A．　Anaya）とともに漁業許可を求める申請を提出し，

シナロア州トポロバンポの漁業協同組合と契約を結んだ．共同漁業は，60

万円の資本金でもってメキシコの水産会社を立ち上げ，1934年10月に，一

日5トンの冷凍能力を持つ500トンの仙台丸を中心に，実際の漁獲活動を行

う計画を立てていた．メキシコ外務省も在横浜メキシコ領事に宛てて，共同

漁業に「便宜」を与えるに指示を出していた88．三番目のグループが，林兼

商店であった．日墨協会会長であった小林武麿の紹介によってメキシコ水産

局に働きかけを行なった．加えて現地代表であった大西正夫は1934年9月

にペン・アメリカン水産会社と接触し，沖合で生エビを買い付けてこれを冷

凍して直接市場に輸送しようとしていたのである89．

　これらの日本水産資本のカリフォルニア湾への進出に大きな役割を果たし

のが，在メキシコ日系人の持つメキシコ人実業家やアメリカ合衆国に持って

いたコネクションであった．まず，メキシコ市民権を持っていた家田耕三は，

愛知県中島郡千代田村（現稲沢市）に生まれ，金沢医科専門学校を卒業した

後に渡米し，大正2年4月にメキシコに入国後医師として蓄財すると共に，

87 謔Q章脚注72参照．

88
Aナヤ（水産物生産供給株式会社）発共同漁業株式会社宛「墨国漁業企業調査計画」，

　昭和9年8月8日，および在マサトラン領事大谷彌七発外務大臣広甲弘毅宛，1934年1
　月5日および9月18日；メキシコ外務省発在横浜メキシコ領事館宛，1933年11月26
　日　（E／4／9／0／7・6）　．

89 蜥J彌七（マサトラン領事）発広田外務大臣宛「蝦競売入札の経過に関し報告の件」昭
　和9年9月18日；Guy　W．　Ray，　American　Vice　Consul，　Guaymas，　to　secretary　of　state，10

　September　l　934，812．628／233および24　November　1934，812．628／242．
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ソノラ州議会議員であったアウレリア・アナヤとともに絹織物工場を建設し

た．しかし，大恐慌の不況の中で1932年にその工場を閉鎖せざるを得なく

なっていたgo．外務省は，現地日本領事は家田のことを共同漁業の「参謀

格」と評していた．また，彼はソノラ州連合日本人会の常任幹事であるとと

もに，現地メキシコ人の日系移民への好感は，彼の「嘉落外向的手腕」よる

と日本外務省は評価していた91．

　もう一人は，犬飼徳十郎であった．彼は，一九二五年ソノラ州エスペラン

サにおいて製氷所と発電所をアナヤと共に設立した一方，林兼商店の進出の

際には「至大の応援」を行ない，奥田久七と尾花伴吉とともに，日本水産に

比して資本規模三分の一の林兼商店の操業を成功に導いた人物であった．ま’

た，漁業技術を習得のためにヤバロス港の漁業組合に二世の子弟を参加させ

た92．

　次にあげる二名の詳細はまだ不明であるが，静岡県安倍郡三保村出身でロ

ングビーチ在住の日系移民柴田信は，米国やメキシコの水産資本や三井物産

との間で活動していた．また，1913年には渡米し，カリフォルニア州政府

に雇われ，同地のマグロ漁業のパイオニアであった福野久松は，共同漁業側

と組んでカリフォルニア湾における漁業活動に参加していた93．

go ﾆ田のもとで働いた佐伯勝によると，　「群馬県の桐生から織物織機二十台，織物職人一

　人，職工一人，機械鍛冶一人，女工二人を連れてきて」設立されたが，倒産のときに
　は，積み立てられていた月額30ペソの給料は，一銭も支払われなかったという（佐伯
　勝「「『五重塔』五十基の模型完成を目指して一メキシコ在住六十七年の九十翁の回
　想」『めいしん』オフセット版メキシコ市，1996年，97，99－100頁）．

91 O務省亜米利加局『「メキシコ」國「ソノラ」，　「シナロア」両州視察報告書』48「49
　頁．

92 齒桝ｾ郎『親日の新興国メキシコ国情大観』315－18頁および越田公使「墨国太平洋岸に

　於ける邦人蝦漁業に関する件」有田八郎外相宛，昭和14年3月21日（E／4／9／0／7－6）．

93 ﾄ田信について，　『日系移民人名辞典く北米編〉第一巻』　（日本図書センター，1993

　年，54頁）によれば，静岡県安倍郡三保村出身で，1890（明治23）年1月に生まれ，

　1907（明治40）年4月に渡米ののち，ソルトレークで学び，1914年ころにウィミング
　トンに定住したという。底本である『在米日本人人名辞典』が発刊された1922年の時
　点で，東洋水産会社を経営していた。1937年12月にメキシコ沖で建網漁業に乗り出す
　ために，日本から技術者および漁夫を雇い入れようとした（『水産界』663（1938年2
’月，75頁）．福野については，松井『メキシコ風土誌』402頁を参照．福野は京都府水

　産講習所を卒業した後，近藤に招かれて1914年に低カリフォルニア州のアワビ漁場調
　査を行なっている（Adan　Chairez，　Historia　de　la　Pesca　de1　At6n　en　M6xico，　p．87）．
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図10　アウレルアノ・アナヤと日水幹部

昭和12年　来日したメキシコのアナヤ氏（メキシコ事業の現地協力者）を招いて一一加列
左から白洲次郎　福野久松　国司浩助　アナヤ　［ll’t・1啓三　蓑田静夫　㌧：体刊C馬　後狛

左3人日からノ†村末吉　増ハ1ス六郎　植木憲吉　II互村有作　増井進　桑田1蛋・曾i月覗男

　　　　　　出典：日本水産『1ヨ水50年史』312頁

　当初の日本資本のメキシコ進出は，日本資本同士および日米資本の間の競

争で始まり，メキシコ政府の反対で失敗に終わった．1934年にカリフオル

ニア湾漁業に参加を試みた三つの日本資本のうち，在メキシコ日本公使は，

共同漁業に生エビを，柴田・ベルンステイン派に乾燥エビを扱わせることで

妥協させた，しかし，このような日本資本のカリフオルニア湾進出について

カジェスらメキシコ人政治エリートは，日米対立の場合を懸念し，1934年8

月，ロドリゲス大統領が実質上エビの輸出禁止をもたらす輸出税を設定した

ため，共同漁業および柴田組のエビ漁獲事業は頓挫してしまった94．

94 蜥J領事発広田外相宛1934年】月5日及び10月4日（E／4／9／0〃－6）
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　しかし，1934年12月にラサロ・カルデナスがメキシコ大統領に就任する

と，カリフォルニア湾における日本資本の進出に大きな変化がおきる．政治

的には，有力者カジェスの選択で大統領となったカルデナスは，1935年，

カジェスをメキシコ政治から追放することに成功する95．経済政策において

は，メキシコの経済的独立を追及するとともにメキシコ人民が経済的独立の

ために近代的な科学技術を習得することを必要であると宣言した96．水産政

策においては，森林狩猟水産局を農務省から独立させて大統領直轄としたう

え，メキシコの「森林保全運動の父」と呼ばれたミグエル・ケベド（Miguel

Angel　de　Quevedo）をその長官に任命したうえ，水産技師を日本から招璃す

るように指示した．1935年6月中旬ケベド局長は堀義貴公使を訪問してその

人i選について斡旋を依頼した97．松井佳一と山下利得は，1936年3月にメキ

シコに到着する．彼らの活動を，後述の共同漁業による水産資源調査とあわ

せて論じたい．

　カルデナスが大統領に選出された直後，農務大臣フランシスコ・S．エリ

アス（Francisco　S．　Elias）がアナヤに，メキシコ北西岸の測深を含む科学的調

査をともなった漁業コンセッションを与えた．このコンセッションには，メ

キシコ北西岸の測深を含む科学的資源調査を行なうことが含まれていた98．

95Sugiyam亀‘‘Reluctant　Neighbors，”39．

96 Jルデナス政権の経済政策は，一般に民族主義的と形容され，この概念に基づいて具体
　的な政策が説明されることが多い．しかし，近年の研究では，民族主義的経済政策の
　象徴とされる英米石油資本の国有化が，きわめて状況的な決定であったことが明らか
　にされている．また，カルデナス改革は，民族主義的色彩を帯びながらも，外国為替
　の変動に敏感であったように対米関係を軸に国際経済の枠内で活動していた．改革の

　ためには外貨が必要であり，改革の実務的側面を担ったのが，財務大臣エデュアル
　ド・スアレス（Eduardo　Suarez）を中心としたテクニコと呼ばれる経済官僚であった
　（Sugiyam4“Reluctant　Neighbors，”39－40）．スアレスのカルデナス経済発展政策への見

　解は，Femando　Benite乙Entrevistas　con　un　solo　tema：Lazaro　Cardenas（M6Xico，　D．F：UNAM，

　1979），20を見よ．

97 O務省亜米利加局『外務省執務報告第一巻昭和11年』　（クレス出版，1994年）111頁，
　Roger　Tyler，　Jr．，　American　Vice　Consu1，”MeXico’s　Conservation　Program，1’23　May　1938，

　812．6171／25．カルデナスの漁業政策の簡潔な要約として，Gloria　Hernandez　Fujigaki，　La

　Pesca　a仕aves　de　los　infb㎜es　residenciales　1825－1986（M6xico，　D．F．：Secretaria　de　Pesceg

　1987）32－－35がある．

98 _約のそのほかの内容は，契約期間は15年間であること，6万ペソ以上の投資を行う
　こと，グアイマスサトランに第一の缶詰工場を，バルデラス湾に第二の缶詰工場を建
　設すること，そして契約終了後，すべての漁業関連資産はメキシコに返還される，等
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〈

共同漁業は，高橋千里と高橋清一を派遣し，アナヤおよび家田とともに，農

務勧業省，大蔵省，逓信省，交通土木省などへの運動を行なっていたのであ

る99．この契約によって共同漁業は，1935年に湊丸を派遣して試験的な漁業

活動を行なうことを決定した100。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　堀義貴在メキシコ日本公使は，共同漁業がメキシコ沖エビ漁場を独占でき

るように便宜を図ろうとしていた．その理由は，林兼商店がメキシコ沖に進

出するおそれがあったからである．林兼商店は，収益率の高い日本のエビ消

費市場が共同漁業に独占されることを恐れ，パン・アメリカン水産会社に再
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　
び接触していた101．堀公使は，日本の二つの漁業会社がメキシコ近海で競争

しあうことを心配し，共同漁業の現地責任者福野久松に対して，メキシコと

の共同出資企業を設立してメキシコエビ漁業を独占すべきだと示唆した．こ

のために，堀公使自身がメキシコ・日本共同エビ漁業会社設立のための草案

を作成し，日本外務省も公使の私的なイニシアチブという条件でこの動きを

認めた102．

　カルデナス大統領との晩餐に招かれた堀公使は，謁見の機会を利用して，

共同漁業による試験操業，水産技師の派遣などを提案した．カルデナスはメ

キシコ・日本共同漁業会社の設立に非常な好意を示し，外務大臣（Eduardo

Hay）に対して共同漁業との交渉を始めるように指示した．カルデナスの大

統領が日本資本に望んでいたことは，　（一）缶詰工場を設立すること，

　であった（「共同漁業会社漁業権獲得二関スル件」大谷領事発広田外務大臣宛昭和10
　年2月4日E／4／9／0／7－6）．

99 ､同漁業株式会社「墨西寄及中米各国水産事業報告」有田外相発井沢代理公使，昭和
　11年10月24日（E／4／9／0／7－6）．

100 ｺ和10年2月26共同漁業株式会社取締役社長田村啓三発堀公使宛（E／4／9／0／7－6）．

　1934年に建造されたディーゼル船湊丸は，664トン，90日間の連続航行が可能で，マ
　イナス20度での日9トンの急速冷凍能力を持ち，エビで270トン，マグロで300トン
　の積載が可能な新鋭船であった．また，音響測深機を装備していた．ロサンゼルス・
　タイムズは，湊丸を申心とする共同漁業株式会社の漁船団を「遠洋漁業ために開発さ
　れちデザインを利用する上で世界のリーダー」だと論評した（Los　Angeles　Times，　March

　19，1936）．

101Yepis　to　secretary　of　state，15　January　1936，812．628／305．

102 x公使発広田外務大臣宛，昭和ll年2月19日および広田外相発堀公使宛，昭和11年
　3月22日（E／4／9／0／7－6）．
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（二）魚肥生産のためにフィッシュ・ミールエ場を設立すること103，　（三）

近代的な漁業技術をメキシコ人漁民に習得させることであった104．メキシコ

政府は，同様の漁業開発援助への要請を，1930年に米国側にも出していた

が，米国人専門家の交通費や個人的経費をメキシコ政府が負担するように要

求されたため，米国からの援助を受けることを断念していた105．

　共同漁業が派遣した漁船団は，中米沖における試験漁業の後に，1936年8

月，マサトラン港に到着した．1936年の活動は，科学的調査に集中したも

のだった．松井・山下の水産技術援助および共同漁業の水産資源調査活動が

米国政府による技術援助政策を促したものであるので，やや詳しく述べたい．

　四つある活動のうち最初のものは，漁業専門家松井佳一および山下利得両

名による水産技術援助であった．1936年3月にメキシコに入国した両名は，

松井は1938年3月まで，山下はメキシコ政府の要請を受けて滞在予定を延

長して1939年までメキシコに滞在した106．かれらは，メキシコで三つのプ

ロジェクトを実行に移した．第一に，松井の提案を受けて，カルデナスはパ

スカロ湖畔に臨湖実験所と温水性養魚試験場を設立した．さらに，ニジマス

養殖施設としてアルモロヤ川とミグエル・イダルゴ・イ・コスチジア国立公

園に建設した．また，計画では，クエルナバカ近くのチャプルテペック湧水

103 Jルデナス大統領は，農業生産力を引き上げるために化学肥料の輸入にも積極的であ
　った（Joseph　Cotter，“Befbre　the　Green　Revolution：Agricultural　Science　Policy　in　Mexico，

　1920－1940”（Ph．D．　diss．，　University　of　Californi亀　Sarita　Barbar41994），203，211－12，246　n　144）．

104 x公使発広田外務大臣宛，昭和11年3月25日及び26日（E／4／9／0／7－6）．この会談に
対する米国大使館側の反応は，R．　Henry　Norweb　to　Under　Secretary　of　State　Sumner　Welles，

　30April　1936，812．628／339にみられる．カルデナス大統領は，日本との漁業協定に反対

　する側近に対して，米国の誤解を受けかねない懸念と米国との近接性もあって，日本
　との正式な漁業協定を抑えると述べた．

105Manuel　C．　Tellez，　Mexican　Ambassador　to　United　States，　to　Secreta【y　of　State　Henry　L．　Stimson，

27December　1930，812．628／104　and　Secretary　of　Commerce　to　Secretary　of　State，17　January

　l931，812．628／106）．

106 ｼ井博士は，この功績によりカルデナス大統領から直接感謝状と金時計を渡された
　（松井『メキシコ風土誌』ロ絵）．
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群とミチョアカン州のクパチトジオ川にニジマス養殖場を建設することにな

った107．　　　　　　　　　L 〆

　第二のプロジェクトとして，ケベドから「白紙委任」を受けて，松井はメ

キシコで最初の近代的な水産講習所である森林水産狩猟講習所（lnstitUo　de

Ensefianza　y　de　lnvestigaciones　Forestale9　y　de　Caza　y　Pesca）を，メキシコ市郊外

のコヨカンに設立した．講師は山下が担当し，25名の学生が入学した．松

井は，さらにチャプルテペック植物園の設立する際にケベドを助け，アカプ

ルコやベラクルスに水族館を建設する計画を立てた108．

　　カルデナスにとってより重要であったのは，1935年に完成したが使用さ

一れないままであったメキシコ市のアベラルド・ロドリゲス市場を活性化する

　ことであpた．これが，第三のプロジェクトであった．このマーケットは，

　冷蔵庫をもつ140の水産物小売業者が入っていたが，彼らに必要な冷凍設備

　が備わっていなかった．カルデナスと松井は，日本の水産会社に大規模な冷

　凍施設を設置させると同時に，国有鉄道の安い運賃を利用し，中間業者を排

　除することによって，廉価な水産物をメキシコ市市民に供給しようと考えた

　のである．しかし，1938年3月の石油国有化の結果生じた経済的困難のため

　に，この計画は実現されないまま放置された109．

107 ｯ上書418・22頁．この事業に関連して，富士養鱒場型の魚止装置機（フィッシュ・ス
　トップ・スクリーン）がメキシコに輸出された、日本製では初めての海外輸出であっ
　た（『水産界』665（1938年4月）71頁．

108 ｺ和11年6月12日松井佳一発岩本千代馬（共同漁業株式会社）　（E／4／9／0／7－6），松井

　『メキシコ風土誌』425－27頁およびPierre　de　L．　Boal，　to　secretary　of　state，24　May　1937，

　812．628／392；Stewart　to　secretary　of　state，27　July　1937，894．20210／388．

lo9 ｼ井『メキシコ風土誌』425－27頁．このとき，日水は漁獲物の試験販売を行っている．

　国司浩助が主張していた「ミッショナリーウォーク」を実践したのであろう（桑田透
　一一編『国司浩助氏論叢』　（昭和14年）110－－113頁．同時期，日本水産は日本国内でも

　大規模な冷凍水産物の流通経路の実現を図っていた（高宇「『水産工業』戦略の展開
　（中）日本食糧工業の場合」　『立教経済学研究』61巻2号（2007年）151－179頁）．
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　二つ目の活動は，カリフォルニア湾およびタンピコ沖メキシコ湾における

トロール漁業のデモンストレーションであった110．1937年，湊丸がカリフ

ォルニア湾で漁場調査を行なう一方，タンピコ沖のメキシコ湾においては新

たに就航した箕面丸を使用し，8万ドル相当の魚網を犠牲にして，タンピコ

周辺海域ではトロール漁業が不可能であることを明らかにした111．この調査

で採集・冷凍した生物を用いて，共同漁業は，「英語で記述され…一，メキ

シコでそれまで得られることのなかったメキシコの魚類情報を載せた……美

しく印刷された図鑑」を出版した112．

　　　　　　　〕

　三つ目の活動は，日本における水産業をメキシコ人に紹介することであっ

た．水産局調査官アンヘル・ディアス・ボノラを代表とし，タンピコやクリ

ァカン，シナロア，トルツガス湾の漁業組合代表者が，1937年7月横浜に上

陸し日水代表国司浩助に面会，さらに東京水産講習所や東京帝大三崎臨海実

験所を見学したほか，水産商品の保存，輸送，販売方法など見学，さらに日

本魚網船具会社（現ニチモウ株式会社），日水小田原研究所，中禅寺湖にお

けるニジマス養殖場ほか，造船関係では湊丸を建造した大阪鉄工所などを見

学して，一ヶ月の滞日を終えて湊丸で帰国した113．加えて，日本の国際学友

会（現独立行政法人日本学生支援機構）の招致学生として2名を，日本側の

経費負担で養殖研究のため水産講習所に留学させた114．

110この調査の成果は，次の報告で見ることができる．“lnforme　de　1as　exploraciones　de

　character　cientifico　y　technico・comerciales，　desarrolladas　por　los　buques　pesqueros　j　aponeses

　Minato　Maru，　Minowa　Maru　y　Sapporo　Malu，　en　las　agues　jurisdiccionales　de　Mexico　y　en　las

　eXtraterritoriales　frente　a　nuestras　costas，”Boletin　del　De　artamento　Forestal　de　Caza　Pesc聾

　aiio　3，　num　8（Septiembre－Nobiembre　1937），153－173；Manuel　G．　Camiro，”Exploraciones

　tec㎞ico－comercialeS　de　pesca　realizadas　en　l　937”迦L　aiio　3，　num．9（diciembre　1937－febrero

　1938），71－85．

111Daniels　to　secretary　of　state，6　March　1939　812．628／486．

112　Daniels　to　Duggan，14　January　l　938，812．628／422．この図鑑は，　Tosio　Kumad叫ed．廻

　fishes　of　the　Pacific　coast　ofMexico（Odawara：Nissan　Fisheries　Institute，1937）である．

113A．　Diaz　Bonola　t，Viaje　de　estudio　de　pescadores　mexicanos　por　el　Japan，”Boletin　del

　D皇p旦一a五〇3，num　9σ）iciembre　de　l　937－Febrero　1938），107－
　110．

114 ｼ井『メキシコ風土誌』428頁．1939年になるとメキシコ政府側は，米国への留学を
　希望するようになっていたように思われる（Charles　Jackson　to　Harold　Ickes，　l　July　1939，

　in　Ellis　O．　Briggs　to　Laurence　Duggan，　l　July　1939，812．628／530）．
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　最後のものが漁業活動そのものである．共同漁業は漁業活動においても積

極に活動した．1936－－37年の漁獲シーズンは，大型トロール漁船湊丸と箕

面丸（472トン）を派遣し，37－38年には，大型トロール漁船札幌丸（400

トン），仙台丸（472トン）および湊丸と，80トンクラスの五隻のトロール

漁船そして冷凍エビの運搬船として長光丸（1，807トン）を派遣した．38

－39年には，長光丸にかわって991トンの冷凍運搬船駿河丸を派遣した．日

水は本社からの送金に頼らず，現地の漁獲を米国市場に送るなどして収益を

あげはじめた．堀に替わる日本公使越田佐一郎が着任すると，カルデナス大

統領は，墨日共同漁業会社の設立に対する賛同を繰りかえした115．

表3　1937年6月～1938年6月漁期の日本
　水産によるエビ漁獲実績

1937　6月～1938　6月刀… 1938　11月～1939　2月　　　源、

日　　ロ1、冗
迫ﾊ（トン）

1，607 73％ 316 38％

”国・1ナ、冗
迫ﾊ（トン）

597　incl．172　tons
盾?@raw　shrimp）

27％ 512incl．96　tons　of　raw　shrimp 62％

出典：「墨国太平洋岸に於ける邦人蝦漁業に関する件」越田公
　使発有田八郎外相宛，昭和14年3月21日（E／4／9／0／7－6）

　1937年末までの米国側は，日本側の水産技術援助と漁業活動に対する対

応は，民間資本のもの除いて緩慢なものだった．パン・アメリカン水産会社

は，カリフォルニア湾での操業を一時的に停止せざるを得なくなった．日水

の操業が，自分たちのものよりも効率的であることを，次のように認めてい

た．

115z田公使発佐藤外務大臣宛，昭和12年5月13日（E／4／9／0／7－6）および「墨国事業に関

　する説明書供閲の件」日本水産トロール部発外務省亜米利加局第二課長渋沢信一宛，
　昭和14年8月24日（E／4／9／0／7・6）．出漁漁船名および船員の名称について，松井『メ

　キシコ風土誌』429－32頁が詳しい．
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もし日本漁船が，カリフォルニア湾でエビを漁獲し冷凍して世界市場

に輸出することが許可されれば，彼らが日本にエビを輸送するコスト

は，われわれがグアイヤマス港にエビを送るコストよりも低くなるだ

ろう．われわれの漁獲したエビが日本市場に到達するには二ヶ月近く

かかる……．日本市場にエビをきるための彼らのコストは，われわれ

がロサンゼルスにエビを送るコストの半分以下である．そのうえに，

われわれはそれからエビを冷凍し箱詰めしなければならないのである
116

　1937－38年シーズン，パン・アメリカン水産会社は，三台の船内急速冷
　　　　　1
凍設備を持つ鉄鋼トロール漁船テオドール・フォス（Theodore　Foss）を導入

して操業を再開し，サンペドロに冷凍能力15トンの冷凍設備を完成させた．

しかし，フランチャイズ契約によってサザン・パシフィック鉄道を経由して

漁獲物を米国市場に送り続ける必要があったため，日水のように運搬船です

べての冷凍エビを直接米国市場に送ることができなかった117．

米国政府も日本の漁業進出を懸念していた．1934年，米国陸軍情報部は

日本の外交暗号の解読に成功し情報を国務省側に送り続け，メキシコにおけ

る日本側の活動の流れを追っていた118．在メキシコ米国領事の多くは，日本

資本の進出に国務省が介入すべきだと主張していた119．しかし，在メキシコ

米国大使館は，　「完壁な調査」を行なった結果，領事たちが報告する漁業活

動に伴うスパイ活動や軍事活動を示す証拠は一切ないと結論を出し120，国務

省もこのような提案を却下し続けた．国務省メキシコ担当課のレポートは，

日本の漁業活動について，　「過去三年間の国務省の記録をレビューした結果，

116Fred　Lewellyn　to　Lawrence　Berg，16December　1935，　in　Yepis　to　secretary　of　state，23　December

　1935，812．628／295；Lewellyn　to　Lawrence　Berg，21　December　l　935，　in　Yepis，　to　secretary　of

　state，31　December　1935，812．628／299．こののちも，同社代表は，領事に日系漁業の活動

　を報告し続ける．例えば，Letter　of　Lawrence　Berg　to　Yepis，11　Janu征y　1938，　in　Yepis　to

　secretary　of　state，18January　l　938，812．628／415．

ll7　Charles　C．　Gidney　to　secretary　of　state，70ctober　1937，812．628／410；“New　Marketing

Arrangement　Featu㎡ng　Mexican　Pra㎜s，”Paci6c　Fishe㎜‘m　38，1（January　1940），71．

li8　Edward　K，　Reed，　Division　of　MeXican　Affairs，　to　Sumner　Welles，14　April　1936，812．628／323

　1／2．．解読された文書は，米国国立公文書館Records　of　National　Security　Agency，　Record

　Group　457，　Historical　Cryptographic　Collection　Box　286－516に収められているが未見．

ii9　Guy　W．　Ray　to　secretary　of　state，14　February　1935，812．628／245；Yepis　to　secretary　of　state，8

　Jalluary　1936，812．628／302．

i20　Daniels　to　secretary　of　state，20ctober　1934，894．20212／359．
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正当な漁業活動をのぞいてメキシコ西海岸における日本の活動の活発化を示

す資料は一切ない」と結論していた121．しかし，1937年後半以降，アジア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
およびヨーロッパ大陸における国際的事件が，メキシコにおける日水等の漁

業活動に大きな影響を与えることになる．

i21　Hull　to　American　Consul　at　Guaymas，11September　1934，812．628／231；Reed，　State　Deparment，

　Mexican　Affairs，27　April　1936，894．20212／381．
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第四章公法63の実施と日本水産資本の撤退

＼ 〈

r

　1930年代後半は，日本にとってもメキシコにとっても米国にとっても激

動の時代となった．－1936年に勃発したスペイン内戦は，共和国側を支持す

るにせよフランコ側を支持するにせよ，メキシコ国内政治に大きな影響を与

えた．日本は，1937年7月に中国を軍事的に本格的に侵略し始め，その経済

力で支えきれない規模に戦線を拡大させてゆく．1938年3月ナチス・ドイツ

がオーストリアを，11月にはチヱコスロバキアのズデーデン地方を併合す

る．さらにカルデナス大統領は，1938年3月に英米石油資本を国有化した結

果，対米関係を悪化させたばかりではなく，財政的に米国財務省の銀買いに

依存する一方，外貨不足にともなう政治的・経済的な不安定をメキシコ国内

に生み出した122．これら国際的事件のうち，日本の中国侵略が，日米墨関係

に大きな影を落とした．米国大統領フランクリン・D．ローズヴェルトは，

「太平洋岸から攻撃する日本からメキシコを防衛するために」低カリフォル

ニア州を買収する考えを閣議で示した．カルデナス大統領は，日本への警戒

を日記に記した123．日本側は，外貨不足と後の米国による経済制裁の結果，

輸出市場および原料供給地としてラテンアメリカに注目し始めた124．メキシ

コ沖エビ漁業との関連では，戦時動員に伴う漁船徴用の結果，海産物価格は

上昇したがメキシコへの漁船増派が困難になった．

122この間の米国・メキシコ関係は，杉山茂「銀と石油一善隣外交とメキシコのカルデナ

　ス改革の後退，1934－1940年」　『史林』80巻5号（1997年9月）107－138頁を参照．

123Assistant　Secretary　of　the　Treasury　Wayne　C．　Taylor　to　Morgenthau，17　August　1937，　Box　282，

　Henry　Morgenthau　Papers，　Franklin　D．　Roosevelt　Library；Lazaro　Cardenas，Ωh塑雌
1913－1940（M6xico，　D．F．：Universidad　Nacional　Aut6nma　de　M6xico，1972），370．日本の中国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルデナス両　侵略やヨーロッパにおけるファシズムの台頭の中で，ローズヴェルト，
　政権の間にあって，ニュー・ディールを強く支持し，同様な目的を目指すものとして
　カルデナスの改革を支持していたダニエルズ大使の存在が重要である．また，カルデ

　ナス大統領自身も自分の改革とニュー・ディールを同質のものと見ていた．Sugiyama
　“Reluctant　Neighbors，”　chap．　2．スペイン内乱が発生すると，カルデナス大統領もダニエ

　ルズ大使もスペイン共和国政府への支持を示す．また，石油国有化後の危機の中で，

　ローズヴェルト大統領もダニエルズ大使もカルデナス大統領も，スペイン内乱の再現
　を絶対に避けるという点で一致していた（Ibid．，83・93）．

124驩謇@「帝国必要資源の海外特に南方諸地域に於ける確保方策」昭和14年10月『国
　家総動員（1）経済』　『現代史資料（43）』　（みすず書房，1970年）174・175頁．
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　　　　　　　　で　日米メキシコ三国関係が緊張するなか，米国側は二つの視点からメキシコ

における旦本の活動を注視していた．第一のグループは，軍事的脅威を捜し

求めていた．領事や大使館付き武官は国務省に対して，海軍士官を乗せた機

雷敷設艦や双眼鏡やカメラを所持する「人種的特徴」を持つ日本人の存在を

報告し続けた125．ある船員は，「通常の漁民よりもはるかに高い知性を持

ち」フランス語が話せるために，スパイと疑われた126．低カリフオルニア州

に10万人の日本人が一挙に流入したという報告に驚いた米陸軍省にたいし

て，国務省は在メキシコ日系人の実数が5，314名（そのうち低カリフォルニ

ア州在住者が1，400名であると報告した（日本公使館が米国大使館に奉公し

た人数は1，65P名）127．国務省および在メキシコ米国大使館が注視したのは，

日本の軍事的プレゼンスよりも漁業技術援助であった．これが第ニグループ

を構成する．

　第二のグループは，日本の軍事的脅威よりも経済的脅威と技術援助の問題

に真剣に対応しようとした．このグループの一人在エンセナダ米国領事ジェ

ラルド・モクマは，軍事的脅威を強調するレポートが，「あまりにも誇張さ

れ非現実的であるために，何も知らない人々でも信用しない」と批判し，日

本の軍事的脅威とは「アメリカ人が，本国で日本人が経験している計り知れ

ない経済的圧力を理解したり日本人やその習慣を理解したりできない」こと

で生まれた「幽霊」であると，同僚領事たちの報告を批判した128．第ニグル

ープのより有力な集団は，在メキシコ米国大使館員たちであった．彼らは，

125
q・p・rt・by・Dill・n，　Naval・Att・・he，・812．628／il1・gibl・numb・・；S・ml・t・・ec・et・・y・f・t・t・，8・April

　1938，892．20210／396；Stewart　to　secretary　of　state，27　July　1937，894．2021／388．最も激しい「人

　種的特徴」に関する議論は，Yepis　to　secretary　of　state，12　Apri1　1936，812．628／334に見られ

　る．

’26・War・・n・1・wi・，“R・p・rt・n　J・P・…ea・ti・iti・・al・ng血・W・・t　C・a・t・f　M・xi・・fr・m　N・gal・・，

　Sonor隅South　of　Manzanillo，12　January　1942，”John　Franldin　Carter　Papers，　President’s

　Secretary’s　File　box　98，　Franklin　D．　Roosevelt　Papers，　Frankliln　D．　Roosevelt　Papers．

i27　Stewart　to　secretary　of　state，　20　July　1937，　and　S㎜er　Welles　to　President　Roosevelt，17　ApriI

　1937，894．20210／387．

i28．Mokma　Ensenada　to　secretary　of　state，24　January　1940，812．628／594．この領事は，日本に3

　年滞在した経験を持っていた．彼によれば，日本人が双眼鏡やカメラを持つ理由は，

　「風景の美しさを完壁に楽しもうとする」からであり，家を建てるときに土間ではな
　くコンクリートを土台に敷くのは，対空機関砲を設置するためではなく日本でそうす
　ることに人気があるからであり，理髪店主が海軍予備役である理由は日本の国民皆兵
　制のためであった．
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とりわけ日水と日本人水産顧問がもたらす水産技術援助に強い関心を寄せて

いた．米国×使ジョセフス・ダニエルズは，1938年1月にメキシコ外務次官

ラモン・ベテータ（Ram6n　Beteta）と会談をしたとき，日水小田原水産試験

場が作成した図鑑を見せられ，メキシコ政府の負担にならないような形で米

国政府が日本と同様な形で，米国が水産顧問を派遣できないかどうか打診を

受けた．この会談でベテータは，「メキシコ政府は，水産業において日本人

が実践している実用的な方法に強い関心を持っている，特に日本側はメキシ

コに専門家を派遣し，また別な形で漁業開発援助をしているからである」と，

ダニエルズに語った．ダニエルズ大使は，水産技術援助をめぐるメキシコ政

府のこうした意向を，国務省内のりベラル派ローレンス・ダガンに送り続け

た129．

　米国政府は，連邦政府に勤務する水産技術者をメキシコに派遣するために，

法律的な困難を克服しなければならなかった．1929年11月19日に出された

大統領行政命令5521を用いれば，アメリカ合衆国連邦政府職員を外国政府

の顧問として派遣することができることを発見した．しかし，派遣が可能で

あるためには，援助を与える産業が米国内の産業と競合しないことが条件と

なっており，エビ漁業はメキシコの経済水域のみならず公海でも行われてい

たので，問題が残った130．このため，国務長官コーデル・ハル（Cordell

Hull）は帰国中のダニエルズとの会談で，1938年2月11日，「外国政府の

軍隊を訓練するために，連邦軍軍人が一時的に外国政府に派遣できるのとを

同じように，連峰政府職員が外国政府のために働くことができることを可能

にする」新しい法案を国務省が作成中であると伝えた131．

’29　D・ni・1・t・D・99・・，・14・Jan・ary・1938，・812．628／422；D・ni・1・t・Sec・et・・y・f・St・t・H・11，4F，bruary

　l938，812．628／425．

13°L・gal・Ad・i・e・t・th・St・t・D・partm・ntエRB・k・・t・D・99・n，・1・F・bruary・1938，812．628／424．

131Hull　to　Daniels，（personal　and　confidentia1），11February　1938，812．628／417A．連邦軍兵士を

　外国政府に派遣することを可能するこの法律は，1920年代の米国によるニカラグア干
　渉のときに警察軍創設のために1926年に制定された（The　Charg6　d’Affaire　in　Nicaragua

　（Dana　G　Munro）to　secretary　of　state，29　December　l　927，“Agreement　Between　the　United　States

　and　Nicaragua　Establishing　the‘Guardia　Nacional　de　Nicaragua’Singed　22　December　l　927，”i1

　817．1051／191，Forei　Relations　ofthe　United　States　l　927111，439．
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　　　　　　　　　　　　　　　　）

　この後，19388年3月におこなわれた石油国有化のために交渉は，同年12

月まで頓挫してしまう．この間，石油国有化にともなう賠償問題と米国人地

主の農地収容問題について米国政府と交渉を続ける中，カルデナス大統領は

漁船乗組員をメキシコ人に限定する政令を発して，日本資本による漁業活動

に制限を加える態度を示し始めた．しかし，1938年12月に顧問派遣に意欲

を示した米国商務省漁業局の提案は，顧問の給与と旅費，生活費，魚網など

の水産援助に必要な装備の経費をメキシコ政府が払うべきだとした．さらに，

水路調査船の稼動経費一日当たり450ドルを，メキシコ政府が払うことを条

件としてきた132．

　水産技術援助の経費はメキシコ政府が負うべきだとするこのようなワシン

トンの主張に対してダニエルズ大使は，大使館付商務官トマス・ロケット

（Thomas　Lockett）が行った詳細な調査報告を国務省に送った．この調査報

告は，2点を主張した．まず，日本の漁業資本はタンピコ沖での高額なトロ

ール網を犠牲にして行った試験操業のように，メキシコ政府になんらの財政

的負担をかけることなく多くの専門的支援を行ったことを指摘した．この点

について，ロケットの報告は次のように述べる．

メキシコ水産局に見られると報告される親日的傾向は，アメリカ漁

業資本やアメリカ合衆国政府に対するなんらの悪意によるものでは

なく，単に，日本資本がその顧問と専門的な援助をすべて日本側の

資金で行っているからである．これに対し，米国は同様な援助をま
ったくメキシコに与えていない433．

　　第2点目は，水産業を学ぶために日本に留学したすべての学生の経費は，

日水が負担していた点である．同様な目的で米国に留学した学生の経費は，

米国ではなくメキシコ政府が負担していた点である．

132Daniels　to　secretary　of　state，14　December　1938，812．628／459；Hull　to　U　S．　Embassy　in　Mexico，

　23December　l　938，812．628／460；Anselmo　Mena　to　Pierre　de　L．　Boa1，29　December　l　938．　On　the

　20　September　1938　letter，　in　Boal　to　secretary　of　state，30　December　1938，812．628／462；Assistant

　　　　　　　　　　　　1Secretary　of　Commerce　to　secretarY　of　state，13　February　1939，812．628／470．

i33　Daniels　to　secretary　of　State，6　March　1939　812．628／486．
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メキシコ森林狩猟水産局は，本質的に親日的であるのではなく，日

本資本が有利な条件で提供する援助を利用しているのである．アメ

リカ漁業資本は，なんらの同様の援助の提供を行っていないし，た

とえあったとしても，　［メキシコ政府側にかかる］その経費は日本

側によるものまりもはるかに大きいt34．

　ダニエルズ大使の主張に押されて内務長官ハロルド・イッキース（Harold

Ickes）は，水産局副コミッショナーのチャー一ルズ・E・ジャクソン（Charles

A．Jackson）を非公式にメキシコに派遣した．ジャクソンは，ニューオリン

ズの水産専門家ミルトン・リンドナー（Milton　Lindner）を呼び寄せた．リン

ドナーの滞在費5000ドルを要求するイッキース内務長官に対し，国務長官

ハルは，1939年に5月19日に立法化された公法63に基づいて派遣されると

説明した．そのハルも，経費の一部をメキシコ政府が負担できないかダニエ

ルズに打診した．経費問題に対して煮え切らないハルに対してダニエルズは，

「日本人水産顧問に過去支払われた給与と生活費の［総額］は，米国人の専

門家に支払われる生活費にも満たないであろう．メキシコ政府が現在の条件

で米国人顧問に米国の水準の生活費を支払うことなど考えられないことであ

る……」と返答した135．1939年10月に一時帰国したダニエルズ大使はイッ

キース内務長官と直接交渉したのち，ローズヴェルト大統領は公法63に基

づいて月120ドルを連邦政府が支出することを決定した136．リンドナーは，

1939年夏に初期調査を終えた後，1940年5月30日からメキシコに滞在する

ことになる137．

　1937年から1938年の漁獲シーズンにおいて日本側は二つの問題に直面し

ていた．第一，日本水産の漁業許可が，7月23日に期限切れとなったことで

134 ｯ上．

135H・ll　t・D・・i・1・，11　S・pt・mb・・1939，812．628／544；D・ni・1・t・・ec・et・ry・f・t・t，，　13・S，pt，mber

　1939，812．628／546．

’36RA　m・m・・f　l80・t・b・・1939・・1・k・・t・・ec・et・ry・f・t・t・，5S・pt・mb，，1939，・812．628／545；

　Welles　to　Ickes，180ctober　1939，812．628／545．ダニエルズ大使がローズヴェルト大統領ら

　政権首脳と直接交渉ができた理由は，第一次世界大戦中に，ダニエルズが海軍長官，

　ローズヴェルトが海軍次官であった時以来の親交があった（Edmund　David　Cronon，
　Jose　hus　Daniels　in　Mexico　Madison：University　of　Wisconsin　Press，1960）．

137 潟塔hナーが1940年2月に提出した活動報告について，国務省は，　「メキシコ市府に
　役立つ情報に乏しい」と批判した（Sturgeon　to　Bursley，　25　February　1940，812．628／604）．
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L　　ある．さ5に，林兼商店が日本外務省と海軍当局の反対を無視し，朝鮮総督

　　府から母船一隻と六隻の漁船派遣許可を得て，突如としてカリフオルニア湾

　　に登場したことである．越田公使を戸惑わせ，のちに海軍当局が「非紳士

　　的」と呼んだこの出漁の背後には，家田耕一の動きがあった．理由は明確で

　　はないが，1937年10月，家田は日本水産との関係を絶って，林兼商店の漁

　　業活動のためにヤバロスに漁業組合を組織した138．越田公使と日本政府は，

　　家田と林兼商店の既成事実を受け入れざるをえなかった．というのも，林兼

　　商店の出漁を禁止すれば，ヤバロスの漁業組合が日本水産の漁業活動を妨害

　　する可能性が高かったからである．林兼商店は，さらに冷凍エビをメキシコ

　　市でデモンストレーションのために販売し，日系メキシコ人犬飼徳十郎の発

　　・案を受け入れて，二世をヤバロス漁業組合に参加させて漁業技術の伝授を始

　　めた139．両社は，日本外務省の斡旋で漁場と米国市場における販売量とを取

　　り決めた．

　メキシコ政府側が出した第二の問題がより困難なものになった．1938年

10月，農地改革に伴う米国人土地所有者の農地接収の補償金交渉に苦慮し

ていたカルデナス大統領は，漁船乗組員をメキシコ人に限定するよう命令を

出した140．日本側は，漁業組合を動員して大統領に請願させ，12月末から

1939年5月末日までの操業許可を獲得することができた141．　1938－39年

の漁獲シーズンが終わると，メキシコ政府は日米対立を利用して水産技術援

助の獲得を試み始めた．目指していたものは，メキシコにおける近代的な水

産業をメキシコ人自身の手で行うことであった．経済大臣として漁業法を制

138
z田公使発有田外務大臣宛，昭和12年10月23日および林兼商店運搬船沖縄丸廻航に
　関する会議（海軍省軍務局第1課神中佐・柴中佐，藤田監督課長（農林省水産局），宮木

　南米課長（拓務省拓務局），渋沢課長（外務省亜米利加局）昭和14年4月12日
　（E／4／9／0／7－6）　．

139 L島書記生によるソノラ，シナロア州における調査報告（1938年12月下旬の状況）
　「墨国太平洋岸に於ける邦人蝦漁業に関する件」越田公使発有田八郎外相宛，昭和14
　年3月21日（E／4／9／0／7－6）．

140 _地接収の補償問題とカルデナス大統領によるメキシコ人漁船乗組員乗船義務の要求
　とは，時期は重なるが，その関連は不明である．

141
ﾝ米国メキシコ大使カスティージョ・ナヘラは，内務長官イッキースに対して，カリ

　フォルニア湾における日本資本による漁業活動を，1940年には更新しないというカル
　デナス大統領の意向を語っていた（Dialy　of　Harold　Ickes，12　February　1939，　pp．3228，

Library　ofCongress）．
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定し，第二次世界大戦中に米墨経済会議のメキシコ側代表となる在横浜メキ

シ1i公使プリモ・ビジャ・ミシェル（P血10　Villa　Michel）は，日水重役桑田

透一に対して，米英石油資本は石油採掘方法をメキシコ人に教授して独立し

た採掘を可能にすると約束したにもかかわらず，利益のみを独占して約束を

果たさなかったことを批判しながら，日本資本の漁業進出についてもメキシ
　　　　　　　）　　　　　　　　　　L
コは同じ立場に立つと言明した142．

　1939年8月メキシコ側は，漁船20隻の購入と3つの冷凍施設建設などの

ために米国輸出入銀行による秘密借款を打診した．この提案を受けたリンド

ナーは，イッキース内務長官に対してメキシコ側の提案を拒絶するように提

案した．その理由は，日本漁船団の排除に加えて，米国はメキシコ側からマ

グロ漁などに関する対メキシコ漁業条約でより多くを獲得できるまで待つべ

きだというものであった．日本漁船団の排除は，メキシコ産エビに対する関

税を利用すればよいのであって，米国マグロ漁業へのさらなるコンセッショ

ンが獲得できる機会を待つべきだとした143．さらに，メキシコ人漁民につい

てリンドナーは，　「日本漁船団による漁業方式が実施できるメキシコ人漁民

と資金とを生み出すまでに何年もかかるであろうし，古代の漁具を用いるイ

ンディアンは，もっとも近代的なトロール漁業を行うことなど一朝一夕には

できない」と評価を下していた．水産資源調査についてリンドナーは，海洋

調査を実施する条件とし一く，米国人漁民により有利な条件をメキシコ政府が

提案することとし，国務省もメキシコ側の提案を「問題外」として退けた144．

142 﨎?d役〔桑田透一〕来訪の件，昭和14年11月15日（E／4／9／0／7・6）．この資料は名

　前を出していないが，　「墨国の漁業法は自分が経済大臣たりし当時に制定」と述べて
　いることから，Primo　Villa　Michelであると推察できる．彼は，1940年のメキシコ経済

　使節団来日の際，日本メキシコ経済関係の深化に批判的な覚書をメキシコ外務省に送
っている（Memorandum　by　P．　Villa　Michel　to　Eduardo　Hay，　Tokio，　feb　10　de　1940，　III－1329－3，

　Archivo　Hist6rico　de　la　Secretaria　de　Relaciones　EXteriores）．また，第二次世界大戦中，米

　国・メキシコ合同経済会議のメキシコ代表として，メキシコ経済政策の上で大きな役
　割を果たした（Sugiyama　“Reluctant　Neighbors，”　258）．

143Lindner　to　Jackson，11　August　l　939，　in　Daniels　to　secretary　of　state，11　August　1939，

　812．628／537．

i44　Lindner　to　Jackson，12　July　1939，　in　lckes　to　secretary　of　state，21　July　l　939，812．628／532．メキ

　シコ漁民に対する同様のコメント（「墨国人のみでは漁船の操業は永久に出来ず又漁

　獲蝦の販売等営業上の方途なきを以て邦人が側で処理してやる必要があり」）を，日
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一一メキシコ政府は，漁船の購入先を日本側に依存しなければならなくなった．

　しかし，日本側は日中戦争にともなう漁船徴発の結果，林兼商店が要請して

＼いた冷凍運搬船沖縄丸の増派も渋るほどであった145．1939年10月に日本漁

　船団がメキシコに戻ると，メキシコ政府の意向を受けた漁業組合連合会は，

20トンクラスめ漁船10隻の購入の可能性を打診してきた．メキシコ政府も

　この「売船」を条件として，操業漁船をすべてメキシコ船籍とすることを要

　求したため，日本水産と林兼商店は，外務省の示唆にしたがって協調してメ

　キシコ政府と交渉した．このとき，福野と家田両名は，前大統領パスクア

　ル・オルチス・ルビオ（Pascual　Ortiz　Rubio）や連邦議員ラモン・イツルベ

　（Ram6n　F．　Iturbe）らに働きかけて，カルデナス大統領に操業許可を出すよ

　うに働きかけるように運動した146．日本政府は，外務省・農林省・海軍省・

　拓務省の課長級の会議をたびたび開いてこの問題を協議した結果，　「売船」

　を4隻の80トンクラスの老朽漁船に限定したが，メキシコ側は10隻を要求

　し続け，漁期が始まっていた12月まで交渉がずれ込んでしまった147．最終

的にイツルベ将軍がユカタン半島の視察に赴いていたカルデナス大統領へ

　の直訴によって・12月19日にやっと操業許可が出された148．また家田i耕三

　水重役桑田透一も行っている（「墨国蝦漁業に関する関係者会議（外務省第八会議
　室）昭和14年11月19日，E／4／9／0／7－6）．

145
ﾑ兼商店側の冷凍運搬船増派を要求した理由は，底曳トロール漁業にともなう雑魚処
　分の問題があったからである．雑魚を廃棄することはメキシコ政府からも漁民からも
　厳しく見られており，新しい冷凍運搬船を用いて，メキシコ国内で廉価な水産物を供
　給することを構想していた（鮫島書記生によるソノラ，シナロア州における調査報告
　（1938年12月下旬の状況）　「墨国太平洋岸に於ける邦人蝦漁業に関する件」越田公使
　発有田八郎外相宛，昭和14年3月21日（E／4／9／0／7－6））．作家ジョン・スタインベッ

　クは，雑魚廃棄の現場や実際の漁労活動を目撃していた．John　Steinbeck　and　Edward　F．

　Ricketts，　The　Lo丘om　the　Sea　of　Cortez，」New　York：Penguin　Books，1995），　pp．204・207，217．

146 z田公使発有田外務大臣宛，昭和14年11月9日および27日（E／4／9／0／7－6）．

147
ﾛ長級会議のなかで，海軍軍令部第三部（情報担当）松原中佐が売船に積極的な態度
　に転じたのに対し，日水重役の桑田透一は，現地における操業条件の悪化，売船を予
　想していなかったこと，そして売船が国策である場合，従わざるを得ないと述べてい
　る．海軍側が，カリフォルニア湾に日本資本が存在し続けることを望んでいたことが
　うかがわれる（「墨国蝦漁業に関する関係者会議」，昭和14年11月19日E／4／9／0／7－
　6）．

148
ﾆ田および福野発日水および林兼商店本社，1939年12月7日および16日，18日

　（E／4／9／0／7－6）　．
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は，一グアイマスの造船業者と4隻から6隻の漁船を建造する契約と行なった

149　　　　　　　｝

ノ

　からくも1939年冬から40年春までの操業が実現したが，1940年，日本漁

船団によるメキシコ沖漁業は終わりを告げた．森林狩猟漁業局は，交通省お

よび海軍などの業務をつかさどる海務局に移管され，松井佳一の再訪とその

後任を望むなど日本の水産技術援助を信頼していたケベド長官は高齢のため

に引退した150．5月のナチス・ドイツに対するフランスの降伏後，メキシ

コ・米国両政府は合同防衛協議を開催し，西半球防衛に関するハバナ会議に

向けてカルデナス大統領は米国政府を支持することを決定した151・他方・売

船問題は，新規漁船購入金の返済完了まで，漁獲されたエビすべてを日本資

本が支配するという提案を，メキシコ政府は拒否した152．8月，カルデナス

大統領はオルチス・ルビオ前大統領に対して，一年間の操業許可の方針を伝

えていたが，9月メキシコの労働組合メキシコ労働総同盟の要求に沿って，

操業漁船すべてにメキシコ国旗を掲げることを要求してきたため・日本水産

資本は漁船団の派遣を断念せざるを得なくなり，12月に（4すべてのスタッ

フがメキシコから撤収した153．

　日本水産資本がメキシコから撤退した結果，2つのグループが取り残され

た．まず，カリフォルニア湾沿岸のメキシコ人漁民は，漁船も装備も収入も

’49　Harry　K．　P・ngb・m，　Am・ri・an・Vice・C・n・ul，・28・Mar・h　1940・812・628／618・

　150松井『メキシコ風土誌』423－24頁．

　isi　Memorandum　of　conversation　betWeen　Mexican　AMbassador　Castillo　Naj　era　and　Undersecretary

　。f、Stat，　S。㎜，，　W，ll，，，11Jun・1940，812．20／222－1／2；Minut…facabi・・t・meeting・h・1d舳・

　National　Palace　on　l　g　and　21　June　1940，550／468，　Ramo　Presidente，　Lazaro　Cardenas，　Archivo

　　G，n，，al．d，1。　Naci6。，　M，Xi・・City；El・na・Va・quez・G6mez・t・Lazar・伽・nas・10　J・n・1940・

　　and　Lazaro　C白rdenas　to　Elena　Vazquez　G6meろ21　June　1940，39－10－5，　Archivo　Hist6rico　de　la

，Sec，etari。　d，　R。1。、i。n，，　EXt・ri・・e・，　M・xi・・City，・i・S・giy・rna“R・1・・t・ntN・ighb・rs・”133・134・

　152Powell　to　secretary　of　state，7　June　1940，812．628／628．

　153越田公使発松岡外務大臣宛，1940年8月7日および9月6日，Daniels　to　secretary　of
　　state　100ctober　1940，812．628／649，三浦義秋公使発松岡外務大臣宛，昭和15年12月5

　　日．’撤退のイニシアチブは，日本水産および林兼商店であると思われる．外務省側は，

　　両社の撤退の理由を理解したと述べた上で，家田とアナヤを現地代表とし愛国的義務

　　として事業を継続することに両者が同意したとされる（From　Tokyo　to　Mexico　City・8
　　J、nu、ry・1941，　SRDJ・＃009301，　Rec・・d・・f・th・N・ti・nal・Secu・ity・Ag・n・y・血t・・cepted　Mrssages

　　B，tWeen・J。P、n　and・lt・Dip1・m・ti・Ag・nt・，　R・…dG・・up　457・N・ti・nal　Ar・hi・…W・・hingt°n・

　　D．C．）

59

K



失った．メキシコ政府は漁業組合法を改定して，漁業組合結成許可を沿岸漁

民だけではなく，すべてのメキシコ人に解禁した．これを利用して前大統領

アベラルド・ロドリゲスが漁業組合を組織してエビ漁業を支配した154．戦後

において，カリフォルニア湾のエビ漁業はメキシコ系大資本に支配され続け，

カルデナスが夢見たメキシコ人漁民の生活水準を向上されることは実現され

なかった155．もうひとつのグループは，在メキシコ日系人であった．とりわ

けコミュニティで指導的であった人物と日本水産資本の事業に参加した移民

は，アメリカ合衆国の厳しい監視下にあった．1941年12月，ローズヴェル

ト大統領の私的なスパイであったウォーレン・アーウィンは，このような移

民たちを日本のスパイ組織の「キー・マン」として列挙し，その中には家田

耕三，犬飼徳十郎も含まれていた．アーウィンは，ローズヴェルト大統領に

対し，「メキシコ市民であるか否かを問わず，枢軸国国民に対するより厳し

い監視」を行なうよう，メキシコ政府に圧力をかけるべきだとした156

　現地時間の1941年12月7日，日本海軍がアメリカ海軍の軍港真珠湾を奇

襲した．サンペドロ近郊のターミナル・アイランドを根拠地に漁業に従事し

ていた日系移民とその家族約3，500名は，軍港ロングビーチに近接していた

こともあって，多くの一世が奇襲直後にFBIによって連行された．さらに，

1942年2月19に落ちローズヴェルト大統領が行政命令9066を発すると，2

月25日には48時間のみの猶予で強制移住させられた．さらに1942年3月2

日には，ワシントン州，オレゴン州，カリフォルニア州の西半分とおよびア

リゾナ州の一部からの立ち退き命令が出され，ここに，日系漁民の活動は終

わった．

154　D・ni・1・t・・ec・et・ry・f・t・t・，・7・S・pt・mb・・1940，・812．62’ W／642；M・km・t・・ec・etary、・f・tate，　22

　November　1940，812．628／659　and　10December　l　940，812．628／663．

155J・m・・R・M・G・・dwin，“M・xi・・’・Margi・al　ln・h・・e　P・・ifi・Fi・hi・g　C・・P，，ati。，、s・”

　Anthro　olo　ical　uarterl　53，1（1980）39・47およびThomas　R　McGuire，“The　Political

　Economy　of　S㎞mp㎞g　in　the　Gulf　of　Califbmi鶴”Human　Or　anization　42，2（1983）132－145．

　松井も「漁業組合の発展のためにも組合を基礎として，沿岸一定地区の地先漁業権を
　付与する必要がある」と指摘していた（『メキシコ風土誌』436頁）．

156　kWin，“Report　on　Japanese　a£tivities　along　the　West　Coast　of　Mexico．”マサトラン市で写真店

　を営む佐伯勝について，彼の民主主義への信奉は，フィルム供給元がコダック社しか
　ないためだとして，アーin一ウィンは佐伯を「キー・マン」の一人として名指しした．
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　メキシコ国内にいた日系移民も，財産を没収されたうえ，強制的にメキシ

コ市やグアダラハラ市に集住させられた．元大統領カルデナスが，1941年

12月11日に太平洋沿岸総司令官に任命されたとき，米国は，かねてよりス

パイと睨んでいた日系メキシコ人9名を逮捕して米国内に連行するつもりで

あった157．カルデナスは，米軍兵士のメキシコ国内への立ち入りを拒絶し，

24時間以内に9名をメキシコ市に送致する代わりに，低カリフォルニア州在

住の日系人を一週間以内に立ち退かせるという条件をのんだということであ

る158．この結果，1942年1月2日，低カリフォルニア州在住の日本人，ドイ

ツ人，イタリア人が，一一m週間以内にグアダラハラ市に移動するよう命令が出

された．メキシコ政府は，缶詰工場の操業継続のために一定の日系漁民を残

すことにしていた．しかし，すべての日本人の強制退去が決まり，代替とし

て漁船を米国海軍に徴用されたアメリカ人漁民をサンディエゴかサンペドロ

から雇用することになった159．ここに，第二次世界大戦前に日系移民が築い

てきたメキシコにおける日系人水産業が終わる．

157これら9名が，アーウィンの報告の中で挙げられている人物と重なるかどうかは，さ

　らなる調査が必要である．

158 坙{人メキシコ移住編纂委員会『日本人メキシコ移住史』287－88，345頁．

’5g
@G・・ald・A．・M・kma・Am・ri・…C・n・ul・t・Tij・・na，・31・J・n・ary・1942，812．00・L。w，，　C、lif。r，i、／339．
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結論

　本論は，水産業に関与した日系移民が，日本，米国，メキシコの3つの国

民国家の間の関係に規定されつつ，出身国日本の漁業技術や資本，ロサンゼ

ルスや冷凍運搬船を通じた日本の都市消費市場へのアクセスによって，水産

業においては移民先の社会で比較的優位な立場にいたことを明らかにしてき

た．1930年代のカリフォルニア湾で技術面でも資本面でも最優位に立って

いたのは，日本水産や林兼商店という日本水産資本であった．指導的なメキ

シコの日系移民であった家田耕三や犬飼徳十郎は，優位に立つ日本水産資本

と結びつくことによって，メキシコ現地漁民はもとより，メキシコ水産資本，

さらには米国水産資本に対して優越した立場にあった．そして，日本資本と

米国資本の競合関係においては，メキシコ政府やメキシコ現地漁民への働き

かけや連絡役という役割を通じて，日本水産資本のメキシコ沖進出にとって

不可欠な働きを果たした．これら日本側の活動は，松井ら水産顧問の受け入

れや留学生派遣などに示されるように，生活水準の向上と漁業近代化を志向

するメキシコ政府に好意的に受け入れられた．このような条件が，日系移民

が漁業活動に参加する活動の空間を広げていたといえよう．

　これら在メキシコ日系移民は，自らあるいはコミュニティの利益を追求す

る主体的な活動も行なっていた．協力先を日本水産から林兼商会へ移した家

田耕三の動きや，二世の漁業技術習得をめざした犬飼徳十郎の動きは，これ

を示唆するものであった。また，後者の犬飼の働きかけは，現地メキシコに

おける漁船建造を目指した家田の活動とともに，日系移民による漁業活動の

現地化の兆しを示したものといえるだろう．同時に，家田や福野らは，日本

帝国政府の政策に主体的に協力していたうえ，日本水産資本と密接に結びつ

いていた彼らの活動は，メキシコ政府にたいしてもメキシコ人漁民にたいし

ても，日本水産資本の代表者としてたち現れていたといえよう．

　南カリフォルニアで活動する日系漁民のうち，サンペドロでは日本の漁業

資本との直接的なつながりは見受けられず，遠洋漁業船の建造ではアメリカ
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資本の支配下にあったものの，漁業技術の面で当時世界水準にあった日本の

技術をほぼ同時に導入しつつ技術的な優位を獲得していった．また，農業者

や失業者もローカルな消費市場向けの漁業に参加していた．それに対してサ

ンディエゴでは，マグロ遠洋漁業の基礎を築いた近藤政治は，大阪の財閥系

資本を導入して高度な水産技術と熟練した漁業者を導入して優位な立場に立

った．しかし，1931年の撤退後は，日系漁民が現地資本を調達して操業を

再開し，米国缶詰資本に支配下に入っていた．

　これら漁業移民は，資本主義的な漁業活動に従事し，指導者は，本国の水

産技術とときには資本を支えに，　「海洋民族」として米国「白人」漁業者と

互角に競争し，メキシコ人に対しては指導する立場の人間として，太平洋戦

争勃発以前はカリフォルニア湾を含む米国・メキシコ国境海域に確かな地歩

を築いていたといえよう．

　本論は，日系移民との関連の深い日本の水産資本の漁業活動を明らかにす

ることによって，「善隣外交」と呼ばれる米国の1930年代対ラテンアメリ

カ外交の性格やカルデナス政権の主体性を再検討することも課題であった．

まず，メキシコのカルデナス政権は，メキシコ国民の生活水準の向上のため

に近代的生産技術の導入に積極的であり，水産業の場合，大統領自身が日本

の水産技術導入に積極的であった．また，水産技術や漁船の獲得をめぐって，

カルデナス政権が，日米間の競争を利用しようとした．近代的な水産技術を

獲得しようとするカルデナス政権の主体的な動きを合致した日本の水産援助

こそが，国際関係が緊張しつつあった1930年代後半，日本の影響力の拡大

として認識され，ダニエルズ大使をはじめとするニュー・ディールに共感す

る米国大使館スタッフとローレンス・ダガンやサムナー・ウェルズ国務次官

のような国務省中枢スタッフが，公法68を立法化と実施のために動いたの

であった．そして日本の技術援助を重視する彼らが，国務長官ハルや内務長

官イッキース，そして大統領ローズヴェルトを動かして，公法63を実施さ

せたのである．第二次世界大戦直前期の水産業をめぐる日・米・メキシコの

三国関係史は，いわゆる善隣外交の技術援助の側面を生み出す上で大きな位

置を占めていた．
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　このような技術援助をめぐる問題こそが，カルデナス政権の関心事であり，

スパイ問題よりも重要なものとしてローズヴェルト政権の対メキシコ水産援

助政策の動機となっていった．日本側史料が明らかにするのも，軍事的側面

ではない．1940年秋の撤退直前になると海軍および外務省は日本水産およ

び林兼商店の操業継続を求めるような動きを見せるが，撤退の決定は両社の

側にあったといえよう．つまりメキシコ政府の要求では採算が取れないとい

うことである．操業最盛期でも，前面に出てくるのは日本水産と林兼商店の

競争であって，とりわけ林兼商店が本国政府を出し抜いて出漁するなど，外

務省および海軍側は両社の競争の調停に苦慮している．

　しかし，1937年の日中戦争を境に，米国ローズヴェルト政権とってメキ

シコの軍事的重要性が増すとともに，水産技術援助に本腰を入れ始める．

1938年の石油国有化以降，対米関係を悪化］させたカルデナス政権とって，

自国内に存在する日本の水産資本は，技術援助の供給者としてよりも対米関

係に悪影響をもたらす可能性をもつものになってくる．日本側は，日中戦争

の泥沼化にともなう漁船徴発などで，メキシコ側の技術支援の要求に十分応

えられなくなる．日本の水産資本は，メキシコ側からみて水産技術援助者足

りえなくなっていたこと，そして最終的に1940年5月のフランス降伏のの

ちに急速に構築された米州共同防衛体制に対応するカルデナス政権の圧力に

よって，採算の取れる漁業活動ができなくなったと判断して撤退していった．

　この日本の水産資本のメキシコ進出に大きな役割を果たし，水産業の現地

化の動きを見せていたメキシコ在住の日系移民は，このような米・メキシ

コ・日本の三国関係の中で活動の余地が狭められていった．さらに，1910

年代から潜在的に存在していた「日本人＝スパイ」というステレオタイプが，

この国際関係の緊張の中で再び大きくなり始めて，彼らの日本水産資本への

協力を重なっていった．それがローズヴェルト大統領によるとおもわれるメ

キシコ国内の日系移民の動向調査・監視に連なっていたといえよう．最終的

に，競争者としてであれ植民地主義的な立場であれ，社会的基盤を築いてい

た日系漁民にとって寝耳に水の日米開戦が，真っ先に，他のどの日系移民よ

りも早く彼らの現地における社会的関係を一気に破壊したのであった．
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小林茂夫『「海のバタ屋」の記録一自分史からの下関根拠・以西手繰船の戦後歴史の一
　　断面』自由工房，1994年．

駒込武『植民地帝国日本の文化統合』岩波書店，1996年．

酒向昇「日本のエビ漁業の沿革史」東京水産大学第9回公開講座編集委員会『日本のエ
　　ビ・世界のエビ』成山堂書店，1984年．

酒向昇『海老』ものと人間の文化史法政大学出版局，1985年．

下啓助『明治大正水産回顧録』東京水産新聞社，昭和7年．

白水智『知られざる日本一山村の語る歴史世界』NHKブックス，2005年．

新保満『石をもて追われるごとく』御茶の水書房，1973年．

新保満カナダ移民排斥史』未來社，1996年．

鈴木玉之助『メキシコに於ける海陸共存の殖民』日墨兄弟社，1931年．

大洋漁業八〇年史編纂委員会『大洋漁業八〇年史』大洋漁業，1960年．

滝叙太郎『親日の新興国メキシコの国情大観一植民七十年史』メキシコ新報社，1968年．

滝口佐左エ門『太陽の国漁業使節紀行』焼津漁業協同組合，昭和52年．

津田初二・中谷三男『船尾トロール入門』新生社，昭和56年．

角山幸洋『榎本武揚とメキシコ殖民移住』同文館出版，1986年．

冨山一郎『暴力の予感一伊波普猷における危機の問題』岩波書店，2002年．

南洋水産協會，海洋漁業振興協會，水政會［編］『海外漁業事情』南洋水産協会，1937年．

日米新聞社編『在米日本人人名辞典』日米新聞社，大正11年（復刻版『日系移民人名辞

　　典く北米編〉第一巻』日本図書センター1993年）．

日墨協会日墨交流史編集委員会編『日墨交流史』PMC，1990年．

日本人メキシコ移住史編纂委員会『日本人メキシコ移住史』1971年．

日本水産『日本水産50年史』日本水産，1961年．
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日本貿易振興協會編『メキシコの貿易』日本貿易振興協會，1943

松井佳一『メキシコ風土誌』育生社，昭和40年．

松本三四郎『メヒコで百年』1977年．

三島康雄・小野征一郎『水産業界』教育社新書，1976年．

村井吉敬『エビと日本人』岩波新書，1988年．

村川庸子『アメリカの風が吹いた村一打瀬船物語』1987年．

吉永武市『以西底曵漁業経営史論』九州大学出版会，1980年．

吉山基徳『我等の発展地メキシコ』日本植民通信社，昭和5年．

テレビ番組

NHK衛星第一一放送『ウィークエンドスペシャル「トロはこうしてつくられる～南オース

　　トラリア・マグロ戦略～」』2002年7月7日放映

「台所から地球が見える（2）消えたマイワシの謎」　『素敵な宇宙船地球号』第358回

　　（テレビ朝日2004年11月14日放映

NHK衛星第二放送T地球に好奇心　海の闘牛一マッタンツァ　～シチリア・マグロ漁師
　　の誇り～」　（2003年7月26日放映）

定期刊行物

Pacific　Fisherman

『水産界』

Web　Pages

The　Joumal　of　San　Diego　Histo　http：／／www．sandiegohistory．org！j　ournaVj　ournal．htm

Aveces　Nishikawa論文http：〃www．uabc．mx／historicas／Revista（lol－UNumero％201・8／index－

　　numero　l－8．htm

八幡浜市打瀬船
　　http：〃www．city．yawatahama．　ehime．jp／02shoUkai／O6＿paionia／02＿dasebune／dasebune．htm

麻島論文http：〃www．senshu－u．ac．jp／e－offl　OO9／PDF／asajima．pdf

サウザル市缶詰労働者住宅http：〃www．mapasmexico．netigooglemaps－puerto．el．sauzaLhtml

Dalmatian・American　Club　of　San　Pedro　hq）：〃dalmatianamerican．com／history．html

Terminal　lsland　Life　History　Project

　　http：〃content．cdlib．org／XiDtview？docld＝kt367n993t＆query＝　O＆brandニcalisphere
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APPENDIX

Japanese　Fishing　Boats　and　Fishermen：October　1940－

@　October　1941

O同ect　Name：Records；1D　Number：94．141．1；Location：

@　22．C．1　Box　8，　Japanese　American　National　Museum

Th・．句lbwi・g・uw・y。fth・侃・hi・g　bδ・t・。P・・at・d・ut。f　L。・A・g・1・・Fi・h　H・由・・by　th・Alien　J・pane・e　and　Am6・ica・

@　Japanese　is　based　on　the　record　of　the　Sou廿1em　Califbmia　Japanese　Fishemlen’s　Association　fbr　the　6shing　season

@　of　October，1940－October，1941．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

BOATS

Size（Tonnage） Type Number　Of　B◎ats Total　Tonnage

21－69
Purse－seiner　　‘ 36 1448

6－13 Hook＆Line 10 77

1／2－41／2 Jig　Boats 40 63

Total 86 1588

Notes：Of　36　PUrse－seiners，9were　chartered　by　the　American－Japanese　from　Caucasian　owners　in　the　state　of

　　　　　　　　　Washington　for　Sardine　season　only，　and　they　did　not　participate　in　mackerel　nor　tuna　fishing．

Name Ofl『cial　No． Net　Tonnage

Boat Cape　Flattery 241146 69

Name Address Citizenship

Boat　Owner Jangard，　Sverre 3426W．57　Seattle，　Washington U．S．A

Master Hestad，　Anders　　　　　　　　，．

2246W．62　Seattle，　Washington U．S．A

Net　Owner Shiono，　Ryuko 　　　　　　　779Tuna　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

、
Name　in　fUll American ’Japanese

Crew　Members 1 Hestad，　Andrera X

2 Fossum，　Oscar　Raymgnd 1　　　X

3 Ogawa，　Yukio X

4 Shimon，　Ryuko X

、　　　　　　　5
Endo，　Seisaku X

6 Komiya，　Sani X

7 Sakurada，　Akira X

8　　　’ Okuno　Daikich　　　　　，

X

9 Kawaguchi，　Asakichi X

10 1nouye，　Ky叫i X

11 ．Suzuki，．Kakutaro X
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Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Port　Hueneme 210，970 64

Name Address Citizenship

Boat　Owner Oxnard　Harbor　District Port　Hueneme

Master Sakoda，　Carl　Masazo 176－CTeminal　Way U．S．A

Net　Owner Miyagishima，　Torasaku 323－CCannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Sakoda，　Carl　Mazaso X

2 Miyagishima，　Torasaku X

3 Miyagishima，　Genkichi X

’　　4 Miyagishima，　Inokichi X　　　　：

5 Sakai，　Masayoshi X

6 　　　　　　　　Sato，　Frank

d
X

7 Saika，　Yoshio X

8 Higashi，　Tsutomu X

9 Tanaka，　Sadakichi X

10 Morioka，　Yoshimatsu @　X

11 Kageyama，　Yonetaro X

12 Mio，　Mas司iro X

ノ

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat Clipper 227，235 59

Name Address Citizenship’

Boat　Owher Smeland，　John Tacoma，　Washingon U．S．A．

Master Nakagawa，　Kiyoshi 113－DCannery　St．
”

Net　Owner
〃 ” 〃

Fish　Boss Nakagawa，　Jinmatsu Box　184　Terminal　ls． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Nakagawa，　Kiyoshi X

2 ’　　Shishido，　Stanley X

3 Nakashima，　Moritaka X

4 Kishishita，　Tadashi　’ X

5 Nakagawa，　Jinmatsu X

6 Tsuno，　Toshhitsura X
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7 Matsutsuyu，1chitaro X

8 Muramoto，　Shigeichi X

9 Endow，　Sigβliro X

10 Sakai，　Yasuhei X

11 Kodani，　Tsutomu X

Narne Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Nancy　Hanks　　　、 、　　　　　　　234，822 53

Name Address Citizenship

Boat　Owner

Nancy　Hanks　Fishing　Co．，

@　N．J．　Kuglis，　President． 820Way　St．，　T．1．

Master Shimizu，　Seichi 161－CCannery　St． U．S．A．

Net　Owner

Suzuki，　Yohei；Suzuki，

@Masazo；Tsuchiyama，

@　　　　Hyoshikazu 225－CCannery　St． Japanese

Fishβoss Suzuki，　Yohei 225－CCannery　St． Japanese

Crew　Members 1 Shimizu，Seiichi x

2 Shintani，　Takao ’X

3 Suzuki，　Yohei X

4 Suzuki，　Masazo X

5 Shibata，　Koichiro X

6 Shiba，　Shokichi
@　　　　　　　　　♪

X

、「 7 F匂litani，　Keisaburo X

8 Miagishima，　Kitaro X

9 Miyagishima，　Eimatsu X

10 Miyagishima，　Kinsaku X

11 Endo，　Chosaku X

Name O情cial　No． Net　Tonnage

Boat City　of　Avalon 236，762 50

Name Address　・． Citizenship

Boat　Owner Kawashih，　Yoshito 112－BTeminal　Way U．S．A．1

Master Hara，　Toshio 622SeasideAvenue

@　　　　　　　　　　，

〃

Net　Owner Kawashiri，　Yosh民o 112－BTerminal　Way
〃

Fish　Boss
〃 〃　　　　　　　　　　　L ”

Name　h　fUl American Japanese

1 Kawashiri，　Yosh辻o X
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2馳 Hara，　Toshi。
X

3 Endo，　Eimatsu X

4 MoriShita，　Magozaemo X

5 Itoya，　Shokichi
X

6 Sugimoto，　Ted X

7 Kond6，　Richard X

8 Nakano，　June X

9 Nishida，　Tom　T． X

10 Asari，　Sakuo X

　　　　　　　．P1 Nozaki，　Yoshikazu X

Name O缶cial　No． Net　Tomage

Boat St．　Joseph 230，052 49

Name Address Citizenship

Boat　Owner Sea　Pride　Packing　Corp．　Ltd． Teminal　Island，　CA

Maste『 George　Yamasaki

208－BTeminal　Way　Teminal
@　　　　　　　　　　Isl．，CA U．S．A．

Net　Owner Kanejiro　Kawashima 210－BTerminal　Way Japanese

Fish　Boss Kanejiro　Kawashima 〃　　　　　． 〃

Name　in　fUI American Japanese

Crew　Members 1 Kawashima，　Kaneliro X

2 Yamasaki，　George X’

3　・ 　　　　　　　’
jawashima，　Tokichi X

4 Shiba，　Zensuke　　　I

X

5 Kawaguchi，　Hikotaro X

6 ・Ogura，　Toshiya X

7 Kenmotsu，　Yasuo
L

X

8 Fukuhara，　Shqii X＼

9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．1gara，　Takuzo
〆

X

10 Sakaniwa，　Tomiwo X

11 Furug◎ri，　Kutaro X

12 Nakata，　Yas切iro X

Name ㎝cial　No． Net丁omage

Boat qld　Timer 228070 49

Name Address　　　　　　　　　　「 Citizenship
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B6at　Owner　　　　　　　　　　　c Sea　Pnde　Packing　Corp．

241Fish．　Harbor，　Terminal

@　　　　　　Island，　CA

Master Kaino，　Kiyoshi 184－BTeminal　Way U．S．A．

Net　Owner Hori，1saburo 175－DCannery　St． Japanese

’Fish　Boss
〃 〃 ”

・　Name　in　fUl American Japanese

Crew　Members 1 Kaino，　Kiyoshi X

2 Takido，　Kanekichi X

3 Kishiyama，　Jusaku X

4 Yoshioka，　Asagoro X

5 Shibata，　Mineliro X

’　　　　　6 Hamasaki，　Uzuhiko X

7 Matsubara，　Tadayoshi X

8 ・Kubota，　Saichiro X

9 Oishi，　Sakae X

10 Asahi，’Kotaro X

11 Hori，　Isaburo X

Na｝ne Of行cial　No． Net　Tonnage

Boat

Name Address Citizenship

Boat　Owner Britannia　Fishing　Corp． Fish　Harbor，　Teminal

Master Kobata，　Masanobu 　　139－ECannery　St．
C’

U．S．A．

Net　Owner Britannia　Fishing　Corp．

Fish　Boss Ryono　Michihiko 701Tuna　St． Japanese 一

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Kobata，　Masnobu X・

2 Ryono，　Michihiko X

3　　　　　　　　1 Higashi，　Tosh‖i X

4　　　　　　、1 Yutani，　Eizo X

5 Ryon。，　Yukiz。 X

6 Nishi，　Kikuo
、 X

7 Suzuki，　Toygliro X

8 Tada，　Hiehiro　　　　　　　　　　　　　ノ

X

9 」　Wada，　Yukichi X
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／

〈

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Ubuyu　Maru　II’ 47

Name ．Address Citizenship

Boat　Owner Hashimoto，　Tatsuichi 107－DTeminal　St． U．S．A．

）　　Master
〃 〃 〃

Net　Owner Hashiomoto，　Ryokichi
〃 Japanese

Fish　B。Ss Hashimoto，　Tatsuichi
〃 U．S．A．

Name　in　f叫 American Japanese

Crew　Members 1 Hashimoto，　Tatsuichi X

2 Hashimoto，、　Yoshio X
一

3 Terada，　Ryoichi X

4 Inouye，　Tomoichi X

5 Okuno，　Kazuo X

6
，．
gashimoto，　Ryokichi X

7 Endo，1saku r・ X

8 Miyagishima，　Shosaku X

9 Wada，　Y． X

10 Okumura，　Esuo X

11 Takeuchi，　Chosuke』 X

7 Suzuki，　Toyqiiro X

8 Tada，　Hiehiro X

9 Wada，　Yukichi X

、　　　Nam6 O缶cial　No．
Net．
s。nnage

Boat

@　　　　　‘

Ubuyu　Maru　II 47

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Ubuyu　Maru∬ 47

American Japanese

Crew　Members
1　　　， Hashimoto，　Tatsuichi X

2 Hashimoto，「Yoshio X

3 Terada，　Ryoichi X

　　　　　　　　　　4

C

1nouye，　Tomoichi X

5 Okuno，　Kazuo X　　　ム

L，．

6
　Hashimoto，　Ryokichil　　　　　　’

X

7 Endo，　Isaku X
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｝

1

〈 8 Miyagi』hima，　Shosaku
X

r

9 Wada，　Y． X

，　10 Okumura，　Esuo X

11 Takeuchi，　Chosuke X

Name Of6cial　No．　　　　　　　　　　　　」 Net　Tonnage

Boat Johnny　Boy 230278 47

Name Address Citizenship

Boat　Owner Sea　Pride　Packing　Corp．

Master 240－ATeminal　Way U．S．A．

Net　Owner 1naba，　Meisaku
〃 Japanese

Fish　Boss　’
　　　　　　、V 〃 〃

　　　　　　　　　　　　：
mame　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Takata，　Ken X

2 Inaba，　Heisaku X

3 Kuwahara，　Keii X

4 Takayama，　Kich忙aro X

5 Murakami，　Seihhichi X

6 Kubota，　Takeliγo
F X

7 Hayashi，，　Jusuke X

8 Mukai，　Yoshio X

9 Nagano，層 las司i X

10 Kubota，　Waichi X

11 Tbkuno，　Nobutsugu X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Excellent 927683　’ 45

Name Address Citizenship

Boat　Owner Rako，　Louis 3118N．32nd　St．，　Tacoma，　WA U．S．A．

Master 〃 〃

Net　Owner Kato，　Nobuichi 251－BAIbicore　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 ”

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members
1　　r Rako，　Louis X

2 Kato，　Nobuichi X

3 Yoshida，　Seji’
、

X
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．

4 Nakaii，　Nehei X

．　　　　5
Higashi，　George X

、

6　　　　　　＾ Yoshimoto，　Yutaka， X

7 Oura，　Matsuichiro X

8 Tanikawa，　Tokichi X

9 Iwasaki，　Kiyoshi X

10 Nagakura，　Denkichi X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Marie 229418 45

Narhe Address Citizenship

Boat　Owner Marie　Fishing　Corp． 117－ACannery　St．

Master Kadonaga，　Kiyoshi　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 188Albicore　St． U．S．A．

Net　Owner Kadonaga，　Hiroichi 117－ACannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Kadonaga，　Kiyoshi X

1

2 Kadonaga，　Hikoichi X

3 TakeuChi，　Tomekichi X

4 Yabumoto，　Sazahiko X

5 Hamasaki，　Oihe　Charles X

6 F頃imi，　Suteshiro X

7 Hotta，　Masμiiro X

8 Na辻o，　Kiyoaki X

9　、
　　　　　　　　1P　Naito，［Masao X

10 Mui，　Frank X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat Jimmy　Boy 240699』 45

Name Address Citizenshib

Boat　Owner

De　Polo，　James；Ursich，

@　　　　　　　Joseph

2801M．　Starr　Street，　Tacoma，

@　　　　　　　　　　　WA U．S．A．

Master Mirosevich，　John

2302Norton　Avenue，　Everett，

@　　　　　　　　　　　WA @　　　　　”

Net　Owner Tani，　Nobuichi 2501／2Teminal　Way Japanese

Fish　Boss
〃　　　　　　　　　　　　＼ 〃 〃
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Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Mirosevich，　John X

2　　　　「 Tani，　Nobuichi X

3 Yabumoto，　Seizo X

4 Matsunami，　Tomqii X

5 Hatashita，　Toshiomi X

6 Tani，　W．　Yosh‖i X

7 Okumura，　Toshibumi X

8 Shibata　Kosaburo’
@　　　　　， X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat St．　Anthony 229566 43

Name Address Citizenship

Boat　Owner Rabich，　Anton Box　15，　Gig　Harb6r，　WA U．S．A、

Master Dukich，　Mickey Tacoma，　WA
〃

Net　Owner Nakagawa，　Kiyoshi 113－DCannery　St． ”

Fish　Boss NakaSt亦，　Seichi 307－Bcannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Dukich，　Mickey X

．　　　　　　　　　　2
Nakamura，　MeUi X

3 Suzuki，　Matsunosuke X

4 Suzuki，　Kam句iro X

5 Iwasaki，　Der亘iro X

6 Hagiwara，　Haarukichi X

7 Taniguchi，1chisuke X

8　　　　　　　　L Tani，　Dentaro X

9 Shono，　Shig《ミliro X

10 Yamashita，　Sansuke X

11 1Nakas’tli，　Seichi X

Name O冊cial　No． Net　T。nnage

Boat Limited 228629 39

Name ・Addressl Citizenship

Boat　Owner French　Sardine　Co． Teminal　lsland，　CA

Master　　　　　　　． Oka，　Sadao 333－CCannery　St． U．S．A．

Net　Owner Oka，　Sadao 〃 〃
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^
⊂

Fish　Boss Oka，　Juro
〃 Japanese

．ノ

Name　in　fUII　　　　　　　　　　　＼ American Japanese

Crew　Members 1 Oka，　Sadao X

2 Oka，　Juro『
X

3 OKa，　Tomegoro X

4
’∨

@Oka，　Mitsushige　　　　　　　　一

X

5 Og」ra・F司imatsu X

’　　　　　　6 1shikawa，　Hanzaburo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

X

7 X

8 Horita，　Daiyi

@　　　　　　　1

X

9 Ito，　Kumao X

10 Mina耐，　Jitsuchi X

11 Murata，　Teizo X

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat ”New　World” 38

Name Address Citizenship

Boat　Owner Van　Camp　Sea　Food　Co． Teminal　Isl．，　CA

Master Vemey，　Paul

c／oVan　Camp　Sea・Food

@　　　Teminal　IsL，　CA U．S．A．

Net　Owner Nurakami，　H．T． 151－BCannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Vemey，　Paul X

2 Murakami，　H．T． X

3 Ike，　Kazuo X

4 Sakaue，　John　Masaharu X

5 Okuno，　Katsumi X

6 Yota，　Isao X

7 Fしjii，　Fusakazu X

8 Murakami，　Katsutoshi X

9
Morii，　Kazutaro　　L

X

10 Miyagishima，　Katsuzo X

11 Higashi，　Hikozo X

’　　　Name Of同cial　No． Net　Tonnage
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L．

・o

Boat　　　　　　　　A ’　38

L

Name Address

@　　　　「

Citizenship
＼

Boat　Owner Lisicich，　Peter 2812N．28th　St．Tacoma，　WA
U．S．A．　　　　’

’　　　　　Master 〃 〃 〃

Net　Owner　　　　　　　．

Hamano，　George 143－DCannery　St．
〃

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in仙I

@　　　F

American Japanese

Crew　Members 1　1
Li』icich　Peter　　　　　　’

X

2 Hamano，　George

@　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

X

3 Hamano，　Garrett
　　　　　　1

w

4 Hamano，　Shogo X

5 Nakamura，　Shigeru X

6 Namiki，　Isao X

7 Shigekawa，　Hideo X

8 Naito，　Kisaku、 X

9 Yokobata，司iro X

10 Kurata，　Itsuo X

Name
@　　　　　　　　、

Ofncial　No． Net　T・mage

Boat Frances 228793 38

Name Address Citizenship
一

Boat　Owner 1vanovich，　Mato P．O．　Box　8　Gig　Harbor，　WA U．S．A．

Master ．　Tonai，　Gur蓼i
1331／2E　Cannery　St．　　　　　　　　　　　　　　． 〃

Net　Owner Nurata，　Kinzo 255－ACannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 ”

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Tonai，　Gurji X

i 2 ．　　　　　Murata，　Kinzo X

3 Murakami，1sami X

4 Honsho，　Jirokichi X

5 Nishi，　SaUi X

6 Kuribayashi，　Hitoshi
＼

X

7 Kon，　Riyokichi X

8 Asano，　Ukichi X

9 Watanabe，　Gengoro X
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10

@　　　　　　　　　　　’

Shimizu，‘ jiyhoshide

@　　　　　　　　　　　　　　　　　，

X

11 Hondρ・Takezo X

Name O惰cial　No． Net　Tonnage

Boat Siella 228092　，

37

Name Address Citizenship

Boat　Owner Fukuzaki，　George 173－ACannery　St．’ U．S．A．

Master 〃 〃 〃

Net　Owner Fukuzaki，　Ben 〃 ”

Fish　BOSS 、Fukuzaki，　George 〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members
　　　　　　　　　　、P Fukuzaki，　George X

2． Fukuzaki，　Ben X

3 Okita，　Katsuo X

4 Chikami，　Minoru X

5 S摘ara，　Chiko X

6 Ygshino，　G◎nkichi
X

7 ’　Yasuda，　Yoshihiko X

8 Kishiyama，　Chiyomatsu X

9　　　　　　　　　　　　、ヒ Tsubokura，　Toshio　Paul X

10 Namiy◎shi，　Teizo X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat Milwaukee 37

Name Address Citizenship

Boat　Owner Van　Camp　Sea　Food　Co． Terrninal　lsl．，　CA

ごへ

、

Master Napier，　W．

609N．　Seaside　Avenue

@　Terminal　lsland，　CA U．S．A．

Net　Owner Endo，　Noboru

143－CCannery　St．，　Termial

@　　　　　　　Island，　cA U．S．A．

Fish　Boss Kawaguchi，　E． 〃 Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members
@　　　　　　　　　　　，

1 Napier，　Wm． X

2 Kawaguchi，　Eisaku X

3 Kawaguchi，　Tadao

@、

X

4 Tanimoto，　Muneyasu X
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5 Endo，　Bungi X

6 Endo，　Otohechi、 X

’　7
　　　　　　　’@　Endo，　Koichi

e

X

8 Endo，　Kintaro X

9 Endo，　Yoshio X

10 一Kubota，　Tokutaro X

11 Yuhashi，　James　T． X

12 Hama，　Shinazo X

13 （？？Sheet　cut　o仔here）

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat　㌧ Star 220384 37

Address Citizenship

Boat　Owner

American　Fishing　yessel　Star

@　　　　　　　　　　　lnc．

241Fish　Harbor　Whar「Teminal

@　　　　　　　　　1sland，　CA

Master Matsushita，　Shiro 218－BTerminal　Bay U．S．A．

Net　Owner hamaguchi，　Fuk司ir◎ 262Cannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 ”

Name　in　fUll A7herican Japanese

Crew　Members 1 Matsushita，　Shiro X

2 Hamaguchi，　FukUliro X

3 Ts司i，　Tsuneemon X

4 Uyeda，　Mototaro X

5 Segimoto，　Katsutaro X

6 Ozaki，　Hachiro X

7 Hayashi，　Akisuke　　　　　　　　　引

X

8 、KawaUchi，　K（jiro X

9 Uyeda，　Takeshi X

10 ．Oshima，　Kazuli X

・

れ Abe　Yoshio X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat　　　． Linde 237438 37

Name Address Citizenship
、

　　　　　　　　　　　　’aoat　Owner Abe　Shoichi 121－ECannery　St． U．S．A．

Master 〃　　　　　一 〃 〃

1
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Net　Owner
〃　　　　　　　　　　　， 〃 〃

Fish　BoSs 〃 〃 　　　　　　　〃
P

Name　in　fUll ’American Japanese

Crew　Members 1 Abe，　Shoichi X

2 Sato，　Kikμiiro X

3 Kariya，　Haiime X

4 TagaWa，　Yoshit◎ X

5 1wamae，　Yoshio X

6 Irizawa，・Tok蓼iro X

7 OgaVva，　Gentaro X

8 Shiozaki，　Kiyoshi X

’　　　　　　9 Matsutani，　He‖i X

10 Ichikawa，　Tazo X

11 Aoyagi，　E蓼o X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Concord 225590 37

Name Citizenship

Boat　Owner South　C6ast　Fisheries 820Way　St．

Master Morita，　Shigeo 633Tuna　St． U．S．A．

Net　Owner Matsuno，　Gisaburo 〃 Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in｛i」ll American Japanese

Crew　Members 1 Nor辻a，　Shigeo X

2 Masuno，　Gisaburo X

3 Tanaka，　Mitsusaburo X

4 Kageyama，　Hirao X

5 Kunisho，　Noichi X

■

6 Na比o，　T．
X

7 Katsumatga，　Chqiuro X

〆

8 Fμiii，　Minoru X

9 Yamashina，　Ryozo X

10 Hamaguchi，　Seikichi X

11 Takeoka，　Takeshi X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage
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Boat Pr◎gress 226376 36

Name Address Citizenship

Boat　Owner’ ASea』Pnde　Packing

Master Higashi，　Michio 237Pilchard　St． U．S．A．

Net　Owner Shono，　Tomohei 307－CCaワnery　S七 Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

＼＼

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Higashi，　Mich；o X

2 Shono，　Tomohei X

3 Miyama，　Akira X

4 Kayohara，　Magosuke X

5 Maeda，　Naoichi X

6 Nishizawa，　Hidesato X

7 Ido，　Yoshihei X

8 Masuda，　Yoshimatsu X

9 Yutani，　Sakuzo X

10 ．Monzen；Chiosaku X

11 Ige，　k・m…k・
X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Genevieve　H 228355 35

Name Address Citizenship

Boat　Owner Frerほh－Sardine Teminal　Island，　CA

@　　　　　　　　　　　　　　　　＞

Master Hiraga，　Minoru 160－・ATerminal　Way U．S．A．

　　　Net　Owner’
_

Hiraga・Sokichi
〃 Japanese

Fish　Boss Hiraga，　Sokichi
〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Hiraga，　Sokichi　　　‘ X　　’

2 Hiraga，　Minoru X

3 Hiraga，　Shizuo X

4 Maeda，　Ot（蓼iro X

5 Hamaguchi，　Tetsuo X

6 Sakashita，　Roik辻aro X

7 ，　　　Tanino，　Kumakichi X
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8 Takade，　Kazuo X

9 Hayashi，　Edward X

10 X

11 Ogawa　Enroku X

12 X

Name O惰cial　No． Net　Tonnage

Boat George　A 226361 35

Name Address Citizenship

Boat　Owner
f

Sea　Pride　Packing　Corp． Terminal　Island，　CA

Master Marumoto，　Hitoshi 139－ACannery・St． U．S．A．

Net　Owner Sumi，　Risaburo 161－BCannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Narhe　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 MarumotO，　Hitoshi X

2 X

3 Murata，　Takekuma X

4 Kondo，　Shiro X　，

5 Nakane，　Buntaro X

6 Koyama，　Sankichi X

7 Sarae，　Tokutaro X

、＼
8 Obata，　Ke蓼i X’

9 Tashima，　TokUliro X

10 Hinoki，　Minoru X

メ

11 Kitagawa，　Ke‖iro X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat San　Joaquin． 224967 35

一　　Name Address Citizenship

Boat　Owner Van　Camp　Sea　Food　Co・ Termianl　Island，　CA

Master Brooks，　Orin 920S．　Central　San　Pedro，　CA U．S．A．

Net　Owner Seko，　H．K． 165－ACannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 ” 〃

Name　in｛Ull American Japanese

・Crew　Members 1 Brooks，　Orin X

2 Seko，　H．K． X

、

87



3 Tayama，　Jimmie X

4 Hamaguchi，　Masakazu X

5 Tanaka，　Kenneth X

6 Shigekawa，　Kiyoshi X

7 Shigei，　Kiyoshi X

8　　　　　、 Ito，　Tadashi X

9 Matsutaka，　Kikimatsu X

10 Higashi，　Hyoshiemon X

11 Kamemoto，　Sutenosuke X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat Richness　II 236662 34

Name Address Citizenship

Boat　Owner Richness　Fishing　Corp．

Coast　Fishing　Co．，　Wilmington，

@　　　　　　　　　　　CA

ン

Master Msai・Hrrry 219－AAlbicore　St．，　T．1． U．S．A．

Net　Owner　　　　　　　　　　　’
” 〃 〃

Fish　Boss
〃 ” 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Richard　11 236662 34

〃　　Name Address

@　　ゴ

Pitizenship

Boat　Owner Richness　Fishing　Corp．

Coast　Fishing　Co．　Wilmington，

@　　　　　　　　　　　CA
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Master Masai，　Hanγ
211
X－AAIbicore　St，，　TJ． U．S．A．

Net　Owner
　　〃

Y

〃 〃

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in　h」ll American Japanese

Crew　Members ・1、 Masai，　Harry X

2 Arihara，　Zenichiro X

3 FUjinami，　Kaoru X

4　　『 Kawaguchi，　Chuichiro X

／5 Miyamoto，　Einosuke X

6 Miyyagishima，　Chosaku X

7 Nakaiye，　Shoichi X

8 Shimono，　Sadayoshi X

9 Yamasaki，　Goro X

10 Yamasaki，　Zenichi X

11 Uyeda，　Yoshikazu X

Name　＼ OfEcial　No．
Net　Tonnage　　　　　，

Boat D。，。thy　J6an 226628 34

Name Address Citizenship

Boat　Owner Madesich，　John　A． 2101Grand　Ave．，　Everett，　WA U．S．A．

Master Fqlii，　Yoshikazu 113－ACannery　St．
”

Net　Owner F司ii，　Frank　F． 113－ACannery　St．、
”

Fish　Boss Masushita，　Shichigoro 139－CCannery　St．
〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 FUjii，　Yoshikazu X

2 X

3 Ryono，　Masukichi X

4
　　　　　　　　　　　．
gatanaka，　Takeyuki X

5 Min6migi，　Tomekichi X

6 Kinami，1　Shik司i X

7
Higashi，　Jinnosuke　　　　　　　　　　　　．

X

8 Sears，　James　lra X

9 Honda，　Asaiiro X

10 Watanabe，Yoshio X

Name Of而cial　No． Net　Tonnage
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Boat Ohon 225760 33

Name Address Citizenship

　　　P

aoat　Owner Orion　Corporation

Sea　Pride　Pack．　Co．　Teminal

@　　　　　　　　Island，　CA

Master Okamoto，　Mitsuo 147N．　Seaside　Ave． U．S．A．

Net　Owner

Yoshida，　Kiichi；Nakata，

@　　　　Shikanosuke 334No．　Ocean　Ave． Japanese

Fish　Boss Nakata，　Shikanosuke 236－ACannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1　　　　／ OkamotO，　Mitsuo X

2 Yoshida，　Kiichi X

3 Nakata，　Shikanosuke X

4 Shintani，　Shigeo X

5 Miura，　Akitsura X

6 Yoshida，　Riichi X

7 Seko，　Isturo X‘

8 Liest，　Rgster X

9 Nakamura，　Minosuke　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド X

10 ，　　Iwata，　Saikichi X

11 Okimoto，　Fμjisaburo X

Name Ofncial　No． Net　T◎nnage

Boat Two　Brothers 225639 30

Name Address C比izenship

Boat　Owner Vitalich，　Jack＆Luka 400716Avenue　SeatUe，　CA U．S．A．

Master Vitalich，　Jack
” 〃

Net　Owner Kuramoto，　Sadataro 165－CCannery　St． Japanese

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Vitalich，　Jack X

2 Kuramoto，　Sadataro X

3 Kuramoto，　Saburo X

4　　　　　　　　　　　1 Sakamot，　Torao X

5 Shimizu，　Toraichi X

6 Kawato，　Kumezo X

7 Misaka，　Minoru X
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8 Minami，　Mas司iro X

9 Takehara，Yoshitaro X

10 Kawano，　E6iro X

11 F1jita，　Rokumatsu X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

＼Boat
Gollden　qate　　　　　　　　　　　． 218131 28

Name　　． Address Citizenship

Boat　Owner F司ii，　Frank　F 113－ACannery　St． U．S．A．

Master

@　　　　　　■

Fuii，　Tsutomu
〃

Net　Owner F司ii，　Frank　F．
〃 〃

Fish　Boss Ftjii，　Fusakichi
〃 Jap・ワe§e

Name　in　W」1「 American Japanese

Crew　Merhbers 1　　・ Fqiii，　Tsut◎mu X

2 FLjii，　Fusakichi X

3

4

5

6

7

8

9

10

11
’　　　　　　ぐ

」

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Standard　II 23956 28

Name Address Citizenship

Boat　Owner Tani，　George 118－BTeminal　Way U．S．A．

Master
〃 ” U．S．A．

Net　Owner
〃 〃

Fish　Boss

Name　in　fUl American Japanese

Crew　Members 1 Tani，　George X

」2
Hatashita，　Toighi X

3 Hatashita，　Yutaka X
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4 Tani，　J呵i X

1
5 Morihara，　Yoshihito X

6 Tatsumi，　Yukio X

7　　　　　　　r Takehara，　Torataro X

8 Sakai，　Hirosuke X

9 Tonai，　Kambei X

10 Shiqii　Otoichi X

11
Okamoto，　Sonosuke　　　　ソ

X

Name O冊cial　No． Net　Tonnage

』Boat BaI 219810 27

Address Citizenship

Boat　Owner CoastFishing　Co． Wilmington，　CA

Master Kai，　Takumi
233－BAIbicore　St．　　　　　　　　　　　　　． U．S．A．

Net　Owner Kinoshita，　Matsuzo 229－9Albicore　St． Japanese

Fish　Boss Ohi，　Hisao
〃 〃

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Kai，　Takumi X

2 Kinoshita，　Matsuzo X

3 Ohi，　Hisao X

Sakahara，　Ker蓼i X　　　　　　’

5 Takaki，　Minoru X

6 Kinoshita，　Takegi X

7 Miyasaka，　Ghshiro X

8 Kusumoto，　Shoichi X

9 Shimazu，1ch6iro X

10 KawaSaki，　Jusuke X

11 Shiroyama，Kansaku　　　　　　　　　　　　　　　ノ

X

Name O秤icial　N。・ Net　Tonnage

Boat Ohio　m 230164 22

Name Addres§ Citizenship

Boat　Owner Van　Camp　Sea　Food　Co． Temial　Island，　CA

．　Master Tmman・W・C」

1219S．　Palos　Verdes　St．，　San

@　　　　　　　　Pedro，　CA U．S．A．

Net　Owner Uyematsu；Tom蓼i 188Albicore　St．
〃
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Fish　Boss Marumoto，　Tomitaro 128－ATemlial　Way Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1　　　　　［ Truman，　W．C． X

2 Uyematsu，　Tomりi
’　　　　　X

3 Marumoto，　Tomitaro X

4、 Yabe，　Se6i X

5 Nakane，　Kyqii X

6 Yoshioka，　Rikimatsu X

7 Shimizu，　Usuke X

Kishisita，　Yozo X

’

9 Hamada，　Shigeichi X

10 Kubota，　Fukし｛jiro『 X

11 Shono，　Gentaro X

Name OfnciaI　No． Net　Tonnage

Boat Silver　Gate 21

Name Address C辻izenship

Boat　Owner Silver　Gate　Fishing　Co．

c／oCoast　Fishing　Co．，

@　　　Wilmington，　CA

Master Kobata，　Yurao　　　　　　　　　　　～

136－Teminal　Way，　Teminal　lsl．，

@　　　　　　　　　　　　CA U．S．A．

Net　Owner Ryono，　Asaichi
〃 Japanese

Fish　Boss Kobata，　Yurao
〃 U．S．A．

Name　in　fUl American Japanese　　　　　　　　‘L

Crew　Members 1 Kotaba，　Yurao X

2 Ryono，　Asaichi X

3 Sekb，　Haruo X

4 Shirozono，　Sunao X

5 Kuramoto，　Tsuneo X

6 Kobta，　Murao X

7 ．SLjishi，　Yasuke X

8 Ikebuchi，　Yoshiwaka X

9 ‘Saika，　Je叩e X’

10 Ryono，　Densuke
　　　　　、＼

w

11 Moriyama　SakUliro X
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Name ㎝cial　N◎． Net　Tonnage

240962 13

Name Address Citizenship
／

Boat　Owner Ida，　Kikuzi 707Tuna　St． U．S．A．

Master Okamoto，　Hiroshi 158Teminal　W6y 〃

Net　Owner　　． Hamaguchi，　Heizaburo 158Temina｜Way Japanese

Fish　Boss
〃 @　〃 ”

Name　ih　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Okamoto，　Hiroshi X

2 Mayetani・Yoichi X

3 Izumi，　Kuichi X

4 Morisumi，　Wjiro X

Name Net　Tonnage

Boat UranUS 240683 9

’　、　　Name Address Citizenship

Boat　Owner Maeda，　kenichi 630S．　Seaside　Ave． U．SA．

Master 〃 〃 ”

Net　Owner
〃 〃 〃

Fish　Boss Maeda，　Yakichi Japanese Japanese

Name　in　fUll Amehcan

Crew　Members 1 Maeda，　Kenichi　　　　　　　　　　　　　　　　　’

x X

2 Maeda，　Yakichi X

3 Marumoto，　Nubusaburo X

Name OfHcial　No． Net　Tonnage

Boat Sun　Beam皿 240722 9

Name Address Citizenship

Boat　Owner Hatashita，　Kimio 154－ATemlinal　Way U．S．A．

Master Hatashita，　Kazuya
〃 〃

Net　Owner Hatashita，　Kimio
〃

〃‘’

Fish　Boss Hatashita，1sohei
〃

＼’

iapanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Hatashita，　Kazuya X

2 Hatashita，1sohei X

3 Nitta，　Fus司iro X
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Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Naruto皿 240721 8

Name Address Citizenship

Boat　Owner Seko，　Shimeko 150－ACannery　St． U．S．A．

Master． Seko，　Tadao 243－ECannery　St． U．S．A．

Net　Owner

Fish　Boss Saka，　Tomezo 218－ACannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Seko，　Tadao X

2 Saka，　TamezO X

Name　　　　　　　　　　　　　　1
O缶cial　No．　　　．

Net　Tonnage

Boat　、 K．S．Y． 240824 8

Name Address Citizenship

Boat　Owner Kaino，　Kioshi 184－BTeminal　Way
U．S．A．　　　　　　．

Master Moriyama，　Miki
　　　　　■
R17－ECannery　St．

”

Net　Owner Kaino，　Kiyoshi 184－BTeminal　Way 〃

Fish　Boss Asanuma，　Yoneliro・ 317－ECannery　St． Japanese

Name　in　fUll
　　」

`merican Japanese

Crew　Members 1 Moriyama，　Miki X

2 Asanuma，　YonOliro X

3 Asanuma，　Tqnasaburo X

Net　Tonnage

Boat Aloha 216423 6

！saw　his　son　at　New　Year

　　　　　　　　　Party

Name Address
E

Citizenship

Boat　Owner Okuno，　Chiyeko ・156－BTeminal　lsland　Way U．SA．

Master

Hayashi，　Edward（1　saw　his

@　son　at　New　Year　Parヒy） 〃 ”

Net　Owner Okuno，　Chiyeko
　　　　、V 〃

Fish　Boss Okuno，　Daikichi
〃　　一 Japanesさ

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Hayashi，　Edaward X

2 O｛くuno，　Daikichi x’
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Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Diana 240300 6

Name Address Citizenship

Boat　Owner Hase，　Kiyoshi 255－HCannery　St． U．S．A．

Master
〃 〃 〃

Net　Owner

Fish　Boss Hase・Kiy。shi 255－HCannery　St． U．S．A．

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Hase，　Kiyoshi X

2 Hase，　Yoshimatsu X

3 Tabata，　Chushiro X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat SporヒFisher　1 　　　　　　27B234

k

6

Name Address Citizenship

B・at　gwner Cal．　Ma同ne　Curing　Co． Terminal　Island

Master
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
f　　Okimoto，　Thomas 747N．　Seaside　Ave．

　　　　1t．S．A．

Net　Owner
〃 〃 〃

Fish　Boss
〃 〃 〃

Name　in制1 American Japanese

Crew　Members 1 Okimoto，　Thomas X

2 Miy◎shi，　S司iro X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat Nereid
L

Name Address Citizenship

Boat　Owner Wakatsuki，　Woodrow

611Barracuda　St．，　Terminal

@　　　　　　　　　Island U．S．A．

Master L　　　　Not　listed

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese
@　　／

Crew　Members 1 Not　Iisted

2

3
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Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat Miyako 240931 6

Name Address Citizenship

Boat　Owner

Miyaki，　Kazue（Minor）

@　Marumoto，　YOshiO

117－BCannery　St．，；592　W．

@　　　　　　16廿1St．　S．P． U．S．A．；U．S．A．

Master Ochi，　Ak蓼i 165－DCahnery　St． U．S．A．

Net　Owner

Fish　Boss Miyaki，　Riyohei 117－BCannery　St． Japanes

Name　in　fω1 American・ Japanese

Crew　Members 1 Ochi，　Ak6i X

、　　　　　2
Hama，　Tokimatsu　　　＼

X

3 Miyaki，　Riyohei X

4　　　　　． Yoshimoto，　Toyqiiro X

Name O冊cial　No． Net　Tonnage

Boat Hoover 27A28 4．5

Name Address Citizenship

Boat　Owner
Kinoshita，　ot6matsu 133－BCannery　St Japanese

Master
〃 〃 ”

Net　Owner

Fish　Boss Kinoshita，　Otomatsu 133－BCannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1
Khosh辻a，　Otomatsu　　　’

X

2 Kqii，　Kamegoro X

3 Hiyane，　Riyoyo X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat T．Y． 27C85 4

Name Address Citizenship

Boat’nwner Yamamoto，　Tomizo 254Teminal　Way Japanese

Master
’．

Net　Owner Yamamoto，　Tomizo 254Temlinal　Way Japanese
、　　　　　　　　　　　　　、

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese ／
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Crew　Members 1 Yamamoto，　Tomizo X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Pisa’
　　　　　　、Q7A951 4

Name Address． Citizenship

Boat　Owner Okusu，　Kunio；Sato，　J．G． 102Genoa，　Temiinal　ls．

U．S．A．；

iapanese

Master ’　　Yoshida，　Frank　Ka
〃 Japanese

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Yoshida，　Frank　Ka X

Name Of師cial　No． Net　Tonnage

Boat ”No‖a” 27A879 3

Name Address Citizenship

Boat　Owner Kishishita，　Tadashi． 161－DCannery　St．，　T．1． U．S．A．

Master　　・

Net　Owner

Fish　Boss NoHzawa，　Ichitaro 1331／2－Cannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Morizawa，　Ichitaro X

2　　　s OkaΨauchi・Tqiiro X

Name　　　　　　　　　　τ Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Takachiho 27B111 2．5

Name Address Citizenship

Boat　Owner Yamasaki，　Y1』i 176－CTeminal　Way Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss ，　Yamasaki，　Y口i 176－CTe而nal　Way Japanese

Name　in’fUll American Japanese

Crew　Members　　， 1 　　　Yamashita，　Yμli

f

X

2 Kawagishi，　Toshisuke X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

N
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Boat Smile 27A96 2．5

Na叩e Address Citizenship

Boat　Owner Ri司in　M． 111－DCannery　St． U．S．A．

、　　Master
〃 〃 〃

Net　Owner
〃 〃・ 〃

Fish　Boss

@　　　　噛

”
”　　．　　’ 〃

Name　in　fUl American Japanese

Crew　Members 1 Riμiin，　M． X

2 Wakamura，　Akio X

Name 　　　　　　　　　　　　　　　　、
n冊cial　No． Net　Tbnnage

Boat America 27A726 2．5

　1mame Address Citizenship

Boat　Owner Araki，　Wai 251－ACannery　St． Japanese

Master Araki，　Minezo
〃 〃

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Damaso Philippin。

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat F．M． 2

Name　　　　、 Address Citizenship

Boat　Owner Mui，　Frank 247Cannery　St． U．S．A．

Master

Net　Owner

Fish　Boss

L

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Mui，　Frank X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Tori　Maru　m 27C438 2

Name Address Citizenship

Boat　Owner Uyeda，　Tatsumi 225－ACannery　St． Japanese

Master

Net　Owner
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Fish　Boss

きひName　in　fUll American Japanese

Crew　Members
@　　　　　　　　　　　．

1 Uyeda，　Tatsumi X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat U．P． 27A539 2

Name Address Citizenship

Boat　Owner Honda，　Takedo 125－ACannery　St． Japanese．

Master

Net　Owner‘
@　L．

Fish　Boss

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Honda，　Takedo X

Name Of6cial　No． Net　T。nnage

Boat Isuzu 27A84・ 2

Name Address Citizenship

Boat　Owner Suzuki，　Yataro 1710nta㎡o　Walk Japanese

Master Suzuki，　Yataro
〃 〃

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll・ American Japanese

Crew　Members 1 Suzuki，　Yataro X

2 Uyeda，　Tatsumi　　　　　　　　　　　　〆

X

Name
O備6ial　N。．

Net　Tonnage

Boat 2

Name Address Citizenship

Boat　Owner Kimura，　Otomatsu 250C－3　Albicore　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　BoSs

Name　in　fUll American

Crew　Members． 1　　　　　’ Kimura，　Otomatsu X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage
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Boat H．O． 27A197 1．5

Name Address Citizenship

Boat　Owner ‘Okumura，　Hir（蓼i 243Cannery　St．

Master

Net　Owner

Fish　Boss Okumura，　Hirqii 243Cannery　St． Japanese

Name　in血ll American Japanese

Crew　Members 1 Okumura，　Hi向i X

．　　　　　　c 、　　　　　Name O伍cial　No． Net　Tonnage

Boat ”Sun刊ower” 27A468 　　　　　　　　’P．5

Name　　　、 Address Citizenship

Boat　Owner Nakachi，　Shirosaku
175－BCannery　St．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　　　、iapanese

Master

Net　Owner

Fish　BosS

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Nakachi，　Shirosaku X

Name　　　　’ O伍cial　No． Net　T。nnag。

Boat ”K．N．” 27A69 1．5

　　　＞mame Citizenship

Boat　Owner Nak司i，　Kashichi 625Tuna　St．，　T．1． r　Japanese

、Master

Net　Owner

Fish　Boss Nakali，　Kashichi 625Tuha　St．，　T．1． Japanese

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Nakali，　Kashichi X

Name ㎝cial　No． Net　Tonnage

Boat M．K． 27A213 t5

Name Address Citizenship

B◎at　Owner Kaino，　Masataka 121一CCannery　St． U．S．A．

Master

Net　Owner

Fish　Boss TsUtsumi，　Saburo 121－CCannery　St． Japanese
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Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Tsutsumi，　Saburo X

Name Net　Tonnage

Boat P．H．1． 27A189 1．5

Name Address Citizenship

Boat　Owner・ Na辻o，　Yasutaro 250－A－1Albicore　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss Naito，　Yasutaro 250－A－1Albicore　St． Japanese

Name　in　fU‖ A庁nerican Japanese

Crew　Members 1 Na忙o，　Yasutar◎ X

Name Of匠cial　No． Net　Tonnage

Boat Hero 27E397、 ・　　t5

Name Address Citizenship

Boat　Owner Shiqii，　Hiroshi 150－BTemlinal　Way U．S．A．

Master

Net　Owner

Fish　B・ss Shiqii，　Utaro 150－BTeminal　Way Japanese

　　　　　Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Shiqli，　Utaro　　　． X

Name Of6cial　Ng． Net　Tonnage

Boat garriett 27G288 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Akagi，　Hiroshi 228－CCannery　St． U．S．A．

Master
＼

Net　Owner

Fish　Boss Ryono，‘Kandayu Japanese

Name　in　fUll American、 ／Japanese

Crew　Members 1 Ryono，　Kandayu X

，　　　　Name
Of6ciai　No． Net　Tonnage

Boat Queen 27A24 1

Name Address Citizenship
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Boat　Owner Tanish辻a，　Geo．　H．O． 244－BPilchard　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Tanish比a，　Geo．　H．O． X

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat M．O． 27A67 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Okayama，　Mataliro 250C－8　Albicore　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUl American Japanese

L　　Crew　Members 1 Okayama，　Mat司iro X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat Vim 27A204 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Kaino，　Namishiro 240－APilchard　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

1 Kaino，　Namishiro X

Name 　　　、
nf6cial　No． Net　Tonnage

Boat Asahi 1

Name、 Address Citizenship

　　　Boat　Owner
l

Shindo，　Tomosat◎ 124－BTeminal　Way Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Shindo，　Tomosato X
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Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat T．J． 27A66
「1

Name Address C辻izenship

Boat　Owner Jow，　Tado 250C－5　Albicore　St． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 ・Jow∴Tado X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat N．S． 27A73 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Shintani，　Nakayemon 223－BAIbicore　St． Japanese

Master
r

Net　Owner

Fish　Boss Shintani，　Nakayemon 223－BAIbicore　St． Japanese

Name　in　W川 Americah Japanese

Crew　Members 1 Shintani，　Nakayemon X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat City　of　S． 27A107 1

Name Address Citizenship

Boat・Owner

@　　　　　　　　　　1

Terada，　Deoichi 117－DCannery　St．，　T1． U．S．A．、

　　　　　　　　　　、laster

Net　Owner

Fish　Boss Terada，　Ryotaro 117－DCannery　St．，　T．1． Japanese

Name　in　fUI American Japanese

Crew　Members 1 Terada，　Ryotaro

@　　　　　　　　　　　燈

X

Name Of罰cial　No． Net　Tonnage

Boat Jonnie　Boy 27C561 1

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　Name　l Address Citizenship

Boat　Owner Ohara，　Jirozo 161－ECannery　St． Japanese

Master
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Net　Owner

Fish　B。ss「

@　　　　　　　　　　　’

Name　in　fUII
American　　　　　　‘ ‘Japanese

Crew　Members 1 Ohara，　Jirozo X

Name OfHcial　No． Net　Tonnage

Boat E．M．　Y． 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Nagashima，　Chotaro 430So．　Mesa　St．，　S．P． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss
　　　　’
magashima，　Chotaro

　　　　　　　　　・．

S30So．　Mesa　St．，　S．P． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1
　　　　　　　　　　　　　　　　．、
magashima，　Chotar◎ X

Name O缶cial　No． Net　Tonnage

Boat Angel 27A227 1

Address Citizenship

Boat　Owner Yamamoto，　Yuwamatsu 110Teminal　Way Japanese
，1

Master
6

Net　Owner

Fish　Boss　　　　　　　　’

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Yamamoto・Yuwamatsu
’

X

Name ’　　Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat，
K．S．　T． 27F811 1

Name
、　　　　　Address Citizenship

Boat　Owner Shibata，　Keizo 121－ACannery　St． Japanese、

Net　Owner

Fish　Boss

American Japanese

Crew　Members 1 Shibata，　Keizo X

Name O冊cial　No． Net　Tonnage
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，． aoat ”T．1．” 27A78 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner
1・。uy6，　T。md。hi

121－BCannery　St． U．S．A．

Master

Net　Owner

Fish　Boss lnouye，　Tom（jiro 121－BCannery　St・， Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Inouye，　Tomqiiro X

Name O備cial　No． Net　Tonnage

Boat Tsubaki 27A54 1

へ　　　Name Address Citizenship

B◎at　Owner Hashimoto，　Kazuichi 757Tuna　St， Japanese

Master Isomura，　Hirota’． 243Cannery　St．
〃

Net　Owner

Fish　Boss 1somura，　Hirota 243Cannery　St． Japanese

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Isomura，　Hirota、 X

2 Hoshiya，　Fred X

Name O伍cial　No． Net　Tonnage

Boat Skipper 27C457 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner
Yamamoto　Takichi　Yoshiaki　　　　　　　　　，

317－BCannery　st． Japanese

Master ．r

Net　Owner

Fish　Boss
Yamamoto　Takichi　Yoshiaki　　　　　　　　　，

．317－BCannery　St． Japanese

’　　　　Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Yamamoto，　Takichi　Yoshiaki X

、

2 Otsuka，　Nakakichi X

Name OfHcial　No． Net　Tonnage

Boat Virginia 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Zennosuke　lwamae 120Scranton　Walk Japanese

Master
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z

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUII American Japanese

Crew　Members 1 Zennosuke　Iwamae X

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Mio　　　　　　　　　　　　　　’ 1

Name Address Citi・enrhip

Boat　Owner Harada，　M． 1151／2Scranton　Wlk Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Harada，　M． X

Name Ofncial　No． Net　Tonnage

Boat Dixie 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Nishino，　Jack 120－BTeminal　Way U．S．A．

Master
1

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Nishino，　Jack X

Name Of6cial　No． Net　Tonnage

Boat Delmonte 1

Name Address Citizenship

Boat　Owner Nishino，　Ichimatsu 356Teminal　Way Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss

Name　in　fUll American Japanese

Crew　Members 1 Nishino，　Ichimatsu X

Name Ofncial　No． Net　Tonnage
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Boat S．MK． 27A72 1／2

　．

mame Address Citizenship

Boat　Owner Miki，　Sangoro 165－DCannery　St． Japanese

Master
　　　　　　　　1

Net　Owner

Fish　Boss Miki，　Sangoro 165－DCannery　St． Japanese

Name　in　f山1 American Japanese

Crew　Members
1、 Miki，　Sangoro X

Name 01〒cial　No．・ Net　Tonnage

Boat Pelican 27A19 1／2

Name Address Citizenship

Boat　Owner Honsho，　Jirokichi 317－DCannery　St．，　T．1． Japanese

Master

Net　Owner

Fish　Boss Takamori，　Mas司i　1 173－DCannery　St．，　T．1． Japanese

Name　in　fUl American Japanese

Crew　Members
1，「 T・k・m・・i・M・r司i X

．2 Takahashi，　Hideo X

Tuna　ClipPers

Name Net　Tonnage no．　of　crews Nisei

Boat Marico 107 2

Boat　Owner Van』 bamp　Sea　Food

Master Caucasian

Net　Owner

Fish　Boss Torao　Takahashi ＼．

@イ

Santa　Margarita 107 3

Boat　Owner

Master Caucasian

Net　Owner

Fish　Boss M．1wasaki

Sea　Boy 107 none

Boat　Owner Franco　ltalian　Packing　Co．．

Master Caucasian
・i

Net　Owner
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Fish　Boss Kiyoo　Yamashita

Cipango 95 4

Boat　Owner Cipango　Co．　　　　　，

Master Be吋i　Hara

Net　Owner

Fish　Boss 1ichirg　Ono

4
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